マニュアルのほいかた 


广 ミむしてお使いいただくために- V 

•パソコンをお取り扱いいただくためのま意事項 
ご使用前に必ずお読みください。 

^ 


广セットアップガイドー 

•パソコンの準備 

• Windows のセットアップ 
•電源の切りかた 

• Q & A 集（電源び入日ないとさ) 
• リカバリー（再セットアップ） 

• 廃棄/譲ミ度 

など 


广 取扱説明書- 

• 電源の入れかた 
• 各部の名前 

• メモ U の取り付け/取りはずし 
•パ'ッテ U —パックの交換 
• システム環境の変更とは 
など 


戸オンラインマニュアル（本書）- V 

Windows び起動しているときにパソコンの画面上で見るマニュアルです。 

•パソコンを買い替えたとき 

•パソコンの基本操作 

• ネットワーク機能 

• 周辺機器の接続 

•パ' ッテ U —で使ラ方法 

• システム環境の変更 

•パソコンの動作びおかしいとき/ Q & A 集 

など 

V _ 

^リリース情巧- V 

• 本製品を使用するラえでのを意事項など 
必ずお読みください。 

「はじめに- ■■ UU — ス情報について」 

V _ 
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はじめに 


本製品を安全に正しく使ラために重要な事項び、付属の冊モ『安むしてお使いいただくために』 
に記載されています。 

必ずお読みになり、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見られるよラにお手元に大切に保管してください。 

本書は、巧の決まりに従って書かれています。 


KB 記号の意味 


A 危険 

"取扱いを誤った場合、使用者び死亡または重傷（*1)を負ラ 
ことびあり、その切迫の度合いび高いこと"を示します。 

A 警告 

"取扱いを誤った場合、使用者び死亡または重傷（*1)を負ラ 
ことび想定されること"を示します。 

A ま意 

"取扱いを誤った場合、使用をび傷書（*2)を負ラことび想定 
されるか、または物的損書（*3)の発生び想定されること"を 
のし^ 〇 


データの消失や、故障、性能低下を起こさないために守ってほ 
しい内容、仕様や機能に関して巧っておいてほしい内容を示し 

ぶ 9 〇 

£5 メモ 

知っていると便利な内容をおします。 

V 3 J 役立つ操作集 

知っていると役に立つ操作を示します。 


このマニュアルやほかのマニュアルへの参照先を示します。 

このマニュアルへの参照の場合'''「」 

ほかのマニュアルやヘルプへの参照の場合…『』、《》 


* 1重傷とは、失明やけび、やけど（高温-巧温)、感電、骨巧、中毒などで、後遺症び残るちのおよび治療に 
入院-長期の通院を要するものをさします。 

* 2 傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さないけび-やけど-感電などをさします。 

*3 物的損害とは、家屋-家財および家畜-ぺット等にかかわるあ大損害をさします。 
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用語について 


本書では、巧のように定義します。 


システム 

特に説明びない場合は、使用しているオペレーティングシステム （0 S ) を示します。 

アプ U ケーシヨンまたはアプ U ケーシヨンソフト 

アプ U ケーシヨンソフトウエアを示します。 

Windows または Windows 7 

特に説明びない場合は、 Windows ® 7 Professional を示します。 

ドライブ 

DVD スーパーマルチドライブを示します。内蔵しているドライブはモデルによって異なります。 


DVD スーパーマルチドライブモデル 

DVD スーノ（ーマルチドライブを内蔵しているモデルを示します。 

HDMI 端子モデル 

HDMI 出力端テを内蔵しているモデルを示します。 


Web カメラ搭載モデル 

Web カメラを搭載しているモデルを示します。 

無線 LAN モデル 

無線 LAN 機能を搭載しているモデルを示します。 

WiMAX モデル 

WiMAX 機能を搭載しているモデルを示します。 

PC 引越ナビ搭載モデル 

PC 弓 I 越ナビを搭載しているモデルを示します。 

東芝 eco ユーティリティ搭載モデル 

東芝 eco ユーティ U ティをインス!ルしているモデルを示します。 

ご購入のモデルの仕様については 、 『dynabook **** (お使いの機種名）シ U - ズをお使 
いのかたへ』を参照してください。 
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mm 記載について 

•記載内容によっては、一部のモデルにのみ該当する項目びあります。その場合は、「巧語に 
ついて」のモデル分けに準じて、「* * * * モデルの場合」や「* * * * シ U - ズのみ」な 
どのよラにを記します。 

• インターネット接続については、ブ□-ドバンド接続を前提に説明しています。 

• アプ U ケーションについては、本製品にプレインス I ルまたは内蔵八ードディスクや付属 
の CD / DVD か日インストールしたバージョンを使用することを前提に説明しています。 

•本書に記載している画面やイラストは一部省略したり、実際の表示とは異なる場合びあります。 

• システムび Windows 7 L ソ外のモデルの場合、一部の使用方法や設定方法び異なる場合びあ 
ります。詳しくは、『セットアップガイド』や各ヘルプを確認してください。 

•本書では、コント□ールパネルの操作方法について表示方法を「カテゴリ」に設定している 
ことを前提に説明しています。表示方法を「カテゴリ」に切り替えてか日操作説明を確認し 
てください。 

•本書は、語尾をのばすカタカナ語の表記において、語尾に長音（一）を適用しています。画 
面の表示と異なる場合びありますび、読み換えてご使用ください。 


KS T rademarks 

• Microsoft . Windows 、 Wi 


Windows Media 、 Windows Live . Aero 、 Excel . MSN 、 


SkyDrive は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標また 
は商標です。 

• Windows の正式名称は 、 Microsoft Windows Operating System です。 

• Intel 、 インテル、インテル Core 、 Celeron は、アメ U 力合衆国およびその他の国における 
Intel Corporation またはそのモ会社の商標、または登録商標です。 

• Ma 旨 icGate 、 メモ U — スティック、メモ U — スティック□ゴ、メモ U — スティック PRO は、 
ソニー 株式会社の商標です。 

• SD □ゴは商標です。（ぶ夕 5) 

• SDHC □ゴは商標です。(器-) 

• SDXC □ゴは商標です。 （ 夕さ') 

• HDMI および High-Definition Multimedia Interface は 、 HDMI Licensing LLC . の登録 
商標または商標です。 

• Fast Eth 乱 net 、 Eth 乱 net は實±ゼ□ックス株式会社の商標または登録商標です。 

• ConfigFree は、株式会社東芝の登録商標です。 

• TRENDM に R 0、 ウイルスバスターはトレンドマイク□株式会社の登録商標です。 

• Goo 旨 le ツールバーは Google Inc . の登録商標です。 

•「 PC 引越ナビ」は、東芝パソコンシステム株式会社の商標です。 

• Bluetooth は、その商標権ちび所有しており、東芝はライセンスに基づき使用しています。 

• WiMAX は WiMAX Forum の商標です。 


本書に掲載の商品の名称や□ゴは、それぞれ各社び商標および登録商標として使用している場 
合びあります。 
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コプロセッサ （CPU) に関するごミち意^^^ 

本製品に使われているプ□セッサ （ CPU ) の処理能力は;欠のような条件によって違いび現れます。 
• 周辺機器を接続して本製品を使用する場合 

• AC アダプターを接続せずパ' ッテ U —駆動にて本製品を使用する場合 
•マルチメディアゲームや特殊効果を含む映像を本製品にてお楽しみの場合 

•本製品を通常の電話回線、ちしくはほ速度のネットワークに接続して使用する場合 
•複雑な造おに使用するソフト（たとえば、運用に高性能コンピューターび必要に設計されて 
いるデヴィン巧アプ I 」ケーシヨンソフト）を本製品上で使用する場合 
• 気圧びほい高所にて本製品を使用する場合 
目安として、標高1.000 メートル （3.280 フィート）し U 上をお考えください。 

•目安として、気温已〜3ぴ C (高所の場合2已で）の範囲を超えるよラな外気温の状態で本製 
品を使用する場合 

本製品の八ードウエア構成に変更び生じる場合、 CPU の処理能力び実際には仕様と異なる場合 
びあります。 

また、ある状況下においては、本製品は自動的にシャットダウンする場合びあります。 

これは、当社び推奨する設定、使用環境の範囲を超えた状態で本製品び使巧された場合、お客 
様のデータの喪失、破損、本製品自体に対する損書の危険を減らすための通常の保護機能です。 
なお、このよラにデータの喪失、破損の危険びありますので、必ず定期的にデータを外部記録 
機器にて保をしてください。また、プ□セッサび最適の処理能力を発揮するよラ、当社び推奨 
する状態にて本製品をご使用ください。 

■ 64 ビットプ□セッヴに関するを意 

64ビット対応プ□セッサは、己4ビットまたは32ビットで動作するように最適化されています。 
己4ビット対応プ□セッサはじ(下の条件をすべて満たす場合に日4ビットで動作します。 

•己4ビット対応の 0 S (オペレーテイングシステム）びインス!ルされている 

• 64ビット対応の CPU / チップセットび搭載されている 

• 64ビット対応の BIOS び搭載されている 

• 己4ビット対応のデバイスドライバーびインス I -ールされている 
• 己4ビット対応のアプ I 」ケーシヨンびインス I -ールされている 

特定のデバイスドライバーおよびアプ U ケーシヨンは日4ビットプ□セッサ上で正常に動作し 
ない場合びあります。 

プレインストールされている 0 S び、64ビット対応と明示されていない場合、32ビット対応 
の 0 S びプレインス I -ールされています。 


このほかの使巧制限事項につさましては取扱説明書をお読みください。また、詳細な情報につ 
いては東芝 PC あんしんサポートにお問い合わせください。 






ra 夏作権について 

音楽、映像、コンピューター•プ□グラム、データベースなどは著作権法により、その著作者 
および著作権ちの権利び保護されています。こラした著作物を複製することは、個人的にまた 
は家庭内で使用する目的でのみ行ラことびでさます。上記の目的を超えて、権利ちの了解なく 
これを複製（データ形式の変換を含む)、改変、複製物の譲渡、ネットワーク上での配信などを 
行ラと、「著作権侵害」「著作ち人格権侵書」として損害賠償の請巧や刑事処罰を受けることび 
あります。本製品を使用して複製などをする場合には、著作権法を遵守のラえ、適切な使用を 
むびけてください。 


■■リリース情きおこついて 


n 」 u —ス情報」には、本製品を使巧するラえでのを意事項などび記述されています。必ずお読 
みください。なの操作を行ラと表示されます。 

①[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一[はじめに] 一 [ UU - ス情報] 
をク1」ツクする 


MM お願い 


• 本製品の内蔵八ードディスクにインス I ルされている、または付属の CD / DVD か日イン 
ス I ルしたシステム （0 S )、 アプ U ケーションじ(外をインス!ルした場合の動作保証は 
でさません。 

• Windows 標準のシステムツールまたは『セットアップガイド』に記載している手順じ(外の 
方法で、パーティションを変更-削除.追加しないでください。ソフトウエアの領域を壊す 
おそれびあります。 

• 内蔵八ードディスクにインス I ルされている、または付属の CD / DVD か日インス I ル 
したシステム （ OS )、 アプリケーションは、本製品でのみ利用できます。 

•購入時に定め日れた条件じ(外で、製品およびソフトウエアの複製ちしくはコピーをすること 
は禁じ日れています。取り扱いにはミ主意してください。 

•パスワードを設定した場合は、忘れたときのために必ずパスワードを控えておいてください。 
パスワードを忘れてしまって、パスワードを解除できなくなった場合は、使用している機種 
(型番）を確認後、東芝 PC あんしんサポートに連絡してください。有料にてパスワードを解 
除します。 HDD パスワードを忘れてしまった場合は、八ードディスクドライブは永久に使 
用でさなくなり、交換対応となります。この場合ち有料です。またどちらの場合ち、身分証 
明書（お客様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 

• 本製品はセキュ U ティ対策のためのパスワードの設定や、無線 LAN の暗号化設定などの機 
能を備えていますび、完全なセキュ U ティ保護を保証するちのではありません。 

セキュ U ティの問題の発生や、生じた損書に関し、当社はいっさいの責任を負いません。 
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•「ウイルスバスター」を使用している場合、ウイルス定義ファイルおよびファイアウォール 
規則などは、新種のウイルスやワーム、スパイウェア、クラッキングなどか日コンピューター 
を保護するためにち、 常に最新のちのにアップデートする必要びあります。最新版へのアッ 
プデートは、ご使用開始か日目0日間に限り無料で行ラことびでさます。目0曰を経過すると 
ウイルスチェック機能を含めて、すべての機能びご使用でさなくなります。 

ウイルスチェックび全く行われない状態となりますので、必ず期限切れ前に有料の正規サー 
ビスへ登録するか、市販のウイルスチェック/セキュ U ティ対策ソフトを導入してください。 

•ご使用の際は必ず本書をはじめとする各種説明書と『エンドユーヴー使用許諾契約書』およ 
び『ソフトウェアに関するを意事項』をお読みください。 

• アプ U ケーシヨン超動時に使用許諾書び表示された場合は、内容を確認し、同意してくださ 
し、。使用許諾書に同意しないと、アプ U ケーシヨンを使用することはでさません。一部のア 
プ U ケーシヨンでは、一度使用許諾書に同意すると、じ(降起動時に使用許諾書び表示されな 
くなります。 U カバ U —を行った場合には再び使用許諾書び表示されます。 

•『東芝保証書』は、記入内容を確認のラえ、大切に保管してください。 

本製品のお客様登録（ユーヴー登録）をあ日かじめ行っていただくよラお願いしております。 

当社ホームページで登録でさます。 

詳細について r 付録且お客様登録の手続き」 

El [ユーザーアカウント制御]画面について 

操作の途中で[ユーヴーアカウント制御]画面び表示された場合は、そのメッセージをを意し 

て読み、開始した操作の内容を確認してか日、画面の指示に従って操作してください。 

パスワードの入力を巧め日れた場合は、管理ちアカウントのパスワードで認証を行ってください。 
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■ 巧いはじめる巧に 


前のパソコンで使っていたデータを移行する便利なソフト 「PC 引越ナ 
ビ」について説明します。 


1前のパソコンのデータを移行する 
- PC 引越ナビー . 
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M のパソコンのデータを巧巧ずる 

-PC 引越 ナビー 


* PC 引越ナビ搭載モデルのみ 

パソコンを買い替えたときは、それまでに使用していたパソコンと同じ環境にするために、設 
定やデータの移行といった準備び必要です。 

「 PC 引越ナビ」は、データや設定を一っにまとめ、新しいパソコンへの移行の手間を簡略化す 
ることびでさるアプ U ケーションです。事前に;欠の点を確認しておくと、よりスムーズに操作 
びでさます。 

ここでは、移行したい設定やデータび保存されているパソコンを r 前のパソコン」、設定やデー 
夕を移行したいパソコンを「本製品」として説明します。 

I パソコンの仕様を確認する _ 

■ 前のパソコンの動作環境を確認する 

「 PC 引越ナビ」は、なのシステムに対応しています。 

♦システム >1 

Windows XP/Windows Vista/Windows 7 

*1 マイク□ソフト社が提供している最新の Service Pack を適用してください。また 、 「Internet 
Explorer ] のバージョンが「日 SP 1 J じ(上であることを確認してください。それじ(下のバージョンの 
場合は、「日 SP 1」 を適用してくださし、。 

システムの正式名称は次のとおりです。 

Windows XP ........... Microsoft ® Windows ® XP 叩 eratin 呂 system 日本語版の全エディション 

Windows Vista ....... Microsoft ® Windows Vista ® の全エディション 

Windows 7 .............. Microsoft ® Windows ® 7 の全エディション 


前のパソコンの動作環境について - 

•あらかじめ、「付録 n - KB 「 PC 引越ナビ」について」をお認してください。 


■ 使用できる環境を確認する 

設定-データの移行をするには、次の方法びあります。 

• US 日フラッシュメモ U を使用する 

• USB フラッシュメモ U とネットワーク（有線 LAN ) を使巧する 

• US 日フラッシュメモ U とク□スケーブル（有線 LAN ) を使用する 

前のパソコンと、本製品の仕様を確認し、共通して使巧でさる方法のなかから、移行する設定- 
データの容量に適した方法を選んでください。 

US 日フラッシュメモ U のみで移行する場合は、已] 2 MB じ(上の容量び必要です。 

US 日フラッシュメモ I 」の代わりに、メディアカードを使用することちでさます。 

本製品で使用できるメディアカードの種類については、「2章且いろいろなメディアカードを 
使ラ」で確認してください。 
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使いはじめる前に 



















D 前のパソコンのデータを移行する -PC 引越 ナビ- 


前のパソコンでどの方法び使用できるかを確認し、 US 日フラッシュメモ I 」やネットワーク用の 
ケーブルび必要な場合は購入してください。また、フォーマットび必要な USB フラッシュメ 
モ I 」は、あ日かじめフォー7ットしてください。 

移行するファイルや設定内容に比べて、 USB フラッシュメモ U の容量びルさいと、数回に分け 
てデータをコピーすることになりますので、大容量の US 日フラッシュメモ U を移行用に使用 
することをおすすめします。 

I 巧巧でをる設定とデータ _ 

「 PC 引越ナビ」を起動したときの、ユーヴーの設定を移行できます。 

• Internet Explorer の設定* i 

• Windows Live メール （Windows メール 、 Outlook Express ) の設定* ^*4 

• Microsoft Outlook の設定*3 *4 

•[ドキュメント](または[マイドキュメント])フォルダーに f 呆ちされているファイル 
• デスクトップ上のファイル 
• 任意のフォルダーに含まれるファイル 

ホ ] Microsoft Internet Explorer 6 SPl 仪上 

*2 移行できるデータは 、 「Microsoft Outlook Express (バージョンが日.0 SP 1 1；(上 )」、 「Windows -ル」、 
[Windows Live メール」のをのになります。 

*3 移行できるデータは、 「 Micros 曰け日 utlook 2000」政降のをのになります。 

じ(前にご使用されていにパソコンに保をされている 「 Microsoft 日山 look 」 のデータを本製品に移行した 
いときは、 「 P 巳引越ナビ」をご使用の前に、市販の [Microsoft OutlookJ を本製品にインストールする 
必要があります。 

移行するたがには 、 「Microsoft Outlook 2日日引於降の 「 Micros 日 ft OutlookJ をインストールしてく 
ださし、。 

*4 本製品にメールソフトがインス!-ールされていない場をでを、 「 PC 引越ナビ」はパソコンにデータを保存 
します。 

[Windows Live メール」および 「 Micros 日 ft 日 utlook 」 は起動したときに、保存したデータのインポート（取 
り込み）を行います。 

六ールソフトによっては、違ラソフトのデータを変換して取り込むことがでさます。 

詳しくは、ールソフトのヘルプを確認してください。 

封メモ _ 

•移行でさる設定やデータの詳細は、 「 PC 引越ナビ」のヘルプでお語してください。 


前のパソコンの動作環樹こついて - 

•あらかじめ、「付録 「 PC 引越ナビ」について」をお語してください。 


15 



使いはじめる前に 


















D 前のパソコンのデータを移行する - PC 引越ナビ- 


n インストール方法 

「 PC 引越ナビ」は、購入時の状態ではインス!-ールされていません。 

なの手順でインストールしてください。 

V [スタート]ボタン（@)一 [すべて①プ□グラム]一[アプリケーショ 
ンの再インス!ル]をクリックする 

[セットアップ画面へ]をクリックする 

Q [アプリケーション]タブをクリックする 

B 画面左側の [PC 引越ナビ]をクリックし、 UPC 引越ナビ」①セットアッ 
プ]をクリックする 

f 画面の指示に従ってインス I ルする 

[ファイルのダウン□ー ド]画面び表示された場合は、[実行]ボタンをク U ックして 
ください。 
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使いはじめる前に 









D 前のパソコンのデータを移行する - PC 引越 ナビ- 


移行方法をミ夫める 

いくつかある移行方法のなかか日、前のパソコ 
ンと本製品の仕様や、移行するデータの容量を 
元に移行方法を選択します。 


本製品 



USB メモ U 


ネットワーク（有線 LAN ) 

ク□スケーブル（有線 LAN ) 


「こん包プ□グラム」をコピーする 

「こん包プ□グラム」は複数のファイルを]つにまとめ 
るプ□グラムです。 

USB フラッシュメモ I 」にコピーしてください。 


本製品 



USB メモ U 


「こん包プ□グラム」を実行する 

コピーした「こん包プ□グラム」を実行し、移行 
する複数のデータを]つのファイル （ r こん包ファ 
イ J レ」）にまとめます。 



USB メモ U 


「こん包ファイル」をコピーする 

作成した「こん包ファイル」をコピーします。移行す 
るデータの容量によっては、「こん包ファイル」は複 
数作成されます。すべての「こん包ファイル」をコピー 
してください。 



ネットワーク（有線 LAN ) 

ク□スケーブル（有線 LAN ) 


「こん包ファイル」を開こんする 

コピーした「こん包ファイル」を本製品で開き、コピー 
します。 


本製品 



USB メモ U 
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操作の流れ 


設定とデータの移行は、画面の指示に従って行います。移行する設定•データや使巧する移行 
方法などで詳細の操作は異なりますび、大まかな流れはなのとおりです。 

本製品と、前のパソコンとで交互に作業を行いますので、近くに設置して行ラとよいでしよラ。 



使いはじめる前に 












































































D 前のパソコンのデータを移行する - PC 引越ナビ- 


起動方法 

デスクトップ上の [ PC 引越ナビ] (鐵 )をダブルクリックする 

「 PC 弓陋ナビ」び起動します。 

[スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム] 一 [ PC 弓陋ナビ]をクリック 
して起動することちできます。 

画面下のヘルブでボタンをクリックし、注意制限事項を確認ずる 

「 PC 引越ナビ」のヘルプび表示されます。 

「 PC 弓 I 越ナビ」のま意制限事項をお読みください。 

目次で[ミ主意制限事項とメッセージ]をク U ックし、画面ち側に表示される各項目を 
よくお読みください。 

[同意する]をチェックし、[巧へ]ボタンをクリックずる 

使用許諾契約に同意しないと、 「 PC 引越ナビ」を使用することはできません。 

を意事項び表示されます。内容を確認し、[なへ]ボタンをク U ックしてください。 

引さ続さ、説明画面び表示されますので、内容を確認しなから、操作してください。 



使いはじめる前に 


81 










■ パソコンの昼本操作を覚えよう 


このパソコン本体の各部について、基本の使いかたなどを説明してい 
まず。 


1電源を入れるとき . 20 

2パソコンの使用を中断する . 22 

3タッチパッド . 26 

4キーボード . 30 

已八ードディスクドライブ . 36 

巨 CD や DVD を使ラードライブー . 37 

7画面を見やすく調整するーディスプレイー . 4已 

8サウンド . 46 

9いろいろなメディアカードを使う 

-ブ U ッジメディアス□ットー . 48 

10 Web カメラを使う . 已3 
















電源を入れるとを 



n メッセージび表おされた場合 

電源を入れたとさにメッセージび表示された場合は、なの内容を確認してください。 

パスワードを設定している場合 
ユーザーパスワードを設定している場合 

電源を入れると;欠のメッセージび表示されます。 


パスワードを入力してください： 


設定したューヴーパスワードを入力し、 I f / V て キーを巧してください。 
バスワード 参照に ついて「6 章 日バスワードセキュ U ティ」 

• HDD パスワードを設定している場合 

電源を入れると次のメッセージび表示されます。 


HDD / SSD のパスワードを入力してください： 


設定した HDD パスワードを入力し、 If / VTT /? 悼 一を巧してください。 

メモ 

• バスワードの入力5スを3回繰り返した場合は、自動的に電源び切れます。 

• ユーヴーバスワードと HDD パスワードの両方を設定してある場合は、ユーヴーパスワードー HD □パ 
スワードの順に認証びホめられます。ただし、ユーヴ ー；! ロワードと HDD パスワードび同一の文字列 
の場合は、ユーヴーパスワードの認証終了を、 HDD バスワードの認証は省略されます。 

バスワード 参照に ついて「6 章 n バスワードセキュ U ティ」 


■ メッセージげ表示される場合 

不明なメッセージについては、『セットアップガイド』の 「 Q & A 集」をご覧ください。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 

















D 電源を入れるとさ 


u 起動ずるドライブを巧更ずる場合 

ご購入時の設定では、標準八ードディスクドライブか日システムを起動します。起動するドラ 
イブを変更したい場合、巧の方法で変更でさます。 

■一時的に変更する 

電源を入れたとさに表示されるメニューか日、起動するドライブを選択でさます。 


電源スイッチを押し、製品□ゴ画面び表示されている間に臣固キーを 
数回押す 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび表 
示されます。 


パスワードを入力して fA / TTR 悼一対甲してください。 


起動したいドライプを( X ]または ( D キ-で選択し、胃固キーを押す 

一時的にそのドライブび起動最優先ドライブとなり、起動します。 


■あ5かじめ設定しておく 

r 東芝 HW セットアップ」の [0 S の起動]タブで起動ドライブの優先順位を変更でさます。 
設定の変更「まち HW セツトアップ」のヘルプ 
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パソ n ンの基本操作を覚えよラ 

















2 I パソコンのほ用を中がずる 



ソ 
□ 
ン 
の 
基 
本 
j 票 
作 
を 
覚 
を 
ぶ 
ラ 


パソコンの使用を一時的に中断したいとさ、ス U —プまたは化止状態にすると、パソコンの使 
用を中断したとさの状態び保をされます。 

再び処理を行ラ（電源スイッチを巧す、ディスプレイを開くなど）と、パソコンの使用を中断 
したとさの状態び再現されます。 


A 警告 




•電子機器の使用び制限されている場所ではパソコンの電源を切る 

パソコン本体を航空機や電モ機器の使用び制限されている場所（病院など）に持ち込む場 
合は、無線機能を無効に設定した上で、パソコンの電源を切ってください。他の機器に影 
響を与えることびあります。 

-無線機能は、キーを巧して無効にすることびでさます。网+网キーを 
巧して無線機能を OFF に設定し、ワイヤレスコミュニケーション LED び消灯している 
のを確認してください。 

-ス U —プや休止状態では、パソコンび自動的に動作することびあるため、飛行を巧げた 
り、他のシステムに影響を及ぼしたりすることびあります。 

-電源を切った状態でちパソコンび自動的に動作するような設定のソフトウエアの場合 
は、あ日かじめ設定を無効に（解除）してください。 


= 操作にあたって 

中断ずる前に 

• ス U —プまたは休止が態を実行する前にデータを保存することを推奨します。 

• ス U - プまたは休止げ態を実行するときは、メディアへの書き込みび完全に終了していることを 
確認してください。 

書き込み途中のデータびあるが態でス U —プまたは休止げ態を実行したとき、データび正しく書 
さ込まれないことびあります。メディアを取り出しでさる状態になっていれば書さ込みは終了し 
ていまず。 

中断したとさは 

• ス|」ープ中にじ(下のことを巧わないでください。次回電源を入れたとをに、システムび起動しな 
いことびあります。 

. ス U —プ中にメモ U を取り付け/取りはずしすること 
-ス1」ープ中にバッテ1」一をはずすこと 

また、ス U -プ中にバッテ U -残量び減かした場合も同様に、な回起動時にシステムび起動しな 
し)ことびあります。 

システムび起動しない場合は、電源スイッチを已砂間押していったん電源を切ったあと、再度電 
源を入れてください。この場合、ス U - プ前のが態は保持できていません （ Windows エラー回 
復処理で起動します)。 

• ス I 」ープ中や休止状態では、バッテ U —やメモ U の取り付け/取りはずしは行わないでください。 

保存されていないデータは消失します。また、感電、故障のおそれびあります。 

• スリープまたは休止が態を利用しないとをは、データを保存し、アプ U ケーシヨンをすべて終了 
させてから、電源を切ってください。保存されていないデータは消失しまず。 
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O パソコンの使用を中断する 


ス U — プ 


作業を中断したとさの状態をメモ U に保をする機能です。次に電源スイッチを巧すと、状態を 
再現することびでさます。 

ス U —プはすばやく状態び再現されますび、バッテ U —を消耗します。作業を中断している間 
にノ（ッテ U —の残量びかなくなった場合などは、通常のス U —プではそれまでの作業内容は消 
失します。 AC アダプターを取り付けて使用することを推奨します。 

なお数曰 LU 上使巧しないとさや、付属の説明書で電源を切る手順び記載されている場合（メモ 
U やバッテ U —パックの取り付け/取りはずしなど）は、ス U —プではなく、必ず電源を切っ 
てください。 

ス U —プの実行方法は『セットアップガイド』を確認してください。 

幻メモ _ 

• + 臣訂キーを巧して、ス1」ープを実行することちでをます。 


休止が態 


パソコンの使用を中断したとさの状態を八ードディスクに保存します。次に電源を入れると、 
巧態を再現でさます。なお数曰1;(上使用しないとさや、付属の説明書で電源を切る手順び記載 
されている場合（メモ U やバッテ U - パックの取り付け/取りはずしなど）は、休止状態では 
なく、必ず電源を切ってください。 

n 休止が態の実行方法 



[スタート]ボタン（@)をクリックし①、国にポインターを合わせ 
る② 


① 


⑤ 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 


































O パソコンの使用を中断する 


表示されたメニューか5 [休止状態]をクリックずる 

メニューび表示されない場合は、 g をク U ックしてください。 


休止状態か5復帰させるとさは、電源スイッチを押してください。 

分メモ _ 

• 胃 + [? のキーを巧して、休止状態を実行することもでをます。 


簡単に電源を切る/パソコンのほ用を中断する 


[スタート]メニューか日操作せずに、パソコン本体の電源スイッチを巧したときやディスプレ 
イを閉じるときに、電源を切る（電源オフ）、またはス U - プ/休止状態にすることびできます。 

n パソコン本な:の電源スイッチを巧したとまの動作の設定 M 

[スタート]ボタン （ ^案）一[コント □ —ルパネル]をクリックする 
Q [なシステムとセキュリティ]をクリックする 
Q r ぶ電源ボタンの動作の変更]をクリックする 

Q [電源ボタンを押したときの動作]で[スリープ状態][休止状態][シャッ 
W トダウン]のいずれかを選択する 

I [何もしない]に設定すると、特に変化はありません。 

I 「バッテ U 駆動」時と r 電源に接続」時のそれぞれについて設定してください。 

f [変更の保を]ボタンをクリックする 

パソコン本体の電源スイッチを巧すと、選択した状態で電源を切る、または作業を中 
断します。 
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パソ n ンの基本操作を覚えよラ 





















O パソコンの使用を中断する 


U ディスプレイを閉じるとまの動作の設定 

Q [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をクリックする 
Q [なシステムとセキュリティ]をクリックする 
Q r ぶ電源ボタンの動作の変更]をクリックする 

Q [カバーを閉じたときの動作]で[スリープ状態][休止状態][シャッ 
W トダウン]のいずれかを選択する 

I [何もしない][シャットダウン]に設定すると、パネルスイッチ機能は働きません。 
I 「バッテ U 駆動」時と r 電源に接続」時のそれぞれについて設定してください。 

n [変更の保を]ボタンをクリックする 

■ ディスプレイを閉じると、設定した状態へ移行します。 

I [ス U —プ状態][休止状態]に設定した場合は、次にディスプレイを開くと、自動的 
I にディスプレイを閉じる前の状態び再現されます。 

幻メモ _ 

•ディスプレイを閉じることによって[ス U - プ状態][休止状態]のうち、あらかじめ設定した状態へ 
移行する機能を、バネルスイッチ機能といいます。 
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パソ n ンの基本操作を覚えよラ 











タッチ八ッ 



タッチパッドで操作する 


電源を入れて Windows を起動すると、パソコンのディスプレイに^^び表示されます。この矢 
印を「ポインター」といい、操作の開始位置を示しています。この「ポインター」を動かしな 
び日パソコンを操作していきます。 

パソコン本体には、「ポインター」を動かすタッチパッドと、操作の指示を与える左ボタン/ち 
ボタンびあります。 

タッチパッドと左ボタン/ちボタンを使ってポインターを動かし、パソコンを操作してみましよ 
ラ。ここでは、タッチパッドと左ボタン/ちボタンの基本的な機能を説明します。 




タッチパッドの操作にあたって 


あらかじめ、「付録 n — 


タッチパッドの操作にあたって」を確認して < ださい。 




パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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Q タッチパッド 


■■タッピングの方法 

タッチパッドを指で軽くたたくことを「タッピング」といいます。 

タッピング機能を使ラと、左ボタンを使わなくてち、次のよラな基本的な操作びでさます。 


□クリック/ダブルクリック 

タッチパッドを]回軽くたたくとク U ック、 
2回たたくとダブルク I 」ックびでさます。 



□ ドラッグアンドド□ップ 

タッチパッドを続けて2回たたさ、2回目は 
タッチパッドか日指をはなさずに目的の位置 
まで移動し、指をはなします。 



2 


タッチパッドのほ用居境を設定する 


タッチパッドやポインターの設定は、[マウスのプ□パティ]で行います。 


D 


[マウスのプ□パテイ]の起動方法 

[スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をクリックする 

[句な/八ードウエアとサウンド]一[マウス]をクリックする 

[マウスのプ□パティ]画面び表示されます。 


クマウスのプロパティ 


回 


ボタン r ポイシタ- ll ポイントオフシむみイ-ル〇トドウが]テパイス巧ち L 


'ポタンの巧ぶ- 

か’ィヌ W 園 

な右きき脚の 


ynaptics TouchPad XXX XXXXXXXX 


-左な!ツク(宿おの涅巧とドろ如う 


□ 


ドう.州 


巧—'ルクリックのまさ ( U ) - 

してく だ 如。加麵 いたり 巧 


D 


■ クリク如ッ巧オソ巧る讯 


激織?鱗ぷ辨 

*州ククします。 


〕 I キタンむレ II 巧用け） 
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Q タッチパッド 


設定方法 

[マウスのプ□パティ]のきタブで機能を設定し、に K ] ボタンをクリッ 
クする 

[キャンセル]ボタンをク U ックした場合は、設定び変更されません。 

[マウスのプ□パティ]では、タッチパッドやポインターなどの各種設定びできます。 
タッチパッドの設定をするには、引き続き;欠のよラに操作してください。 

[デバイス設定]タブで[設定]ボタンをクリックする 


? 7ウスのプロパティ 


回 


ポタン〔ポイントじポインタ-オプションみイール[ハー巧が] BB デ"イス設定|_ 


Synaptics がインテイ W テ'’がイスのフかけイ-が-ゲ i ン XXXX 


ザ* I る B 


料 J 

mmm 


橋む」 


厂 USB マウス巧病巧に内®ボインティンヴデバイスを無細こする。山） 

广トレイ 7 イコン- 

ぐトパアイ]ンをタスクが-から肖做附 
广巧巧のトレイ門]ンを 5 スクが一に表示の 
巧 7 こイ-別ントレイアイ]ンをれクが-じ亥示 ( N ) 


4:20 PM 
讯 4:20 PM 
R 4:20 PM 


内 wwsyn がむ cscom 


〕 I キ似垃レ I I 通用 ( A ) I 


读示例） 


[デバイス設定]画面び表示されます。 


画面左側に表示されているメニューから、設定したい項目をクリックする 

画面ち側に、還択した項目の設定内容と、その説明び表示されます。説明をよく読ん 
で各項目を設定してください。 

項目名の左に（田）び表示されている場合、項目名をダブルク U ックすると、さ日 
に細かい設定項目び表示されます。 


クデバイスをを： Synaptics TouchPad VX.X : PS/2 **-h 


国 


田 

を2クロ-化 


区）ホインテインヴ 
0がン 
田.クウ7 


W 


Svnaptics* 


この【フロ fS ティ1ウィンドウでは.ポインティンヴデバイス 
a 去モ占ス57イスできます。扫ス9マイス巧的な巧的にァクセ (■ 
スするには.ちのメニューシリーを巧巧します.この#!的に 
は.文 S . オフジエウト.アフリケ—シ a ンを》ホするための1 L 
左}自でのボインティンヴおよジスクロールオフシ3ンと.苗を 
め拍での»けがを3れ王す. 

【ブロ"ティ1ウィンドウ SS 巧ずる 

の!!!巧とを定のぺージをまモするじは，イニューシリーで 
ウリツクしさす.一奇の巧巧にはを立が坦おのぺ—ジにわ 
たる坦をがあリまず.すべての胡3ぺージをま示するには.巧的 


，つ•化の ）I 


J 巧田 W 


读示例） 


パソミ S 本操作を覚えよラ 
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Q タッチパッド 


お立っ操作集-^ 

タッチパッドを無効/有効にするには 

[^+臣奇キーでタッチパッドによる操作を無効にしたり、有効にしたりすることびでをます。 

圧を)+臣空)キーを押すごとに、タッチパッドの無効/有効び切り替わります。 

[^+[^キーでタッチパッドの有効/無効を切り替える場合は、タッチパッドから指をはなしてか 
ら行ってください。 

[^+臣氧キーでタッチパッドの操作をち効にした瞬間、カーソルの動さび数秒不安定になることび 
あります。そのよラな場合は、 ] 度タッチパッドから指をはなしてください。しばらくすると、正常 
に操作できるようになります。 

V. _^ 


USB 対応マウス接続時に、自動的にタッチパッドを無効にする 

USB 対応のマウスを接続したときに、タッチパッドによる操作び自動的に無効になるよラに設定する 
ことびでさます。 

① [スタート]ボタン(@)-[コント□-ルパネル]をク U ックする 

② [八ードウエアとサウンド]一[マウス]をクリックする 

③ [デバイス設定]タブで [US 目マウス接続時に内蔵ポインティングデバイスを無効にずる。]をチエッ 
クする 

④ [0K] ボタンをク U ックする 

+ @キーを押して設定する「タッチパッド ON/OFF 機能」とは連動していません。 

市販の USB 対応マウスをお使いの場合、マウスの種類によっては、本機能び動作しない場合びありまず。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 


の 










レ M 广〇し u レ r \ — 


(キヤプス□ック)英数キー 


CAPSLOCK - 

件ヤプス□ック) LED 


• X づ^ノ、ノづ ^ U ソン 

状態をおす 

SHIFT (シフト)キ- 


CTRL 


アルファべットの大文字、 

ル文字入力の一時的な切り 
替えや記号などを入力する 
とをに便つ 

CTRL (コント□-ル)キ- 

ほかのキーと組み合わせて、 
特定の操作を実行するとさに使ラ 


FN 

€ 

な 

ALT 

巧変換 


FN (エフエヌ)キ- 

オーバーレイキーを使用するとさやファンク 
シ ョン キー、矢印キーとの組み合わせにより、 
特殊機能を実行するとさに使ラ 

ウインドウズキ- 


图 


^無変換キー 


ALT (オルト)キー 

ほかのキーと組み合わ 
せて、特定の操作を実行 
す々とさ I し使つ 


SPACE (スぺース)キー」 

空白文字を入力するとさや、 
入力した文字をかな漢字変換 
するとさに使つ 

変換キ- 


変換 


カナ/かな 

口ーマを 


Windows のスタートメニューを表示するとさや 
ほかのキーと組み合わせて、ショートカットと 
して使ラ 


カナ/かな <□- マ字 > キー 
ALT (オルト)キ- 


ALT 


1 


Z っ 

X 

C 

V 

B 

ご 

さ 

そ 

ひ 

こ 


み 


M 


ね 


A 

S 

D 

F 

Q 

H 

J 

K 

L 

ち 

と 

し 

は 

さ 

< 

ま 

の 



ここでは基本的な使いかたと、それぞれのキーの意昧ゃ呼びかたについて簡単に説明します。 



ーボード図 


ESC (エスケープ)キ- 

操作を取り消すとさに使ラ 

半/全<漢字>キ- 

TA 巳(タブ)キ- 




半/全 

漢字 


フアンクシヨンキー 

特定の操作を実行するとさなどに使ラ 


1め 

[►13 




# ぁ 

3お 


I ： 


'爲 


Q 

W 

E ぃ 

R 

T 

Y 

U 

1 

0 

た 

て 

し、 

す 

か 

ん 

な 

に 

ら 
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キーボード 



ことと同じ動作を行いたいとさに使ラ 
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D キーボード 


因 E 


文字キーは、文字や記号を入力するとさに使いま 


左上 


ち上 



す。 

ス字キーに印刷されている文字や記号は、キー 
ボードの文字入力の状態によって変わります。 


左下 


1 

:や 

' 

，ゃ 


ち下 


rrOSHIBA Flash CardsJ について 


「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 は、タッチパッドやマウスの操作で簡単にホットキー機能の実行 
や東芝製のユーティ U ティを起動することびできるユーティ U ティです。 

デスクトップ上にカードのよラに表示されるアイコンを選択し、それぞれのカードに割り当て 
日れている機能を設定-実行することびできます。 


■操作方法 


因 yj キーを押す 

なのように 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 び表示されます。 



读示例） 


左上 

ほかのキーは使わず、そのまま巧すと、アルファベットのル文字などび入力でさま 
す。 | sh // t 1 キーを巧しなび日巧すと、記号やアルファベットの大文字び入力でき 

か 9 〇 

左下 

ほかのキーは使わず、そのまま巧すと、数字や記号び入力でさます。 

ち上 

かな入力びできる状態で1州/打|キーを巧しなび日巧すと、記号、ひ日びなの促音 
(ルさい「つ」）、物音（ルさい「ゃ、ゅ、よ」）などび入力できます。 

も下 

かな入力びでさる状態で巧すと、ひ日びなや記号び入力でさます。 


—ホー ドの文を キーの ほいかた 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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D キーボード 


f 設定したい機能の力ードをクリックする 

カードとアイコンび表示されます。 

B 表示されたアイコンのうち、設定したい項目にポインターを合わせる 

ポインターを合わせると、アイコンび大きくなります。 

B 設定したい項目のアイコンび大きい状態でクリックする 

選択した項目に設定されます。 

さ力ードに割り当て日れている機能は 、 [TOSHIBA Flash Cards 」 のヘルプを参照してくだ 
さい。 

■ マウス操作でカードを表示させる 

ポインターをデスクトップ上部に合わせることによって、 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 び表示 
されるよラに設定することちでさます。なの手順を行ってください。 

V [スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] 
一[ユーティリティ] 一 [Flash Cards ①設定]をクリックする 

口 [マウスでも力ードの表示を開始する]をチェックし①、 [0K] ボタン 
■ をクリックする② 


① 


② 


■「TOSH 旧 A Flash Cards」 のヘルプの起動ち法 

B [スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] 
一[ユーティリテイ] 一 [Flash Cards ヘルスをクリックする 
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D キーボード 


*1 無線 LAN モデルのみ 

34 


I キーを巧った便利な機能 _ 

各キーにはさまざまな機能び用意されています。いくつかのキーを組み合わせて巧すと、いろ 
いろな操作び実行でさます。 


□ 田のキーをほつた特巧機能キー 


キー 

内容 

画 + | KC | 

くスピーカーの S ユート> 

と的キーを押したまま、 iKCl キーを押すたびに内蔵スピーカーや 
ヘッドホンの音量の5ュート（消音）の ON / OFF を切り替えます。 

| f / V | + [ SRAC £| 

<本体液晶ディスプレイの解像度 
切り替え> 

巧のキーを押したまま、 \ SPACE 悼一を押ずたびに本体液晶デイスプ 
レイの解像度を切り替えます。 

圃+回 

<インスタントセキユ1」ティ機能> 

コンピューターをワークステーシヨン□ック状態にします。解除す 
るには、ユーヴー名をクリックしてください。 Windows の□グオン 
パスワードを設定している場合は、パスワード入力欄に Windows の 
□グオンパスワードを人力し、1 ENTER 1キーを押してください。 

画+回 

く電源プつンの設定> 

[ M ] + @ キーを押すと、設定されている電源プランび表示されま 
す。店因キーを押したまま、@キーを巧すたびに電源プランび切 
り替わります。 

画+回 

<ス1」ープ機能の実行> 

キーを巧したまま、@キーを押し直し、[スリープ]アイコン 
び大さい状態で指をはなずと、ス1」ープ機能び実行されます。 

画+回 

<休止状態の実行> 

[ M ] キーを巧したまま、@キーを押し直し、[休止が態]アイコン 
び大さい状態で指をはなすと、休止状態び実行されます。 

画+回 

<表示装置の切り替え> 

表示装置を切り替えます。 

詳細について「4章 ロ テレビの接続」 

画+回 

<本体液晶ディスプレイの輝度を 
下げる> 

キーを押したまま、@キーを押すたびに本体液晶デイスプレ 
イの輝度び1段階ずつ下びります。表示される画面のスライダーバー 
で輝度の状態を確認でさます。 

画+回 

<本体液晶ディスプレイの輝度を 
上げる> 

[ M ] キーを押したまま、1771キーを押すたびに本体液晶デイスプレ 
イの輝度び1段階ずつ上びります。表示される画面のスライダーバー 
で輝度の状態をお認できます。 

画+画 

<無線通信機能の ON / OFF > 

キーを押したまま、岡キーを押すたびに使用する無線 LAlXri 
の日 N / 日 FF を切り替えます。 

圃+回 

<タッチパッド ON / OFF 機能> 

タッチパッドからの入力を無効にできまず。再び有効にずるには、 
をラ1度向の+[^キーを押しまず。 

詳細について 

「本章 0■回 タッチバッドの使用環境を設定する」 
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D キーボード 


キー 

内容 

画+の 

<縮ル> 

デスクトップや一般的なアプリケーションで、巧のキーを押したま 
ま、旺]キーを押ずと、画面やアイコンなどび縮ルされます。 

画咽 

く拡大> 

デスクトップや一般的なアプ U ケーションで、巧のキーを押したま 
ま、区]キーを押すと、画面やアイコンなどび化大されます。 

画 + 团 

曰里ノ」い 

スピーカーの音量をルさくする「本章 0 サウンド」 

画 + 居] 

く 曰里人户 

スピーカーの音量を大さくする「本章 0 サウンド」 


没立っ操作集-^ 

「 TOSH 旧 A Smooth View 」 

[TOSHIBA Smooth View 」 は、キーボードを使って、最前面に表示されているアプ U ケーシヨンの 
画面やデスクトップ上のアイコンをお大/縮ル表示できるアプ U ケーシヨンです。 

• 起動ち法 

①[スタート]ボタン {を）一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] ^ [ユーティリティ] 

一 [Smooth View ] をク U ックする 

• ヘルプの起動方法 

① 「 TOSH 旧 A Smooth View 」 を起動後、画面も上の[ヘルスボタン（因 ])をクリックする 

② 画面上の知りたい項目にポインターを合わせ、ク U ックする 

• 使用ち法 

① [ M ] キーを押したまま、旺]キーまたは0キーを押す 

画面やアイコンなどを縮ルずるときは已〕キー、拡大するときは ( Z ) キーを押しまず。 

V_ _ _ J 


□特巧機能キー 


特殊機能 

キー 

操作 

タスクマネージヤー 
の起動 

\CTRL \+\ SHIFT \+\ ESC \ 

[ Windows タスクマネージヤー]画面が 
表おされます。 

アプリケーションやシステムの強制終了 
を行います。 

画面コピー 

rOVl + rf/VDcPR 口 (:> 1 

現在表示中の画面をク U ップボードにコ 
ピーします。 

[ alt] + [fn ]+[ end < prtsc > I 

現在表示中のアクティブな画面をク U ッ 
プボードにコピーします。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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n - ドディスクドライブ 


本製品には、八ードディスクドライブび]台内蔵されています。 

内蔵されている八ードディスクドライブは、取りはずしでさません。 

eSATA 接続型や US 日接続型の八ードディスクなどを使用して記憶容量を増やすことびできま 
す。 




操作にあたって 


パソコンを激しく揺らしたり、強い衝撃を与えると、故障の原因となる場合びあります。 
あらかじめ、「付録 n — K ■八ードディスクドライブについて」を確認してください。 


八ードディスクドライブに関する表示 


内蔵の八ードディスクやドライブ、 eSATA 接続型の八ードディスクなどとデータをやり取り 
しているときは、 Disk 日に D び点打します。 



八ードディスクに記録された内容は、故障や障書の原因にかかわらず保証でさません。 
万び一故障した場合に備え、バックアップをとることを推奨します。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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CD や DVD をほち 

-ドライブー 


本製品には、 DVD スーパーマルチドライブ]台び内蔵されています。内蔵されているドライブ 
は、購入したモデルによって異なります。 

• DVD スーパーマルチドライブ 

ドライブには次のマークび入っています。 




DVD+ReWritable 


* マークの位置や並び順は異なる場合びあります。 


DVD - RAM . DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD + RW 、 DVD + R 、 CD - RW 、 CD - R の言売み出し/書 
き込み機能と、 DVD - ROM 、 CD - ROM の読み出し機能を搭載したドライブです。 

『安むしてお使いいただくために』に、 CD / DVD を使用するときに守ってほしいことび記述 
されています。 

CD / DVD を使用する場合は、あ日かじめその記述をよく読んで、必ず指示を守ってください。 
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O CD や DVD を使ラ ードライブー 


ほえる記録メディアを巧認しよ 



使用できる CD / DVD の詳細と、書き込み速度については、 r 付録已記録メディアについて」 
と 『dynabook * * * * (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を確認してください。 
使用するメディアによっては、読み出しびでさない場合びあります。 

〇:使用でさる X :使用でさない 



読み出し >1 

書さ込み回数 

CD-ROM 

o 

X 

CD-R 

o 

] 回 

CD-RW 

o 

繰り返し書さ換え可能 t 2 

DVD-ROM 

o 

X 

DVD-R *4 

0*3 

] 回 

DVD-RW 

o 

繰り返し書さ換え可能 t 2 

DVD + R " 

0*3 

] 回 

DVD 十 RW 

o 

繰り返し書さ換え可能 t 2 

DVD-RAM 

o 

繰り返し書さ換え可能 t 2 


* 1巧応フォーマツトによっては巧生ソフトび必要な場合びあります。 

*2 実際に書き換えできる回数は、メディアの状態や書き込みち法により異なります。 

*3 メディアの状態や書を込みち法により、読み出しできない場合びあります。 

*4 本書では、 roVD - R 」 と記載している場合、特に書き分けのある場合を除き、 DVD-R DL (Dual Layer 
DVD - R ) を含みます。 

*已本書では、 roVD + R 」 と記載している場合、特に書き分けのある場合を除き、 DVD+R DL ( DVD+RDouble 
Layer ) を含みます。 


/すメモ書き込みできるアプリケーシヨン 


書さ込みに使用でをる、本製品に添付のアプ U ケーシヨンは次のとおりです。 

トウシバ ディスク クリエイター 

• TOSHIBA Disc Creator 

「 TOSH 旧 A Disc Great 日「」は、購入時の状態ではインストールされていません。 

[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]-[アプ U ケーシヨンの再インス!ル]か 
らインス I -ールしてください。 

記録メディアにデータを書を込むとさ、記録メディアの状態やデータの内容、またはパソコンの使用環 
境によって、実行速度は異なります。 




CD/DVD に書き込む前に、書き込みを行うにあたって 


あらかじめ、「付録 D-Eil- CD / DVD に書き込む麵こ」、「付録書き込みを行 
ラにあたって」を確認してください。 
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O CD や DVD を使ラ ードラィブー 


2 


DVD の映画や映像を見る 


Windows 上で DVD を再生するには、 「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 を使います。 

用語について 

本節では、 「 DVD 」 と記載している場合、特に書き分けのある場合を除き、 DVD - Video フォー 
マツトまたは DVD - VR フォーマツトで記録されたディスクを示します。 




DVD の再生にあたって 


あらかじめ、「付録 U - 


DVD の再をにあたって」を確認してください。 


ぶすメモ 


Windows 上で DVD を再生する場合、 「 T 日 SH 旧 A DVD PLAYER 」 を使巧してください。 
「Windows Media PlayerJ やその他の市販ソフトを使用して DVD を再生ずると、表示が乱れたり、 
再生でさないことがあります。 


3 


CD / DVD をほうとを（セット） 


CD / DVD は、パソコン本体に装備されているドライブにセツトして使用します。 




CD / DVD の操作にあたって 


あらかじめ、附録 □ kb CD や DVD につし)て」、附録日-田使える CD を確認しよう」、 
「付録0■回使える DVD をお認しよう」を確認してください。 
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O CD や DVD を使ラ ードライブー 


ぶろ メモ セットずる目 ij に確認しよつ 

• 傷ついたりちれのひどい CD / DVD の場合は、挿入してから再生び開始されるまで、時間びかかる場 
合びありまず。巧れや傷びひどいと、正常に再生できない場合ちありまず。巧れをふさとってから再生 
して < ださい。 

• CD / DVD の特性や巳 D / DVD への書を込み時の特性によって、読み出せない場合をあります。 

• CD / DVD の種類によっては、取り出すとき Windows び自動的にセッションを閉じてしまう場合びあ 
ります。このとさ、お語のメッセージなどは表示されません。 

よく確認してから CD / DVD をセットしてください。 

この Windows の機能を無効にするには、次のように操作してください。 

① [スタート]ボタン（@)一 [コンピューター]をク U ックする 

② ドライブのアイコンをちク U ックし、表示されたメニューから[プ□パティ]をク U ックする 
ドライブのプ□パティ画面び表示されます。 

③ [書き込み]タブで[共通の設定]ボタンをク U ックする 

④ [共通の設定]画面で[シングルセッションディスクを取り出ずとき]と[マルチセッションディ 
スクを取り出すとき]のチェックをはずし、 [0 K ] ボタンをク U ックずる 


I ドライブに関する表示 _ 

パソコンの電源び入っていて、ドライブび動作しているときは、ディスクトレイ LED び点打し 

〇 

V パソコン本体の電源を入れる 

Windows が起動します。 

イジェクトボタンを押す 


イジェクトボタンを巧した日、ボタンか日指をはなしてください。ディスクトレイび 
少し出てさます（数秒かかることびあります）。 

* 搭載されているドライブによってイジェクトボタンの位置やディスクトレイのお状は異なります。 
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O CD や DVD を使ラ ードラィブー 


ディスクトレイを引さ出す 



CD / DVD をのせるトレイびすべて出るまで、引き出します。 

文字び書いてある面を上にして、 CD/DVD の穴の部分をディ 
レイの中央凸部に合わせ、上か5押さえてセットする 



「カチッ」と音びして、セットされていることを確認してください。 

r カチッ」と音びするまで、ディスクトレイを押し戻す 


■ 




パソ n ンの基本操作を覚えよラ 


ク 

ス 


4 

























O CD や DVD を使ラ ードラィプー 


4 


CD / DVD をほい終わったとき（取り出し） 


パソコン本体の電源び入っているか確認する 

電源び入っていない場合は電源を入れて<ださい。 

イジェクトボタンを押ず 

ディスクトレイびかし出てきます。 

ディスクトレイを引さ出す 

CD / DVD をのせるトレイびすべて出るまで、引き出します。 

中央凸部を押さえなびら、 CD/DVD を上に持ち上げる 



CD / DVD を取り出すときは、もう一方の手でディスクトレイを軽く押さえてください。 
CD / DVD び取り出しにくいときは、中央己部を少し巧して、取り出してください。 




パソ n ンの基本操作を覚えよラ 


心 


















O CD や DVD を使ラ ードラィブー 


CD / DVD び出てこない場合 


電源を切っているとき、または休止状態のときは、イジェクトボタンを押してち CD / DVD は 
出てきません。電源を入れてか日イジェクトボタンを巧し、 CD / DVD を取り出してくださし、。 
なの場合は、電源び入っていてち、イジェクトボタンを巧したあとすぐに CD / DVD は出てき 
ません。 

• 電源を入れた直後 
•ディスクトレイを閉じた直後 
•再超動した直後 

• ドライブ関係の LED び点灯しているとき 
•スリープ状態のとさ 


上記 L ソ外で CD / DVD び出てこなし觸合は、巧のように 
操作してください。 

• Windows 動作中の場合 

CD / DVD を使用しているアプ U ケーシヨンをすべて 
終了してか日、イジエクトボタンを巧してください。 

•パソコン本体の電源が入日ない場合 

電源び入日ない場合は、イジエクトホールを、先の細 
い丈夫なちの（ク U ップを伸ばしたちのなど）で巧し 
てください。 



* 搭載されているドライブによってイ 
ジェクトボタン、イジェクトホール、 
ディスクトレイ LED の位置は異なり 
ます。 


广 

A ま意 


• クリップなどを使ラ場合は、取り扱いに十分注意する 

先端のとびった部分でけびをするおそれびあります。 

V 

J 


5 

DVD - RAM をフォーマツトする 


* DVD スーパーマルチドライブモデルのみ 

新品の DVD - RAM は、使巧する目的に合わせて「フォーマット」という作業び必要です。 
フォーマットとは、 DVD - RAM にデータの管理情報（ファイルシステム）を記録し、 DVD - 
RAM を使えるよラにすることです。 

フオー マツトされていない DVD - RAM は、 フオー マツトしてか日使用してください。 




DVD - RAM のフオーマツトについて 


あらかじめ、 r が綠 DVD - RAM のつォーマットについて I を確認してください。 
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O CD や DVD を使ラ ードラィプー 


ファイルシステム 


DVD - RAM を フォー マットするときにファイルシステムを選択します。 

ファイルシステムは、書さ込むデータの種類や書さ込み後のメディアを使用する機器に応じて 
選択します。また、映像データを書さ込むとさは、書さ込み用のアプ U ケーシヨンによって指 
定されている場合びあります。 

選択できるファイ J レシステムは 「 UDF 2 .已」 「 UDF 2.0]」「 UDF 2.0」「 UDF 1. 已」 「 UDF 1.02」 
「 FAT 32」 です。 

DVD - RAM のセクターの一部に不具合び生じた場合などに、通常のフォーマットとは違う「物 
理フォーマット」を行う場合びあります。通常、購入したばかりなどの DVD - RAM に対しては、 
物理フォーマットを行ラ必要はありません。 

物理フォーマットに対して、通常のフォーマットを「論理フォーマット」と呼びます。 

なお、物理フォーマットを行ったあとには、論理フォーマットび必要となります。 


■■論埋フォーマット 

通常のフオーマット（論理フオーマット）は、 Windows 上で実行できます。 


フォーマット方法については[スタート]ボタン（@) 
して、 「 Windows ヘルプサポーりを参照してください。 


[ヘルプとサポート]をク I 」ック 


物巧フォーマット 

物理フォーマットを行ラには、非常に時間びかかります。 

「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 をインストールしないと本機能は使用できません。 

あ日かじめインストールしてください。 

「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 について 

「本節 □]- メモ - 書き込みできるアプ U ケ - シヨン J 

物理フォーマットする DVD - RAM をセットする 

[スタート]ボタン（@)一 [すべて①プ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
一に0& DVD アプリケーシ ヨン] 一 [ DVD - RAM ユーティリティ] 
をクリックする 

[東芝 DVD - RAM ユーテイ U テイ]画面び表示されます。 


[開夕台]ボタンをクリックする 

じ(降、画面に表示されるメッセージに従ってください。 

物理フォーマツトをしたあとは、論理フォーマツトび必要です。 
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面面を見やず < 調這ずる 


-ディスプレイー 


本製品は表示装置として TFT カラー液晶ディスプレイを内蔵しています。 
ドットは画素数を表します。 

テレビや外部ディスプレイを接続して使用することちできます。 


画面の明るをを調壁する 


本体液晶ディスプレイの明るさ（輝度）を調整します。輝度は「1〜8」の8段階で設定びでさ 
よ9 〇 

□輝度の調整方法 

[™]+® : キーを巧したまま、@キーを巧すたびに本体液晶ディスプレイの輝度び 

1段階ずつ下びります。 

表示される[輝度]のカードとスライダーバーで輝度の状態を確認でさます。 


[ FN \ + \ F 7~] : キーを巧したまま、「厂7|キーを巧すたびに本体液晶ディスプレイの輝度び 

1段階ずつ上びります。 

表示される[輝度]のカードとスライダーバーで輝度の状態を確認でさます。 
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スピーカーの 音量を調壁す る 


スピーカーの音量は、巧の方法で調整でさます。 


切のまたは而^+のキーで調整ずる 


音量をルさくしたいときは Lfa /] + 团キ ー 、大きくしたいときは面/ J + 
团 キーを 押す 

臣を]キーを巧したまま巨]キーを巧すたびに音量びルさくなり、 W キーを巧したま 
まり1キーを巧すたびに音量び大さくなります。 


音量ミキサーから調整する 

[スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をクリックする 

[巧/八ードウェアとサウンド] 一[〇システム音量の調壁]をクリッ 
クする 

[音量 S キサー]画面び表示されます。 

各項目でつまみを上下にドラッグして調壁する 


[ミユート]ボタン（ゎ）をク U ツクすると消音にユート）になります。 


4音量ミキサー-スピーカー(がめ众 XX 々が >0な>0000< か)な） 
デパイス (2) アプリケーシヨン 

C 3 ■巧 

スピーカー システム音 


国 


〇 


か） 


口 


か） 


读示例） 
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〇サウンド 


□音楽/音青を再をするとを 

音量 S キサーの各項目では、なの音量び調整でさます。 


スピーカー 

スピーカーの音量を調整します。 

システム音 

Windows のプ□グラムイベント （ Windows の終了、システム 
エラーなどの動作）で再生されるサウンド設定の音量を調整し 
まず。 


また、使用するアプ U ケーションにより異なる場合びあります。詳しくは、『アプリケーション 
に付属の説明書』を確認してください。 
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いろいろなゾディアカードをほ3 

-ブ U ッジメディアスロットー 


本製品では次のメディアカードをブ U ッジメディアス□ットに差し込んで、データの読み出し 
や書さ込みびでさます。 


SD メモ I 」力ード*1 

(じ(降、 SDHC メモ U 力ード*1、 SDXC メ 
モ U 力ード*1を含みます。） 


• メモ1」ースティック 

• メモ1」ーステイツク PRO 




MemdryBtick 






7ルチメディアカード 



次のメディアカードは、市販のアダプターを装着すると、本製品のブ U ッジメディアス□ット 
でち使用でさます。必ずアダプターを装着した状態でご使用ください。 


min 旧 D メモ I 」力ード*1 

似降、 min 旧 DHC メモ U 力ード* 1 を含み 

ます。） 

SD メモ I 」力ードサイズの min 旧 D メモ I 」 
カー ド用のアダプターを使用し ます。 


microSD メモ I 」力ード*1 

(じ(降、 microSDHC メモ U 力ード*1を含 

みます。） 

SD メモ I 」力ードサイズの microSD メモ 
リカード用のアダプターを使用します。 




命 




*1 着作権保護技術 CPRM に巧応してしほす。 

アダプターの装着や使用方法は、メディアカードの取扱説明書を確認してください。 
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いろいろなメディアカードを使う -ブリッジメディァス□ット- 


1 


メディアカードをほラ前に 




メディアカードの使用にあたって 


あらかじめ、「付録 0-巧 1メディアカードを使う前に」を確認してください。 


新品のメディアカードは、メディアカードの規格に合わせてフォーマットされた状態で販売さ 
れています。 

フォーマットとは、メディアカードにトラック番号やへッド番号などの基本情報を書さ込み、 
メディアカードを使えるよラにすることです。 

フォーマットされていないちのを購入した場合や再フォーマットをする場合は、メディアカー 
ドを使用する機器（デジタルカメラやオーディオプレーヤーなど）で行ってください。 
Windows 上（[コンピューター]画面）で SD メモ U 力ードのフォーマットを行わないでくだ 
さい。デジタルカメラやオーディオプレーヤーなどほかの機器で使用でさなくなる場合びあり 
よ9 〇 

本書では、特に区別して説明する場合を除き 、 SD メモ U 力ード、 min 倍 D メモ U 力ード、 
microSD メモ I 」力ードを rSD メモ I 」力ード」と呼びます。 

使巧できるメディアカードの容量については [dynabook **** (お使いの機種名）シ U - 
ズをお使いのかたへ』を確認してください。 

コンパクトフラッシュメモリカードなどは使用できません。使用する場合は USB 経由で周辺 
機器（デジタルカメラなど）を接続するか、専用のカード U —ダーをご使用ください。 


2 


メディアカードのセツトと取り出し 


ブ u ツジメディアス□ットに関する表巧 


パソコン本体に電源び入っている場合、ブ U ツジメディアス□ツトに挿入したメディアカード 
とデータをやり取りしているときは、ブ U ツジメディア □ LE 日び点灯します。 





操作にあたって 


あらかじめ、「付録 


团 


メディアカードの操作にあたって」を確認してください。 
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いろいろなメディアカードを使う-ブリッジメディアス□ッ I -- 


七ットずる 


メディアカードの表裏を確認し、表を上にして、ブリッジメディアス□ッ 
卜に挿入する 

奥まで挿入します。 




min 旧□メモ U 力ード 、 micraSD メモ U 力ードは 、 SD メモ U 力ードサイズのアダプター 
び必要です。 

アダプターを使用せずに直接巧入すると、取り出せなくなります。 
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いろいろなメディアカードを使う-ブリッジメディァス□ット- 


U 七ットしたメディアカードの巧客を見る 

著作権保護を必要としない画像や音声、テキストなどの一般的なファイルは、巧の手順で見 
ることびでさます。 

*1 SD メモ U 力ード、メモ U - スティックの場合 

H [スタート]ボタン（@)一 [コンピューター ] をク U ックする 

[コンピューター]画面び表示されます。 

メディアカードのアイコンをダブルクリックする 

LU 下の名称は表示の一例です。異なる名称び表示される場合びあります。 



SD メモ I 」カード 


: U ムーバブルディスク、セキュ U テイで保護された記憶 


域デバイス、 SD、SD Card 

メモ U - スティック ： U ムーバブルディスク、 MemoryStick 、 MS/MSPro 

メモ U - スティック PRO : U ムーバブルディスク 、 MemoryStick PRO 、 

MS/MSPro 

マルチメディアカード ： U ムーバブルディスク、 MMC 記憶域デバイス、 MMC 、 

MMC Card 

(表示例） 


セツトしたメディアカードの内容び表示されます。 


ぶ3 メモ 


メディアカードによっては、ブ U ッジメディアス□ットにセットすると、自動的に内容び表示されたり、 
メディアカードに対する操作を選択する画面び表示される場合びあります。遲択画面び表示されたとを 
は、[フォルダーを開いてファイルを表示]を選択してください。 


を呂ぉき生 

SD SD Card (E:) 


因ピクチでに巧してはまに次の扭^を巧う； 
ピクチでのオブシ3ン 


I 国をとじテオの镜みなみ 
I -Wirtdows!' ホ巧 


全巧のオプション- 


3體彌ルを*モ 


を 


ジ乂: r ムのを巧 1 t 
-Windows ReadyBoost ほ用 


コント□-んパネんで目巧巧牛の話な1斤定ちします 


(表示例） 
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いろいろなメディアカードを使う-ブリッジメディアス□ッ I -- 


取り出ず 


メディアカードに保をしているファイルを使巧していたり、ウィンドウを開いたりしていると、 
取り出しびでさません。 

ウィンドウやファイルを閉じてか日、操作を行ってください。 

メディアカードの使用を停止する 

① 通知領域の [ A — ドウエアをま全に取り外してメディアを取り出ず]アイコン （1^) 
をクリックずる 

* 通知領域にアイコンが表示されていない場合は、 g をク U ックしてください。 




1 


-ドウエアをををに取り巧して乂ディアを巧り出ず I 

S g U]] 

カスタマイス... 


② 表示されたメニューか5取り出すメディアカードの項目をクリックする 


③ 「 A - ドウエアの取りがし」のメッセージび表示された5、 X をクリックする 


i 


メディアカードを押す 

カードびかし出てきます。そのまま手で取り出します。 
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Web カタラ巧ほう 


* Web カメラ搭載モデルのみ 

本製品には、 rweb カメラ」び内蔵されています。 

専用のアプ U ケーシヨンを使ラと、インターネット経由で映像を送ったり、ビデオチャットを 
つたりでさます。 





Web カメラについて 


Web カメラに保護シートび貼ってある場合には、 Web カメラを使用する前に、必ず保護シート 
をはびしてください。 

あらかじめ、「付録 n-KB Web カメラについ口をお語してください。 


E 

1 

Web カメラのアプリケーシヨ 

ンにごいて 


本製品には、 Web カメラ用のアプ U ケーシヨンび用意されています。 


—起動方法 

購入時の巧態では、 Windows を起動すると画面左側に Web カメラのアプ U ケーシヨンび隠れ 
ています。カーソルを画面の左隅に向かって動かすと、 r 東芝ウェブカメラアプ U ケーシヨン」 

の起動画面び表示されます。 

アプリケーシヨンを終了させた場合は、なのように操作して起動してください。 

I [スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 

一[ユーテイ U テイ]一[ウェブカメラアプ U ケーシヨン]をク U ック 
する 

「東芝ウェブカメラアプ U ケーシヨン」び起動します。 
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Em Web カメラを使う 


〇写真や動画を撮影ずる 

r 東芝ウェブカメラアプ U ケーシヨン」の起動画面で、[写真/ビデオ] (©) を選択してくだ 
さい。 

カメラ画面び表示されます。 

画面上の各ボタンの概要は、なのよラになっています。 

詳しくは、「東芝ウェブカメラアプ U ケーシヨン」のヘルプを参照してください。 

•左端のボタン 

画面の解像度を設定でさます。 

• [設定]ボタン 

撮影した画像や映像の保を先や、保を形式、映像品質を設定できます。 

• [キャプチャ]ボタン 

画面に映っている画像を、写真として撮影します。 

• [録画]ボタン 

画面に映っている画像を、映像として録画します。 

•ち端の [>] ボタン 

画面ち側に表示できるプレビューの、表示/非表示を切り替えます。 


邏画面を編集ずる 

r 東芝ウェブカメラアプ U ケーシヨン」の起動画面で、[設定] (®) を選択してください。 
設定画面び表示されます。 

各タブの概要は、次のよラになっています。 

• [全般]タブ 

明るさやコントラスト、色調、彩度、鮮明度などを設定でさます。 

• [アドバンスト]タブ 

ズーム機能や撮影時のカメラ制御、フォーカス、フラッシュなどを設定できます。 
詳しくは、「東芝ウェブカメラアプ U ケーシヨン」のヘルプを参照してください。 


E ■画像品質を設定ずる 

r 東芝ウェブカメラアプ U ケーション」の起動画面で、[エフェクト](@)を選択してくだ 
さい。 

フレームやスク U —ンカノ（一を選択でさる、設定画面び表示されます。 

I ヘルプの起動方法 


Q [スタート]ボタン（@)一 [すべて①プ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
一[ユーテイリテイ]一[ウェブカメラアプリケーシヨンヘルプ]をク 
リックする 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 



















国ネツトワークの世界へ 


本製品に搭載されている通信に関する機能を説明しています。 

ネットワークやほかのパソコンと通信する方法について紹介します。 


1ネットワークで広がる巧巧 


已巨 







トワークで広;がる世巧 


会社や家庭でそれぞれ自分専用のパソコンを持っている場合、]つのプ U ンターを共有したい 
ときや、インターネット接続を使いたいときは、ネットワークを使ラと便利です。 


の 


LAN ち続はこんなに便利 


会社や家庭でそれぞれび自分専用のパソコンを持っている場合や、ひとりで複数のパソコンを 
持っている場合など、複数のパソコンびあるときは 、 LAN (Local Area Network ) を使うと 
便利です。 

LAN 機能にはケーブルを使った有線 LAN と、ケーブルを使わない無線 LAN びあります。 



(接続例) 

■有線 LAN 

有線 LAN の機能や LAN ケーブルの接続については、「本節居]ブ□-ドバンドで接続する」を 
参照してください。 

■無線 LAN 

無線 LAN とは、パソコンに LAN ケーブルを接続していない状態でちネットワークに接続でさ 
る、ワイヤレスの LAN 機能のことです。モデムやルーターの位置とは関係なく、無線通信のエ 
U ア内であればあ日ゆる場所か日コンピューターを LAN システムに接続できます。 

無線 LAN ルーターや無線 LAN アクセスポイント（市販）を使用することによって、パソコン 
か日ワイヤレスでネットワーク環境を実現でさます。 

ネットワークに接続したあとに、ファイルの共有の設定や、ネットワークに接続しているプ U 
ンターなどの機器の設定を行う必要びあります。ネットワーク機器の接続先やネットワークの 
詳しい設定については、[スタート]ボタン（曾）一[ヘルプとサポート]をク U ックして、 
[ Windows ヘルプとヴポート」を参照してください。 

ネットワークに接続している機器の設定は、それぞれの取扱説明書を確認してください。 

また、会社や学校で使用する場合は、ネットワーク管理者に確認してください。 
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D ネットワークで広がる世巧 


2 


ブ□ードバンドでち続する 


本製品には、ブ□ー ドバンド接続などに使用する LAN 機能び搭載されています。 

本製品の LAN コネクタにブ□ー ドバンドの回線機器やブ□ー ドバンドルーターなどを LAN 
ケーブルで接続することびでさます。 

また、本製品の LAN 機能は 、 Gigabit Ethernet ( lOOOBASE - T ) 

Eth 乱 net (1 OBASE - T ) 


ファストイーヴネット 

Fast Ethernet 


(1 00日 ASE - TX )、 Eth 乱 net (1 OBASE - T ) に対応しています。 LAN コネクタに LAN ケー 
ブルを接続し、ネットワークに接続することびできます 。 Gigabit Ethernet , Fast Ethernet 、 
Eth 乱 net は、ご使用のネットワーク環境（接続機器、ケーブル、ノイズなど）により、自動 
で切り替わります。 

* 1 Gi 呂 abit Ethernet に対応しているモデルのみ 



LAN ケーブルを接続ずる 




LAN ケーブルの使用にあたって 


あらかじめ、「付録。 • 


有線 LAN について」をお認してください。 


LAN ケーブルをはずしたり差し込むときは、プラグの部 
分を持って行ってください。また、はずすときは、プラ 
グの□ック部を巧しなびらはずして<ださい。ケーブル 
を引っ張らないでください。 


丄 

—□ック部 


5 . 


パソコン本体に接続されているすべての周辺機器の電源を切る 


LAN ケーブルのプラグをパソコン本体の LAN コネクタに差し込む 

□ック部を下にして、「カチッ」と音びするまで差し込んでください。 




ネットワ—クの世界へ 
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D ネットワークで広がる世界 


LAN ケーブルのちう一方①プラグを接続巧のネットワーク機器のコネ 
クタに差し込む 

接続する機器の名称や LU 降の設定はプ□バイダーによって異なります。詳しくは、契 
約しているプ□バイダーにお問い合わせください。 


团 


ワイヤレス（無線） LAN を使ラ 


* お線 LAN モデルのみ 


■■無線 LAN モジユールの確認 

使用しているパソコンに内蔵された無線 LAN モジュールの種類は、 「 Confi 旨 Free 」 を使って確 
認でさます。 

r 本項 I 


I - 役立つ操作集 - Confi 巨 Free 」 


通知領域の [ ConfigFree ] アイコン（里）をクリックする 

* 通知領域にアイコンび表示されていない場合は、 g をク I 」ックしてください。 

表示されたメニューでアダプター名を確認する 

アダプター名び示すモジュールは、それぞれ;欠のよラになります。 

• rintel(R) Centrino(R) Advanced-N 6250 AGNJ の場合 

IEEE 802.1 la ( W 已 2/ VV 已 3/ VV 已己）、 IEEE 802.1 lb . IEEE 802'1] 邑右 、ぶび 
IEEE 802.] ] n に対応したモジュールです。また、 IEEE 802. 1己 e -200 已に準拠 
しています。このモジュールを 、 「Intel a / b / g / n - WiMAX モジュール」と呼びます。 
* このモジュールは、 WiMAX に対応しています。 

•「Realtek(R) RTL8188CE Wireless LAN 802.1 In PCI-E NIC」 の場合 

IEEE 802.1 lb . IEEE 802.1 ] 邑および IEEE 802'1] n に対応したモジュレです。 
このモジュールを、 「 RTL 8188 CE b / 旨 / n モジュール」と呼びます。 

•「Realtek(R) RTL8191SE Wireless LAN 802.1 In PCI-E NIC」 の場合 

IEEE 802.1 lb . IEEE 802.1 ] 邑および IEEE 802'1] n に対応したモジュレです。 
このモジュールを、 rRTL 819 ]SE b / 旨 / n モジュール」と呼びます。 


その他の本製品の無線 LAN モジュールの仕様については、「付録且無線 LAN について」と 
『dynabook * * * * (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を確認してください。 
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D ネットワークで広がる世巧 


巧線 LAN を巧ってみよう 


A 警告 


無線 LAN モジュールび内蔵されている製品をお使いになる場合、む臓ペースメーカーを 
装着している方は、む臓ぺースメーカーの装着部位か5 22 cml ； Lh 離す 

電波によりペースメーカーの動作に影響を与えるおそれびあります。 


飛行機の中や電波の使用び制限されている場所では、ピ A /] +臣却キーを巧して無線通信機能を 
OFF に切り替えて、電波の発信を止めるよラにしてください。 


•あらかじめ、「付録【!-■* *無線 LAN について」をお認してください。 

• 『安むしてお使いいただくために』に、セキユ U テイに関してのを意事項や使用上の注意事項を説 
明していまず。 

無線 LAN を使用する場合は、その記述を読んで、セキュ1」テイの設定を行ってください。 


画+回キーを押して ON に切り替える 

キーを巧したまま@キーを巧すたびに、無線通信機能の0 N /0 FF び切り替わ 
ります。 



ON に切り替わると、ワイヤレスコミュニケーシヨン叫 >)) LED び点灯します。 


無線 LAN の設定方法について 


LU 降の無線の設定方法には、なの2種類びあります。 

•「 ConfigFree 」 を使う 

• Windows 標準機能を使う 

rConfigFreeJ を使って設定する場合は、「本項^画-役立つ操作集- ConfigFree 」 を参照 
してくださし、 

また、 Windows 標準機能を使って設定する場合は、[スタート]ボタン（@)一 [ヘルプと 
サポート]をク U ックして、 「 Windows ヘルプとサポ ー ト」を参照してください。 

無線 LAN を無効にするには、に onfigFree 」 で無線 LAN のデ) (イスを無効にしてください。 
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D ネットワークで広がる世界 


お立つ操作集- 

Confi 邑 Free 

本製品に用意されている「巳 onfigFree 」 を使うと、近隣の無線 LAN デバイスを検出したり、 LAN ケー 
ブルをはずすと自動的に無線 LAN に切り替えるなど、ネットワーク設定に便利な機能び使えます。 
詳しくは、「ファーストユーヴーズガイド」をご覧ください。 

「 Confi 目 Free 」 は、コンピューターの管理者のユーヴーアカウントで使用してください。 

• ファーストユーザーズガイドの起動ち法 

①[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]- [ TOSHIBA ] -に onfi 目 Free ] 一 
に onfi 呂 Free ファーストユーヴーズガイド]をク U ックする 

• に onfigFree 」 の起動方法 

購入時の状態では、 Windows を起動すると通知領挪こ 「 ConfigFree 」 のアイコン（里）び表 
示されています。 

rConfigFreeJ を終了させた場合は、次の手順で起動してください。 

①[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]- [ TOSHIBA ] -に onfi 目 Free ] 一 
に onfi 呂 Free トレイ]をク U ックする 
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D ネットワークで広がる世巧 


E ■セキュリティの設定 

無線 LAN 機能を使用する場合、セキュリティ設定を行うことをおすすめします。 

セキュ U ティの設定を行っていない場合、さまざまな問題び発生する可能性びあります。 

無線 LAN 製品ご使用時におけるセキュ1」ティに関するごを意 
『をむしてお使いいただくために』 

これ日の問題に対応するためには、無線アクセスポイント、無線 LAN カードの双方で通信デー 
夕の暗号化などのセキュ U ティび必要になります。 

本製品には、無線 LAN を使用するにあたっての問題に対応するためのセキュ U ティ機能び用意 
されています。 

なのセキュ U ティ設定を行い、セキュ U ティ機能を有効にして本製品を使用すれば、それ日の 
問題び発生する可能性をほくすることびできます。 

Q [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をクリックする 

0 [等•インターネットへの接続]をクリックー[ワイヤレス]をクリッ 
P ッする 

現在のワイヤレスネットワークへの接続状態び表示されます。 

S 画面ち下の[ワイヤレスネットワーク接続]画面で、接続したいアクセ 
スポイント名をク U ックする 

口 [自動のに接続する]をチェックし、腊続]ボタンをクリックする 

S [ネットワークに接続]画面で必要なネットワークセキュリティ情報を 
入力し、 [0K] ボタンをクリックする 

選択する項目、データ暗号化の方式、ネットワークキーの詳細は、お使いになる無線アクセ 
スポイントの取扱説明書を確認のラえ、正しく設定してください。正しく設定していない場合、 
無線アクセスポイントに接続できない場合びあります。 
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4m 

m 旧巧な s 巧巧って傑巧を应けぶラ 


パソコンでできることをさ5に広げたい。 

そのためには周辺機器を接続して、機能を拡張しましよう。 

本製品に取り付け5れるさまざまな周辺機器の紹介と、よく使ラ周辺 
機器の取り付けかたや各種設定、取り扱いについて説明しています。 


1周辺機器を使う前に . 64 

2 USB 対応機器を使う . 巨已 

3 eSATA 対応機器を使う . 67 

4テレビの接続 . 69 

已が部ディスプレイの接続 . 7已 

巨マイク□ホンやへッドホンを使う . 79 












周巧煤巧をほ 3 巧に 


周辺機器とは、パソコンに接続して使う機器のことで、デバイスともいいます。周辺機器を使 
ラと、パソコンの性能を高めたり、パソコンび持っていない機能を広げることびできます。 
周辺機器には、パソコンのカバーを開けて、パソコンの中に取り付ける内蔵方式のちのと、パ 
ソコン本体の周囲にあるコネクタや端テ、ス□ットにつなぐ外付け方式のちのびあります。 


■ 内蔵方式のもの 

• メモ I 」 


パツテ U - 


■外付けち式のもの 

本製品のインターフェースに合った周辺機器をご利用ください。 

周辺機器によっては、インターフェースなどの規格び異なることびあります。インターフェー 
スとは、機器を接続するとさのケーブルやコネクタや端子、ス□ットの形状などの規格のこと 
です。 

購入される際には、目的に合った機能を持ち、本製品に対応している周辺機器をお還びください。 
周辺機器び本製品に対応しているかどラかについては、その周辺機器のメーカーに確認してく 
ださい。 

コネクタの仕様について「付録0各インターフエースの仕様」 




周辺機器の取り付け/取りはずしにあたって 


あらかじめ、「付録。 • 


周辺機器について」をお語してください。 


本製品で使用でさるおちな周辺機器は、次のとおりです。 

• メモ I 」 

メモ U の増設『取扱説明書 1 章0 メモ U の増設』 

• USB 対応機器 

USB 対応機器「本章 日 USB 対応機器を使ラ」 

• eSATA 対応機器 

eSATA 対応機器「本章 日 eSATA 対応機器を使ラ」 

•テレビ 

テレビの接続「本章ロテレビの接続 J 
•外部ディスプレイ 

が部ディスプレイの接続「本章0外部ディスプレイの接続」 

• マイク□ホン/へツドホン 

マイク□ホン/へッドホンの接続「本章 [3 マイク□ホンやへッドホンを使ラ J 
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周辺機器を使って機能を広げよラ 













2 I USB が応機巧をほ 3 


USB 対応機器は、電源を入れたまま取り付け/取りはずしびできます。 

また、新しい周辺機器を接続すると、システムびドライバーの有無をチェックし、自動的にイ 
ンストールを行ラプラグアンドプレイに対応しています。 

US 日対応機器には;欠のようなちのびあります。 


• USB 対応マウス •1]36巧応プ|」ンター 

• US 日対応スキヤナー • USB フラッシュメモ I 」 など 


本製品の USB コネクタには USB 2.0 対応機器と USB 1.]対応機器を取り付けることびできます。 
US 日対応機器の詳細は、 『 US 日対応機器に付属の説明罰を確認してください。 


USB 対応機器の操作にあたって 

•あらかじめ、「付録 USB 対応機器の操作にあたって」を確認してください。 


■■取り付け 


円 US 己ケーブルのプラグを US 己対応機器に差し込む 

この手順び必要ない機器もあります。 USB 対応機器の詳細は、 『 USB 対応機器に付属 
の説明書』を確認してください。 




周 

辺 

機 

器 

を 

使 

〇 

て 


目ピ 

を 

広 

げ 

ぶ 

ラ 


65 

















且 USB 対応機器を使う 


USB ケーブルのをう一方①プラグをパソコン本体の USB コネクタに 
差し込む 

プラグの向さを確認して差し込んでください。 



取りはずし 


US 己対応機器の使用を停止する 

① 通知領域の [ A — ドウエアを安全に取り外してメディアを取り出す]アイコン （ la ) 
をクリックずる 

* 通知領域にアイコンが表示されていない場合は、0をク U ックしてください。 

この操作を行ってもアイコンが表示されない US 目対応機器は、次の手順は必要ありません。 

手順日 に進んでください。 




1 


八ードウエアをを全に取りかして乂ディアを巧り出す 


■ 南卜 I 


カスタマイス... 


9 


② 表示されたメニューか日取りはずす US 己対応機器の項目をクリックする 

③ 「 A - ドウエアの取り外し」のメッセージが表示された日、と]をクリックする 

パソコン本体と USB 対応機器に差し込んである USB ケーブルを巧く 
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が 








































eS AT A が応機巧をほう 


eSATA 対応機器は、電源を入れたまま取り付け/取りはずしびできます。 

また、新しい周辺機器を接続すると、システムびドライバーの有無をチェックし、自動的にイ 
ンストールを行ラプラグアンドプレイに対応しています。 
eSATA 対応機器には;欠のようなちのびあります。 

• eSATA 対応八ードディスクドライブ など 

eSATA 対応機器の詳細は、 『 eSATA 対応機器に付属の説明書』を確認してください。 




eSATA 対応機器の操作にあたって 


あらかじめ、「付録 eSATA 対応機器の操作にあたって」を確認してください。 


■■取り付け 

本製品の eSATA コネクタは、 USB コネクタを兼ねています。 
「本章0 USB 対応機器を使ラ」 


9 




eSATA ケーブルのプラグを eSATA 対応機器に差し込む 

この手順び必要ない機器もあります。 eSATA 対応機器の詳細は、 『 eSATA 対応機器 
に付属の説明書』を確認してください。 

eSATA ケーブルのもう一方のプラグをパソコン本体の eSATA コネク 
夕に差し込む 

プラグの向さを確認して差し込んでください。 
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Q eSATA 対応機器を使う 


取りはずし 


eSATA 対応機器の使用を停止する 

①通知領域のレドウエアをま全に取りがしてメディアを取り出す]アイコン （ >9 ) 
をクリックずる 

* 通知領域にアイコンが表示されていない場をは、 g をク U ックしてください。 

この操作を行ってもアイコンが表示されない eSATA 対応機器は、次の手順は必要ありません。 
手順日 に進んでください。 


pv - ドウエアをを全に取ごかしてメディアを取り出ず1 


回度 □ 


カスタマイズ… 


②表示されたメニューか5取りはずず eSATA 対応機器の項目をクリックする 


③ 「 A - ドウエアの取り外し」のメッセージが表示された日、 X をクリックずる 


I 


パソコン本体と eSATA 対応機器に差し込んである eSATA ケーブルを 
巧く 
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4 I テレビの巧続 


* HDMI 端子モデルのみ 

本製品とテレビを HDMI ケーブルで接続すると、テレビ画面に Windows のデスクトップ画面 
を表示させることびでさます。 

HDMI 出力端テは、音声ちテレビに出力することびできます。 


■パソコン上で再生中の DVD をテレビに表示する 


「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 での DVD 再生など、パソコンで視聴/再生している映像を、ご 


家庭のテレビにち表示させることびできます。 


パソコン本体と、テレビを接続する 

r 本節田]バソコンに接続する」 



、 广 、 

パソコンの画面をテレビに表示する 

設定をする 


r 本節 巧 1表示を切り替える」 



=1^01テレ If 接続の操作にあたって 

•あらかじめ、「付録 n — ■■"テレビ/外部ディスプレイ接続の操作にあたって」を確認して 
<ださい。 



封メモ 

•本製品の HDMI 出力端子には、テレビの代わりに、 DVI 端テのあるが部ディスプレイを接続して表示 
することちでをます。巿販のケーブルを使用して接続してください。詳しくは、「本章0外部ディス 
プレイの接続」を参照してください。 
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■接続の前に 

テレビを接続するとさは、『テレビに付属の取扱説明書』ちあわせて確認してください。 

HDMI 入力端テびあるテレビを接続できます。 

接続する HDMI ケーブルは、市販のちのを使用してください。 

メモ 

• HDMI ケーブルは、 HDMI ロゴ （ H 口 mi ) の表ホびあるケーブルをご使用ください。 

•テレビへの出力あ式を設定するち法は、「本節居]表示を切り替える」を参照してください。 

• RGB コネクタを備えたテレビへは、外部ディスプレイのよラに RGB ケーブルを使って表示すること 
ちでをます。詳しくは、『テレビに付属の取扱説明書』と、「本章0か部ディスプレイの接続」を参 
照してください。 
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D テレビの接続 


Q [八ソコンにち続する 
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口 HDMI ケーブルのプラグをテレビの HDMI 入力端子に差し込む 
Q テレビの電源を入れる 

B1HDMI ケーブルのもう一方のプラグをパソコン本体の HDMI 出力端子 
■ に差し込む 



^ メモ 


• HDMI 接続で、テレビに映像を映しているとさ、 HDMI ケーブルを抜いたあと、再度 HDMI ケーブルを 
接続する場合は已秒!;(上間隔をあけてください。 


□音青の出力をパソコン本な:のスピーカーか6テレビに切り替える 

HDMI ケーブルで接続したテレビか日音声び出ない場合は、なの設定を行ってください。 

Q [スタート]ボタン （©) 一 [コント□-ルパネル]をクリックする 

f [勺 Ov— ドウエアとサウンド]一[〔>サウンド]をクリックする 

[ヴウン円画面び表示されます。 

f [再生]タブで[インテル （R) ディスプレイ用オーディオ]と説明びあ 
る項目を選択し、[既定値に設定]ボタンをクリックする 

g にのボタンをクリックする 

この設定を行ラと、パソコン本体か日音声び出力されなくなります。テレビを取りはずし、パ 
ソコン本体か日の音声出力に戻す場合は、手順0で[スピーカー]を還択し、[既定値に設定] 
ボタンをク I 」ックしてください。 
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D テレビの接続 


因 


表示を切り替える 


テレビを接続した場合には、次の表示方法びあります。 

表示方法は、表示装置の切り替えを行ラことで変更でさます。 

■ 本体液晶ディスプレイだけに表示/テレビだけに表示 

いずれかの表示装置にのみ、デスク 
トップ画面を表示します。 



OFF 


■ 本体液晶ディスプレイとテレビの同時表示 
•クローン 表示 

2つの表示装置それぞれにデスク 
トツプ画面を表示します。 




拡張表示* 

2つの 表示装置を] つの 大さなデ 
スクトップ画面として使用池張 
表 ttO します。 

* あ張表示は 、 「Extended Desktop 」 
と表示されることびあります。 




テレビに表示するには次の設定を行ってください。設定を行わないと、テレビには表示されま 
せん。 


^ メモ 


• テレビと本体液晶ディスプレイを同時表示させる場合は、同時表示の種類や設定に合った色数/解像度 
で表示されます。 

• 表示を切り替えたとさ、システムによって自動的に解像度び変更される場合びあります。 

本体液晶ディスプレイだけに表示を切り替えると、元の解像度に戻ります。 

•テレビに表示する場合、表示位置や表示幅などび正常に表示されない場合びあります。この場合は、テ 
レビ側で、表示位置や表示幅を設をして<ださい。 

•「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 で使用する表示装置を変更したい場合は、アプリケーシヨンを起動する 
前に表お装置を切り替えて<ださい。 

起動中は、表示装置を切り替えることびでさません。 

• 著作権な護された映像を、 HDMI 端子に接続したテレビや外部ディスプレイに表示したい場合は、テレビや 
外部ディスプレイだけに表示するように設定してください。ク□-ン表示に設定している場合、再生する夕 
イトルや接続の状態によっては映像び表示されません。 
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D テレビの接続 


方法1 - デスクトップ画面で設定ずる 

デスクトップ画面上のウィンドウやアイコンなどび表示されていない場 
所にポインターを移動し、ちクリックする 

メニューび表示されます。 

巧[グラフィックプ□パティ]をクリックする 
円[ディスプレイ]一[マルチディスプレイ]で表示装置を設定する 

「設定方法」に進んで < ださい。 




读示例） 

□設定方ま 

■ 本体液晶ディスプレイ、またはテレビだけに表示 
① [動作モード]で[シングルディスプレイ]を選択する 
⑤ [主ディスプレイ]で次の項目を遺択する 

-本体液晶ディスプレイに表示する場合：[内蔵ディスプレイ] 

-テレビに表示する場合：[デジタルテレビ] 

③ [適用]ボタンをクリックする 

メッセージび表示されます。確認して [0 K ] ボタンをク U ックしてください。 

■ 本体液晶ディスプレイとテレビの同時表示 
① [動作モード]で次のいずれかを選択ずる 

-[ク□—ンディスプレイ]:ク□-ン表示 
-[拡張デスクトップ]:拡張表示 

⑤ [主ディスプレイ]と[吕番目のディスプレイ]を設定ずる 

[内蔵ディスプレイ]は「本体液晶ディスプレイ」、[デジタルテレビ]は「テレビ」 
を术します。 

③ [適用]ボタンをクリックする 

メッセージび表示されます。確認して[□のボタンをク U ックしてください。 
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D テレビの接続 


を曾@@魯赞@ 

* アイコンの一覧です。実際は接続している表示装置に応じて切り替え可能なパターンのみ表示されます。 

上のカードは現在の表示装置を、下のアイコンは切り替え可能なパターンを示しています。 

キーを巧したまま、と白キーを巧すたびに大さなアイコンび移動します。表示する装置び 
大きなアイコンに変わったところで、内のキーをはなすと表示装置び切り替わります。 

アイコンは、左か日;欠の意味を表しています。 

• LCD . 本体液晶ディスプレイだけに表示 

• LCD + CRT . 本体液晶ディスプレイと RGB コネクタに接続の表お 

装置にク□ーン表示 

• CRT . RGB コネクタに接続の表示装置だけに表示 

本体液晶ディスプレイには何ち表示されません。 

• LCD + HDMI . 本体液晶ディスプレイと HDMI 出力端テに接続の表示 

装置にク□ーン表示 

• HDMI . HDMI 出力端テに接続の表示装置だけに表示 

本体液晶ディスプレイには何ち表示されません。 

• HDMI + CRT . HDMI 出力端テと RGB コネクタに接続の表示装置に 

ク□ーン表示 

• LCD+CRT Extended Desktop . 本体液晶ディスプレイと RG 日コネクタに接続の表示 

装置に拡張表示 

本体液晶デイスプレイびまデイスプレイになります。 


73 


因 yj キーを巧したままキーを巧すと、 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 の表示装置を選択する 
画面び表示されます。 


画面は LCD (本体液晶ディスプレイ）に表示 
した場合の力ードです。 



方法2 -画+固キーを使う 

•表示装置を LCD (本体液晶ディスプレイ）に戻す方法 

現在の表示装置び LCD (本体液晶ディスプレイ） L ソ外に設定されている場合、表示装置を 
LCD に戻すことびできます。表示装置を選択する画面び表示されていない状態で、网+间 
キーを3秒 j ツ上巧し続けてください。 

表示装置に何ち表示されず、選択する画面び表示されているか確認でさない場合は、いった 
んキーボードか日指をはなしてから、两の+ キーを3秒じ(上巧し続けてください。 

I 表示装置を選がする 


ディスプレイお 

a/a 
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D テレビの接続 


巧^^^ち I 


國 


(表示例） 


因 yj キーを巧したまま@キーを数回巧しなおし、主ディスプレイと2番目のディスプレイを 
切り替えるアイコンび大きい状態で、を/ VI キーをはなすと、まディスプレイび切り替わります。 
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パソコンか6取りはずす 


テレビとパソコン本体の電源を切った状態で取りはずしてください。 

Q HDMI 出力端子か5ケーブルを巧く 


LCD+HDMI Extended Desktop ...... 本体液晶ディスプレイと HDMI 出力端子に接続の表示 

装置にあ張表示 

本体液晶ディスプレイびまディスプレイになります。 
HDMI + CRT Extended Desktop .... HDMI 出力端テと RG 日コネクタに接続の表示装圏こ 

お張表术 

HDMI 出力端テに接続の表示装置び主ディスプレイに 
なります。 



□化31表示でまディスプレイを切り替える方ま 

現在の表示装置び拡張表示に設定されている場合、をディスプレイと2番目のディスプレイを 
切り替えるアイコンび表示されます。 

* 画面は LCD (本体液晶ディスプレイ）とテレビを接続した場 
合です。 


ディスプレイお 

質/日 

LCD+tIDMI 
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か部デイスプレイの接続 


本製品の;欠のコネクタと外部ディスプレイをケーブルを接続すると、外部ディスプレイに 
Windows のデスクトップ画面を表示させることびできます。 

エイチディーエムアイ 

• HDMI 出力端モ 

• RGB コネクタ 





夕1•部ディスプレイ接続の操作にあたって 


あらかじめ、「付録 □- ■■"テレビ/外部ディスプレイ接続の操作にあたって」を確認して 
<ださい。 


■接続の前に 

外部ディスプレイを接続するとさは、『外部ディスプレイに付属の取扱説明書』ちあわせて確認 
してくださし、 

• HDMI 出力端子で接続ずる場合 

HDMI 端テびある外部ディスプレイまたは DVI 端テびある外部ディスプレイを接続できます。 
日 VI 端テびある外部ディスプレイを接続する場合は、市販の HDMI トー DVI 変換ケーブルを 
ご使用ください。 

DVI 端子に接続した場合、音声を出力することはでさません。また、一部のアプ U ケーシヨ 
ンの映像を出力する場合には HDCP に対応したディスプレイを使用してください。 

• RGB コネクタで接続する場合 

RGB 端テびある外部ディスプレイを接続でさます。 


ぶすメモ 


接続するケーブルは、巿販のをのを使用してください。 

HDMI ケーブルは、 HDMI □ゴ （ H 口 mi ) の表示びあるケーブルをご使用ください。 

使用可能な外部ディスプレイは、本体;'夜晶ディスプレイで設定している解像度により異なります。 
解像度にあった外部ディスプレイを接続してください。 

著作権保護された映像などを外部ディスプレイに表示するためには、 HDCP に対応したが部ディスプ 
レイを接続して < ださい。 
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0 外部ディスプレイの接続 


パソコンにち続する 


■■パソコンに接続ずる 

I HDMI 出力端子に接続する _ 

* HDMI 端子モデルのみ 

ここでは、 DVI 端テびある外部ディスプレイを接続する方法を説明します。 


n HDMI トー DVI 変換ケーブルの DVI プラグをが部ディスプレイの DVI 
Yj 端子に差し込む 

巧か部ディスプレイの電源を入れる 



封メモ 

• HDMI 接続で、外部ディスプレイに映像を映しているとき、 HDMI ケーブルをあいたあと、再度 HDMI 
ケーブルを接続する場合は已秒 W 上間隔をあけてください。 
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0 外部ディスプレイの接続 


外部ディスプレイとパソコン本体の電源を切つた状態で取りはずしてください。 


Windows を終了させてパソコン本体の電源を切る 

電源の切りかた『セットアップガイド』 

外部ディスプレイの電源を切る 
RGB コネクタからケーブルを巧く 
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RGB コネクタに接続する 


外部ディスプレイとノ（ソコン本体の電源を切った状態で接続してください。 

か部ディスプレイ①ケーブルのプラグを RG 己コネクタに差し込む 



g 外部ディスプレイの電源を入れる 
Q パソコン本体の電源を入れる 

上の手順で電源を入れると、パソコン本体は自動的にその外部ディスプレイを認識します。 

パソコンから取りはずず 
I HDMI 出力端子か6取りはずす 


HDMI 端子モデルのみ 

g HDMI 出力端子か5ケーブルを巧く 

I RGB コネクタか6取りはずす 
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0 外部ディスプレイの接続 


g 選表示を切り替える 

外部ディスプレイを接続した場合には;欠の表示方法びあります。 
• 外部ディスプレイだけに表示する 

•外部ディスプレイと本体液晶デイスプレイに同時表示する 


ク□-ン表示 


拡張表术 


• 本体液晶ディスプレイだけに表示する 

表示方法は、テレビに表示する場合の説明を参考にしてください。 

表示方法について「本章口-巧]表示を切り替える」 

I 切り替え方法 _ 

表示装置を切り替える方法は、テレビに表示する場合の方法を参考にしてください。 

表示方法について「本章口-巧]表示を切り替える」 

メモ 

•が部ディスプレイと本体液晶ディスプレイを同時表おさせる場合は、同時表おの種類や設定にあった色 
数/解像度で表示されます。 


K ■表示について 

外部ディスプレイに表示する場合、表示位置や表示幅などび正常に表示されなし觸合びあります。 
この場合は、外部ディスプレイ側で、表示位置や表示幅を設定してください。 
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マイク□ホンやへッドホンをほ3 


本製品には、マイク□ホンやヘッドホンを接続できます。 

マイク□ホンやへッドホンを使うと、音声ソフトや音声を使ったチヤツトを行うことびできます。 


の 


マイク□ホンをほラ 


マイク入力端子には、マイク□ホンを接続でさます。本製品にはサウンド機能び搭載されてい 
よ9 〇 

サウンド機能についてに章0サウンド」 

■■使用でまるマイク□ホン 

本製品で使用でさるマイク □ ホンは次のとおりです。 

1モノラル7イクのみ使用でさます。 

I プラグは直径3.已 mm 3 極ミニジャックタイプび使用できます。 



' 3 極 ミニ 

P \ 

ジャック 


' 2 極 ミニ 

0 ) 

ジャック 


直径3.已 mm 2 極ミニジャックタイプのマイク□ホンでもマイク 
□ホン本体にバッテ U —などを内蔵し、電源供給を必要としな 
いマイク□ホンであれば使用でさます。 


音声認識ソフトとあわせて使用する場合は、各アプ I 」ケーシヨンの取り扱い元び推奨するマイ 
ク□ホンを使用してください。 
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O マイク□ホンやへッドホンを使う 


B 接続ずる 


マイク□ホンのプラグをマイク入力端子に差し込む 



g ■パソコン上で録音ずるとをの音量調整 

接続したマイクか日録音をする際の音量を調節でさます。 


I 設定方法 


8 



旨 


[スタート]ボタン （) 一 [コント □ —ルパネル]をクリックする 
[ぅな/八ードウエアとサウンド]をクリックする 

[BB SmartAudio] をクリックする 

[ SMARTAu 出 0] 画面び表示されます。 

[マイク]のつまみで音量を調節する 
[0K] ボタンをクリックする 


D 取りはずし 


Q マイク入力端子か5マイク□ホンのプラグを巧く 

















O マイク□ホンやへッドホンを使う 


2 


へツドホンをほラ 


へッドホン出力端モにへッドホンを接続すると、音楽や音声を聞くことびできます。 

へ、ジ ドホンのプラグは、直径3.已 mm ステレオミニジャックタイプを使巧してください。 




へツドホンの操作にあたって 


あらかじめ、「付録 n . 


I - へッドホンの操作にあたって」をお語してください。 


本製品にはサウンド機能び搭載されています。 

へッド'ホンの音量は丙の+口 1 キーと两の +W キ- 
してくださし、。 

に章 □ サウンド」 


-、または Windows の音量 S キサーで調節 


接続ずる 

へッドホンのプラグをへッドホン出力端子に差し込む 



a 取りはずし 

0へッドホン出力端子か5へッドホンのプラグを巧く 
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周辺機器を使って機能を広げよラ 





























■ パツテリー駆動で巧う 


パソコンをモバイル使用する際に大事なを在であるバッテリーは、使 
いかたによっては長持ちさせることびでさます。 

ここでは、充電や巧電量の確認などについて説明しています。 


1バッテリーについて . 84 

2省電力の設定をする . 89 







パッテ y - にごいて 


パソコン本体には、バッテ U- パックび取り付け日れています。 

バッテ U —を充電して、バッテ U —駆動 （ AC アダプターを接続しない状態）で使ラことびで 
さます。 

本製品を初めて使用するときは、バッテ U —パックを充電してか日使用してください。 

パ'ッテ U —駆動で使ラ場合は、あ日かじめ AC アダプターを接続してバッテ U —パックの充電 
を完了（フル充電）させるか、フル充電したバッテ U —パックを取り付けてください。 

指定する方法•環境 LU 外でバッテ U —パックを使用した場合には、発熱、発乂、破誤するなど 
の可能性びあり、人身事故につなびりかねない場合びありますので、十分ごを意をお願いします。 
『安むしてお使いいただくために』や『取扱説明書』に、バッテ U —パックを使用するとさの 
重要事項び記述されています。バッテ U —駆動で使ラ場合は、あ日かじめその記述をよく読み、 
必ず指示を巧ってください。 


ッテリー巧電量を確認する 


バッテI」一駆動で使ラ場合、バッテI」一の充電量び減って作業を中断したりしないよラ、バッ 
テリーの充電量を確認しておく必要びあります。 

n システムインジケーターで確認する 

AC アダプターを使用している場合、日 attery 亡コ LED び点灯します。 

广 ^ 


♦1 の □ 0 □ ((が) 



Battery >□ LED は;欠の状態を示してしほす。 


白色 

コ三 ^ I =|=||_ U マ 
凡巧；兀 J 

オレンジ色 

充電中 

オレンジ色の点滅 

充電び必要 

バッテ U— の巧電について「本節巧]バッテリーを充電ずる」 

消灯 

- AC アダプターび接続されていない 
-バッテ1」一び接続されていない 

上記のいずれにち当てはま日ない場合は、バッテ U —異常の可能性びあ 
ります。東芝 PC あんしんヴポートに連絡してください。 
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バッテリ I 駆動で使ラ 


















D バツテ U —について 


D 通知領域の[バッテリー]アイコンで確認ずる^^^ ■ 

通ミ□領域の[パ'ッテリー]アイコン （國） の上にポインターを 一 I 完全に洞されました (100%) I 
置くと、バッテ U —充電量び表示されます。 

[バッテリー]アイコン（固!）をク U ックすると、電源プラン 
などち表示されます。 

1力月 L ソ上の長期にわたり、 AC アダプターを接続したままパソコンを使用してバッテ U - 駆動 
を行わないと、バッテ U —充電量びかしずつ減少します。このよラな状態でバッテ U —充電量 
び減少したときは、日 attery C □に D や[バッテリー]アイコンで充電量の減少び表示されな 
いことびあります。]力月に]度は再充電することを推奨します。 

バッテリー巧電量が減少したとを 

電源び入っている状態でバッテ U —の充電量びかなくなると、巧のよラに警告します。 

• Battery a に D びオレンジ色に点滅する（バッ テ U - の 残量びかないことを示しています） 
•パ'ッテ I 」 一のアラームび 動作する 

「電源オプション」で[プラン設定の変更]^ [詳細な電源設定の変更]をク I 」ックして表 
示される[詳細設定]タブの[バッテリ]^ [バッテ U 低下の通知]や[バッテ U 切れの操作] 
で設定すると、バッテ U —の残量び少なくなったことを通知したり、自動的に対処する動作 
を行います。 

省電力設定（電源オプション）について「本章0省電力の設定をする」 

上記のよラな警告び起こった場合はただちに次のいずれかの方法で対処してください。 

① パソコン本体に AC アダプターを接続し、充電する 

② 電源を切ってか日、フル充電のバッテ U —ノ（ックと取り換える 

購入時は休止状態び設定されています。バッテ U —減少の警告び起こってち何ち対処しなかっ 
た場合、パソコン本体は自動的に休止状態になり、電源を切ります。 

長時間使用しないでバッテ U — び自然に放電しさってしまったとさは、警告音ち鳴日ず、 
Battery Q LED でち放電しさったことを知ることはでさません。長時間使巧しなかったとさ 
は、充電してか日使用してください。 


XXrXX 

XXXX/XX/XX 





バツテリ I 駆動で使う 










D バッテリーについて 


時計用バッテリー 


本製品には、取りはずしびでさるバッテ U —パックのほかに、内蔵時計を動かすための時計用 
バッテ U —び内蔵されています。 

時計用バッテ U —の充電は、 AC アダプターを接続し電源を入れているとさ（電源 ON 時）に行 
われますので、普通に使用しているとさは、あまり意識する必要はありません。ただし、あま 
り充電されていない場合、時計び止まったり、遅れたりすることびあります。 

時計用バッテ U —び切れていると、時間の再設定をラなびす Warning (警告）メッセージび出 
よ9 〇 

■充電完了までの時間 

時計用バッテ U - は電源 ON (Pow 乱と） LED び白色に点灯）の状態にしておくと、約24時 
間で充電び完了します。 

実際には充電完了まで待たなくてち使用でさます。また、充電状態を知ることはでさません。 


2 


ッテリーを巧電する 


充電方法とフル充電になるまでの充電時間について説明します。 

バッテリーを充電するにあたって 




あらかじめ、「付録 n — Bi ■-バッテ U - を充電するにあたって」をお認してください。 


巧電方法 

パソコン本体に AC アダプターを接続し、電源コードのプラグをコンセ 
ントに差し込む 

DC IN ^ LED び白色に点灯して日 attery にコ LED びオレンジ色に点打すると、充 
電び開始されます。 

電源 コー ドのプラグを コン セントに差し込むと、電源の ON/OFF にかかわ日ずフル 
充電になるまで充電されます。 

Battery Q LED び白色になるまで充電する 

バッテ U- の充電中は Ba け ery 亡コ LED びオレンジ色に点灯します。 

DC IN AaED び消灯している場合は、電源び供給されていません。 AC アダプター、 
電源コードの接続を確認してください。 


ぶすメモ 


バソコン本体を長時間ご使用にならないとさは、電源コードの電源プラグをコンセントから抜いてくだ 
さし、。 
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バッテリ I 駆動で使ラ 
























D バツテ U —について 


■充電完了までの時間 

バッテ U -充電時間は、パソコン本体の機器構成や動作状況、また使巧環境によって異なります。 
周囲の温度びほいとさ、バッテ I 」 ー パックの温度び高くなっているとさ、周辺機器を取り付けて 
いるとき、アプ U ケーシヨンを使用しているときは、充電完了まで時間びかかることびあります。 
詳しくは 、 [dynabook **** (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を参照して 
ください。 

■バッテリー駆動時間 

バッテ U —駆動での使用時間は、パソコン本体の機器構成や動作状況、また使用環境によって 
異なります。 

詳しくは 、 [dynabook **** (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を参照して 
ください。 

■バッテリー駆動時の処理速度 

高度な処理を要するソフトウェア （3 D グラフィックス使用など）を使用する場合は、十分な 
性能を発揮するために AC アダプターを接続してご使用ください。 

■使っていないときの充電保持時間 

ノ（ソコン本体を使わないで放置していてち、ノ（ッテ U —充電量はかしずつ減っていさます。バッ 
テリーの保持時間は、放置環境などによって異なります。 

ス U —プを実行した場合、放電しきるまでの時間び非常に短いため、バッテ U —駆動時は休止 
状態、または八イブ I 」ッドス I 」ープにすることをおすすめします。 

八イプ1」ッドス U - プについて『セツトアップガイド』 
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バッテリ I 駆動で使ラ 



D バッテリーについて 


U バッテリーを長持ちさせる 

本製品のノ（ッテ U —をより有効に使ラための工夫を紹介します。 

I バッテリーの機能ほ下を比較的遅くする方法 _ 

なの点に気をつけて使用すると、バッテ U —の機能低下を比較的遅くすることびでさます。 
•パソコンと AC アダプターをコンセントに接続したままの状態で、パソコンを長時間使用し 
ないとさは、 AC アダプターをコンセントか日はずしてください。 

• 1力月 L ソ上の長期間バッテ U - を使わなし觸合は、パソコン本体か日バッテ U - をはずして、 
風通しの良い涼しい場所に保管してください。 

• おもに AC アダプターを接続してパソコンを使用し、バッテ U —パックの電力をほとんど使 
用しないなど、] 00%の残量近辺で充放電をくり返すとバッテ U —の機能低下を早める場合 
びあります。 

• 1力月に]度は、 AC アダプターをはずしてバッテ U - 駆動でパソコンを使用してください。 

I バッテリー巧電量を節約する方法 _ 

バッテ U -を節約して、本製品をバッテ U -駆動で長時間使用するには、巧の方法びあります。 

• こまめに休止状態にする 

「2章0•を]休止状態」 

•入力しないとさは、ディスプレイを閉じておく 

「2章0 ■巧]簡単に電源を切る/パソコンの使用を中断ずる」 

• 省電力の電源プランを設定する 

詳細について r 本章已省電力の設定をする」 

I バッテリーの充電能力を調べる _ 

バッテリーは、消耗品です。バッテ U —を交換する目安を調べることびでさます。 

『取扱説明書2章日バソコンの動作状況を監視し、記録する』 

ES バッテリーパックを f 呆管する 

バッテ U —パックを保管するとさは、巧の説明をお読みください。 

また、『安むしてお使いいただくために』や『取扱説明書』にち、バッテ U - パックを保管する 
とさの重要事項び記述されています。あ日かじめその記述をよく読み、必ず指示を守ってくだ 
さい。 

• 充電状態のバッテ U —を放置しておくとバッテ U —び機能低下し、ちラー度充電したとさの 
容量び減少してしまいます。この機能低下は、保を温度び高いほど早く進みます。 

•パ'ッテ U - パックの電極（金属部分）びショートしないよラに、金属製ネックレス、ヘアピ 
ンなどの金属類とミ屋在しないよラにしてください。 

•落下したり衝撃びかかったりしないよラ安定した場所に保管してください。 



バッテリ I 駆動で使ラ 
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力の設ちをずる 



r 電源オプション」ではパソコンの電源を管理して、電力の消費方法を状況に合わせて変更する 
ことびでさます。 

バッテ U —駆動でパソコンを使用しているとさに、消費電力を減日して長い時間使用するよラ 
に設定したり、電力を使ってパフォーマンスの精度を上げるよラに設定したりでさます。 
これらの電源設定を電源プランといいます。 

r 電源オプション」では、使用環境にあわせて設定された電源プランびあ日かじめ用意されてい 
ますので、使用環境び変化したとさに電源プランを切り替えるだけで、簡単にパソコンの電源 
設定を変更することびできます。 

購入時には、なの電源プランび用意されています。 

•バランス 

必要なとさは電力を使ってパフォーマンスを最大にし、動作させていないとさは電力を節約 
します。 

• eco 

* 東芝 eco ユーティリティ搭載モデルのみ 

東芝の推奨する設定により、消費電力を抑えます。 

「本項 n -役立つ操作集-ま芝 ec □ユーティ U ティ」 

•省電力 

パソコンの動作速度などのパフォーマンスをお下させ、消費電力を抑えます。 

バッテ U -駆動のときにこのプランを使用すると、バッテ U -び通常より長くもちます。 

•高パフォーマンス 

ノ（フォーマンスと応答速度を最大にします。ノ（ッテ U —駆動のときにこのプランを使用する 
と、バッテ U —び通常よりち早く消費されます。 

*1 ■省電力」、「高パフォーマンス」は[追加のプランを表示します]の © をク U ックすると表示されます。 

さ電源プランの設定を変更したり、新しく電源プランを追加することちできます。詳しくは、「電 
源オプション」のヘルプをご覧ください。 
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バッテリ I 駆動で使ラ 





o 省電力の設定をする 


r 電源オプション」を起動後、画面ち上の®)ボタンをクリックする 


1 口 1回 

▼ 


コント□-ルパみ ucc 游索 P 


11 


E 最スにしたり、を力を節约したりできます。プラン 
i 電力設をを変更することでカスタ7イスしてくださ 


f 表示された一覧か5知りたい項目をクリックずる 

該当するページび表示されます。 

- V 3 没立つ操作集- 

東芝 eco ユーティ U ティ 
* まち eco ユーティリティ搭載モデルのみ 

ま芝の推奨する設定により、電源プランやディスプレイの明るさなどを自動的に調節して、消費電力 
を扣]えます。 

詳しくは、「まち eco ユーティ U ティ」のヘルプをご覧ください。 

• 起動ちま 

①[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプログラム] 一 [ TOSHIBA ] ^ [ユーティリティ] 

-► [ eco ユーティリティ]をクリックする 

初回起動時は、[はじめにお読みください]画面び表示されますので、[同意ずる]をチェックし、 
[0 K ] ボタンをク U ックしてください。 

[TOSHIBA ec □ユーティ U ティ]画面び表示されます。 

• ヘルプの起動ちま 

① [ TOSH 旧 A eco ユーティリティ]画面で[ヘルスボタン封甲す 
「 TOSH 旧 A eco ユーテイ U テイ」のヘルプび表示されまず。 
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—起動方法 

Q [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をクリックする 

f [みシステムとセキュリティ] 一 r ぶ電源オプション]をクリック 
する 

「電源オプション」び起動します。 

I ヘルプの起動方法_ 


V_V 

バッテリ I 駆動で堡つ 






























6 章 


■ システム房巧の巧ち 


本製品を使用するときの、システム上のさまざまな環境を設定する方 
法について説明しています。 


1東芝 HW セットアップ . 92 

2パスワードセキュリティ . 93 







n [東芝 Hw セットアップ]画面上で、知りたい項目にポインターを合わ 
P ぉ 

k 項目に対するヘルプび表示されます。 



まま HW セットアップ 


r 東芝 HW セットアップ」を使い、 Windows 上で八ードウエアの設定を変更できます。 

複数のユーヴーで使用する場合ち、設定内容は全ユーヴーで共通になります。 

I 起動方法 _ 

[スタート]ボタン（@)一 [すべて①プ□グラム] 一 [TOSHIBA] 
一[ユーティリティ] 一 [HW セットアップ]をクリックする 

[東芝 HW セットアップ]画面び表示されます。 

きタブで機能を設定し、 [0K] ボタンをクリックする 

[キャンセル]ボタンをク I 」ックした場合は、設定び変更されません。 


ヘルプの 起動方法 



システム環境の変更 









パスワードセキユリテイ 


本製品ではパスワードを設定でさます。パスワードには大さく分けて;欠の3種類びあります。 

• Windows の□グオンパスワード 

. Windows に□グオンするとき 

-パスワード保護の設定をしたスク U —ンセーバーを解除するとさ 

• ユー ザーパスワード、スーパーバイザーパスワード 

-電源を入れたとさや休止状態か日復帰するとさ 

ユーヴーパスワードやスーパーバイヴーパスワードを登録すると、電源を入れたとさなどに 
パスワードの入力び必要になります。 

• HDD パスワード 

八ードディスクを起動するとさ 


メモ 


• スーバーバイヴーパスワードとユーヴーバスワードでは、違ラバスワードを使用してください。 

• パスワードを登録した場合は、忘れたときのためにおずパスワードを控えてください。 

•パスワードを入力するとさは、コード入力や貼り付け（ペースト）などの操作は行わず、キーボードの 
文字キーを押して直接入力してください。 


•パスワードを忘れてしまって、パスワードを削除でをなくなった場合は、使用している機種を確 
認後、ま芝 PC あんしんヴポートに連絡してください。 

パスワードの解除をまち PC あんしんサポートに依頼ずる場合は有料でず。 HDD パスワードを忘 
れてしまった場合は、八ードディスクドライブは永义に使用でさなくなり、交換対応となります。 
この場合を有料です。またどちらの場合も、身分証明書（お客様自身を確認できる物）の巧示び 
必要となりまず。 
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^システム環境の変更 















0 パスワードセキュリティ 


I パスワードとして使用でをる文を 

パスワードに使用できる文字は次のとおりです。 
アルファべッドの大文字とル文字は区別されません。 


使用できる文字 

アルファベット（半角） 

abcdef 呂 hijkimn 日 pqrstuvwxyz 

数字（半角） 

日] 23456789 

記号の一部（半角） 

- = (スペース )など 

使用でさない文字 

. 全角文字 （2 バイト文字） 

-日本語入カシステムの起動び必要な文字 

【例】 漢字、カタカナ、ひ日びな、日本語入カシステムび供給する記号 
など 

-記号の一部（半角） 

【例】； （バーチカルライン） 

¥ (エン）など 


パスワード登録時に警告メッセージび表示された場合は、登録しよラとした文字列に使用でさ 
ない文字び含まれています。この場合、ちラ]度別の文字列を入力し直してください。警告び 
表示されない場合ち、上記「使用でさない文字」に該当する文字は使用しないでください。ま 
た文字列は必ずキーボードか日]文字ずつ直接入力してください。 


ー ザー パスワード 


r 東芝 HW セットアップ」でユーヴーパスワードの設定や設定の変更びでさます。 

ユーヴーパスワードは、 BIOS セットアップの[セキュリティ]メニューでも設定できますび、 
r 東芝 HW セットアップ」で設定することをおすすめします。 

■■ユーザーパスワードの登録 

n [スタート]ボタン（@)一 [すべて①プ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
一[ユーティリティ] 一 [ HW セットアップ]をクリックする 

.'i [東芝 HW セットアップ]画面び表示されます。 

0 [パスワード]タブで[ユーザーパスワード]の[登録]をチェックする 


V 
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B システム環境の変更 



















0 パスワードセキュリティ 


〇ユーザーパスワードの削除 

ユーヴーパスワードを削除するには、次の手順を実行してください。 

V [スタート]ボタン（@)一 [すべて①プ□グラム] 一 [TOSHIBA] 
一[ユーティリティ] 一 [HW セットアップ]をクリックする 

0 [パスワード]タブで[ユーザーパスワード]の[未登録]をチェックする 

パスワードを入力する画面び表示されます。 

[パスワードの入力]にパスワードを入力し、 [0K] ボタンをクリックする 

パスワードび削除されます。 

パスワードの入カエラーの場合は、ちラ]度手順0か日操作を行ってください。 
入カエラーび3回続いた場合は、パスワード削除の操作びでさなくなります。この場 
合は、パソコン本体の電源を入れ直し、もう]度手順 D か日削除の操作を行ってく 
ださい。 

表示されたメッセージの内容を確認し、にのボタンをクリックする 


匯■ユーザーパスワードの変更 

ユーヴーパスワードを変更したい場合は、ユーヴーパスワードを削除してか日、新たに登録し 
てください。 
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[パスワードの入力]にパスワードを入力し、 [0K] ボタンをクリックずる 

パスワードは] 0文字じ(内で入力できます。 

バスワードに使用でさる夕字「本節-バスワードとして使用できる夕字」 

パスワードは「***** (アスタリスク）」で表示されますので画面で確認でさま 
せん。間違えないよラ、気をつけて入力してください。 

パスワードを入力するときは、コード入力や貼り付け（ペースト）などの操作を行わず、 
キーボードの文字キーを巧して直接入力してください。 

[パスワードの確認]に手順0で入力したパスワードををう1度入力 
し、 [0K] ボタンをクリックする 

表示されるメッセージを確認し、 [0K] ボタンをクリックする 

パスワードび登録されます。 


メモ 


パスワードを忘れてしまったとをのために、必ずバスワードを控えてください。 



システム環境の変更 










0 パスワードセキュ u テイ 


スーパーバイザーパスワード 


r スーノ（ーノ（イヴーノ（スワードユーティ U ティ」で、 Windows 上か日スーノ（ーノ（イヴーノ（スワー 
ドの設定や設定の変更びでさます。 

スーパーパ'イヴーパスワードは、 BIOS セットアップの[セキュリティ]メニューでち設定で 
さますび、「スーパーバイヴーパスワードユーティ I 」ティ」で設定することをおすすめします。 

反^ メモ _ 

• スーパーパ'イヴーバスワードとユーヴーパスワードでは、違ラちのを使用してください。 

• バスワードを登録した場合は、忘れたときのためにおずパスワードを控えてください。 

•バスワードを入力するとさは、コード入力や貼り付け（ペースト）などの操作を行わず、キーボードの 
文字キーを巧して直接入力してください。 


n r スーパーバイザーパスワードユーティリティ J の起動方法 

n [スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一[アクセサリ] 
P -[ファイル名を指定して実行]をクリックずる 

0 |'C:¥Program Files¥TOSHIBA¥Utilities¥SVPWUTILexeJ と入 
力する 

Q [0K] ボタンをクリックする 

T ] 詳しくは、 「 README . HTM 」 を参照してください。 

FREADME.HTMJ の起動方法 

Q [スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一[アクセサリ] 
一[ファイル名を指定して実行]をクリックする 

f |'C:¥Program Files¥TOSHIBA¥Utilities¥SVPWTool¥README. 
HTMJ と入力する 

固 [0K] ボタンをクリックする 



システム環境の変更 


% 


















0 パスワードセキュリティ 


[パスワードの入力 


I 電源を入れたとを/化止が態か5復帰するとを _ 

パスワードび設定されている場合、パソコンまたは BIOS セットアップ起動時にパスワード入 
力画面び表示されます。 

この場合は、次の手順を行ってパソコンまたは BIOS セットアップを起動します。 

n 設定したとおりにパスワードを入力し、店画司キーを押す 

NUM LOCK 國 LED は、パスワードを設定したときと同じ状態にしてください。 

_パスワードの入力 S スを3回繰り返した場合は、自動的に電源び切れます。電源を入 
I れ直してください。 


■■パスワードをちれてしまつた場合 

パスワードを忘れてしまった場合は、東芝 PC あんしんヴポートに相談してください。パスワー 
ドの解除を東芝 PC あんしんサポートに依頼する場合は、有料です。またそのとさ、身分証明 
書（お客様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 


【出 HDD パスワ-ド 


* この操作は、「オンラインマニュアル（本書) J を参照しながら実行することはできません。 
必ず本項目のページを印刷してか5実行して < ださい。 

HDD ノ（スワードは、八ードデイスクを保護するセキュ U テイ機能です。 

HDD パスワードの登録、削除、変更などの設定は、 BIOS セットアップで行います。 


mm ミち意事頃 

登録したパスワードの内容は、メモをとるなどして、安全な場所に保管しておくことを強くお 
すすめします。 



•万び一登録したパスワードを忘れた場合、修理•保守対応ではパスワードを解除でをません。こ 
の場合、八ードディスクドライブは永义に使用できなくなり、八ードディスクドライブの交換巧 
応となります。この場合、有料での交換となります。 

八ードディスクドライブび使用でさなくなったことによる、お客様またはその他の個人やお織に 
巧して生じた、いかなる損失に巧しても、当社はいっさい責任を負いません。 

HDD パスワードの設定については、この点を十分にごを意いただいた上でご使用ください。 


























パスワードセキュ u テイ 


HDD パスワードの種類 

HDD パスワードは、 HDD ユーヴーパスワードと HDD マスターパスワードの2つを設定する 
ことび巧能です。 

■ HDD ユーザーパスワード 

各ノ（ソコンの使用ち自身び設定することを想定 した) (スワードです。 

HDD マスターパスワードを削除すると、同時に HDD ユーヴーパスワードち削除されます。 

■ HDD マスターパスワード 

管理ちなどびパソコン本体の環境設定を管理/保守するために設定することを想定したパス 
ワードです。 

HDD マスターノ（スワードは HDD ユーヴーノ（スワードの代わりに使えます 。 HDD ユーヴーパ 
スワードを忘れた場合でち 、 HDD マスターパスワードを入力して八ードディスクドライブに 
アクセスでさます。 

なお、 HDD マスターパスワードのみを登録することはでさません。 

HDD ユーヴーパスワードと HDD マスターパスワードの登録、削除方法は同じです。じ(降は、 
HDD ユーヴーノ（スワードの設定を例に説明しています。 


mm HDD パスワードの登録 

HDD マスターパスワードの項目は、日 IOS セットアップの 「 HDD / SSD パスワードモード」 
が「ューヴー+マスター」の場合のみ表术されます。 

「ューヴー+マスター」の場合は、 HDD マスターパスワードを設定し、続けて HDD ューヴー 
パスワードの設定を行います。 


電源スイッチを押し、製品□ゴ画面び表示されている間に@キーを数 
回押して、己 IOS セットアップを起動する 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうなびすメッセージび表 
示されます。 

パスワードを入力して I ENTER I キーを巧してください。 

[セキュリティ]メニューを表示する 


力ーソルパ’一を 「HDD/SSD パスワードモード]①下にある[ユーザー 
パスワード]① Enter] に合わせ、 面^ キーを押す 

パスワードび入力できる状態になります。 


V 
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B システム環境の変更 




















0 パスワードセキュリティ 


パスワードを入力する 

パスワードは] 0文字じ(内で入力します。 

バスワードに使用でさる夕字「本節-バスワードとして使用できる夕字」 

パスワードは]文字ごとに [*] (アスタリスク）び表示されますので、画面で確認 
でさません。間違えないよラ、気をつけて入力して<ださい。 


R 画画キ—を巧す 

カーソルび[新しいパスワードを確認してください]に移動します。 


も二 


窗 

I 


回 


宜 


パスワードを入力する 

確認のため、手順0と同じパスワードをちラ]度入力してください。 

キーを押す 

パスワードび登録され、 [ HDD / SSD パスワード]に「設定済み」と表示されます。 

2回目のパスワードび]回目のパスワードと異なる場合は 、 [Setup Warning ] 画面 
び表示されます。 | fA /7~ fR | キーを巧して、手順0からやり直してください。 

敝了] メニューで力ーソルパ’一を[変更を保巧して終了する]に合わせ、 
居^^司キーを押す 

確認の画面び表示されます。 

力ーソルパ’一を[はい]に合わせ、胃固キーを押して己 IOS セット 
アップを終了する 

設定した内容び保をされ、 Windows び起動します。 



HDD パスワードの削除 

n 電源スイッチを押し、製品□ゴ画面び表示されている間に@キーを数 
回押して、己 IOS セットアップを起動する 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうなびすメッセージび表 
示されます。 

パスワードを入力して I ENTER] キーを巧してください。 


[セキュリティ]メニューを表示する 


^システム環境の変更 










































0 パスワードセキュリティ 


じ'.' 


力ーソルパ’一を 「HDD/SSD パスワードモード]①下にある[ユーザー 
パスワード]の Enter] に合わせ、 面/7^ キーを巧す 

カーソルび[現在のパスワードを入力して<ださい]に移動し、パスワードび入力で 
きる状態になります。 

登録してあるパスワードを入力する 

入力すると]文字ごとに [*] (アスタリスク）び表示されます。 

キーを押す 

カーソルび[新しいパスワードを確認してください]に移動します。 

入力したパスワードび登録したパスワードと異なる場合は、旧 etup Notice ] 画面び 
表示されます。 [ f/V 巧 /?I キーを巧して、手順0か日やり直してください。 


キーを押す 

ここでは何ち入力しません。カーソルび[新しいパスワードを確認してください]に 
移動します。 

牛一を押す 

ここでは何も入力しません。パスワードび削除され、 [ HDD / SSD パスワー円に「設 
定なし」と表示されます。 

齡了] メニューで力ーソルパ’一を[変更を保巧して終了する]に合わせ、 
IfA/Tt/?] キーを巧す 

確認の画面び表示されます。 


力ーソルパ’一を[はい]に合わせ、 |f/V7~w| キーを押して己 IOS セット 
アップを終了する 

設定した内容び保存され、 Windows び起動します。 

[ HD 日/ SSD パスワードモード]で[ユーヴ ー+ マスター]を還択した場合は 、 HDD 
マスターパスワードの削除を行ラと、同時に HDD ユーヴーパスワードち削除されま 
す。 HDD ユーヴーパスワードのみを削除することはでさません。 



システム環境の変更 











































0 パスワードセキュリティ 


HDD パスワードの変更 


I 電源スイッチを巧し、製品□ゴ画面び表示されている間に@キーを数 
回押して、己 IOS セットアップを起動する 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび表 
示されます。 

パスワードを入力して If/VTTRl キーを巧してください。 

g [セキュリティ]メニューを表示する 

B 力ーソルパ’一を 「HDD/SSD パスワードモード]の下にある[ユーザー 
パスワード]の [ Enter] に合わせ、 面^ キーを巧す 

カーソルび[現在のパスワードを入力して<ださい]に移動し、パスワードび入力で 
きる状態になります。 

Q 登録してあるパスワードを入力する 

入力すると]文字ごとに [*] (アスタリスク）び表示されます。 



臣 A/TtRl キーを押す 

カーソルび[新しいパスワードを確認してください]に移動します。 

手順 D で入力したパスワードび正しくない場合は、手順0か日やり直してくださ 
い。 


新しいパスワードを入力し、色キーを巧す 

パスワードは]文字ごとに [*] (アスタリスク）び表示されますので、画面で確認 
でさません。間違えないよラ、気をつけて入力して<ださい。 

カーソルび[新しいパスワードを確認してください]に移動します。 

手順巧で入力したパスワードをもう1度入力し、 胃可 キーを押す 

新しいパスワードび登録され、 [HDD/SSD パスワード]に「設定済み」と表示されます。 


2回目のパスワードび]回目のパスワードと異なる場合は、 [Setup Warning] 画面 
び表示されます。 |f/V7~fR| キーを巧してください。 

現在のパスワードは削除された状態になるので、「匪 ■ HDD パスワードの登録」で 
パスワードを登録してください。 


































0 パスワードセキュ u テイ 


0隘了] メニユーで力ーソルパ’一を[変更を保をして終了する]に合わせ、 
臣^^司キーを巧す 

ド確認の画面び表示されます。 



力ーソルパ’一を[はしリに合わせ、应/!曲]キーを巧して己 IOS セツトアツ 
プを終了する 

設定した内容び保存され、 Windows び起動します。 


HDD パスワードの入力 

HDD パスワードび設定されている場合、電源を入れるとパスワードの入力をラなびすメッセー 
ジび表示されます。 

この場合は、なのよラにするとパソコン本体び起動します。 



B 設定したとおりに HDD パスワードを入力し、 面 \/7 历 1 キーを巧す 

Numeric 圏 ModeLE □は、パスワードを設定したときと同じ状態にしてください。 
HDD パスワードの入力 S スを 3 回繰り返した場合は、自動的に電源び切れます。電 
源を入れ直してください。 


シ 

之 

環 

境 

の 

変 

要 


封メモ _ 

• ユーヴーパスワードと HDD パスワードの両方を設定してある場合は、ユーヴーパスワードー HDD パ 
スワー ドの順に認証が求められます。ただし、ユーヴーパスワードと HDD パスワードが同一の文字列 
の場含は、ユーヴーパスワードの認証終了穫、 HDD パスワードの認証は省略されます。 
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■ パソコンの動かがおかしいとまは 


パソコンの操作をしていて困ったときに、どうした5良いかを説明し 
ています。 

rdynabook . comJ で情報を調べる方法なども紹介していまず。 
トラブルび起こったときは、あわてずに、この章を読んで、解消方法 
を探してみてください。 


1トラブルを解消ずるまでの流れ 
2 Q&A 集 . 
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11 トラブル巧解消ずるまでの流れ 


お使いのパソコンに起こったトラブルについて、解決方法を見つけていさましよラ。 


トラブルの原因をつき止めよう 


パソコンに起こるトラブルは、その原因びどこにあるかによって解決策び異なります。 
そのために、パソコンの構造をある程度巧っておくことび必要です。 

ここでは、パソコンの構成と、それぞれの構成部分で起こるトラブルの例、その解決方法を紹 
介します。 


■パ ソコンを 構成する3 つの 部分 




ソ 


□ 

ン 

の 



を 



い 

と 

さ 

は 



•アプリケーションソフトウェアとは 

メールやインターネットは、アプ I 」ケーションソフトウェアの機能です 。 Word (文書作成 
ソフト）や Excel (表計算ソフト）、ウイルスチェックソフトもアプ U ケーションソフトウェ 
アの代表的なちのです。それぞれ製造元び異なります。 

•システム、ドライバーとは 

システムは、オペレーティングシステム、 0 S とちいい、パソコンを動かすための基本的な 
働さをします。本製品のシステムは Windows 7です。 

ドライバーは、周辺機器とシステムを連携する役割をします。ドライバーびないと、周辺機 
器は使用できません。代表的なドライバーに、ディスプレイドライバーやサウンドドライ 
バー、マウスドライバーなどびあります。基本的なドライバーはシステムび標準装備してい 
ますび、周辺機器製品に専用のドライバーび付属している場合ちあります。 

•八ードウェアとは 

バッテ U —や AC アダプターはちちろん、画面（ディスプレイ）、キーボード、八ードディス 
ク、 CPU など、パソコン本体を指します。 


パソコンはこれ日の高度な技術の集合体です。トラブルの原因びそれぞれの製造元にしかわか 
日ない場合ち多くあります。トラブルの症状に合わせた対処をすることび解決への早道です。 
トラブルの解みには、最初に原因の切り分けを行います。一般的にはアプ U ケーシヨンソフト 
ウェアーシステム （0 S )、 ドライバ ー- ►パソコン本体の順にチェックします。 
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D トラブルを解消するまでの流れ 


トラブル巧処ま 


トラブルび発生したときの解決手順を紹介します。 


STEP! Q&A を読む 


本書では、トラブルの解決方法を Q & A 形式で説明しています。 

また、『セットアップガイド』などにち Q & A び記載されているので、あわせて読 
んでください。 



本製品には目的別に複数のマニュアルびあります。 
本書 iU 外のマニュアルち読んでください。 


STEP3 サポートのサイトで調べる 


本製品独自のヴポートサイト 「 clynabook . com 」 へ接続すると、各種ヴポート情 
報か日解決方法を探すことびでさます。 

rdynabook . comj では、ご利用のパソコンの「よくあるご質問 FAQ 」、 デバイス 
ドライバーや修正モジュールのダウン□ー ド、ウイルス-セキュ U ティ情報など 
をご覧になれます。 

サポート窓口や修理についてち案内しています。 
dvnabook.com 『ま芝 PC サボートの ご案刚 

それでちトラブルび解消しない場合は、お問い合わせください。 

本製品に用意されているアプ U ケーシヨンのお問い合わせ先は『取扱説明書付録已お問い合 
わせ先』で確認してください。 
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ここに掲載している Q & A 集のほかに、『セットアップガイド』にも Q & A 集びあります。 
目的の項目び見つか日ないときは、『セットアップガイド』ち参照してください。 


D [画面/表示 . 107 


Q しば5く放置した5、画面び真っ暗になった . 107 

Q テレビまたはか部ディスプレイを接続した状態で、 

パソコンをス U - プや休止状態か5復帰したとき、 

本体液晶ディスプレイに何ち表示されない . 107 

Q テレビまたはか部ディスプレイを取りはずしたとさに、 

画面び表示されな < なった . 107 

Q 画面び薄暗く、よく見えない . 108 


2 


Q ポィンターび輪の形をしている間にキーを巧してち反応びない . 108 

Q キーボードか5夕字を入力しているとさに力ーソルびとんでしまラ . 108 
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Q キーボードに飲み物をこぼしてしまった 
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EM \ タツチハツド/マウス . 109 


Q ク IJ ックしてち反応びない . 109 

Q 夕‘ブルク IJ ックびラまくいかないので、速度を変更したい . 109 

Q ポインターの速度を調節したい . 110 

Q レーヴーマウスの反応びおかしい . 110 

Q 光学式マウスの反応びおかしい . 110 


その他 


Q パソコンの近くにあるテレビやラジオの調子びおかしい . 111 
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且日 & A 集 


画面/表术 


しば6<放置した6、画面び真つおになつた 


©► 省電力機能が働いた可能性びあります。 

しばらくタッチパッドやキーボードを操作しないと、画面に表示される内容び見えな 
くなる場合びあります。これは省電力機能び動作したためで、故障ではありません。 
実際には電源び入っていますので、電源スイッチを巧さないで<ださい。 

臣を/^キーを巧す、またはタッチパッドを操作すると表示び復帰します。 

テレビまたは外部ディスプレイを接続している場合、表示び復帰するまでに]0秒前後 
かかることびあります。 


か 表示装置び適切に設定されていない可能性があります。 

因 yj + [^キーを 3 秒しソ上巧し続けてください。表示装置び本体液晶ディスプレイに 
切り替わります。 

詳細について「4 章 Q -[ T |-^9 方法2- @ + @キーを使ラ J 


テレビまたはか部ディスプレイをち続した巧態で、 
Q パソコンをスリープや体止状態か6復帰したとを、 
本体液晶ディスプレイに何も表おされない 


@►テレビまたはが部ディスプレイに、画面表示が切り替わつている可能性があり 
ます。 

テレビまたは外部ディスプレイの電源を入れて確認してください。パソコン画面び表 
示されていた場合は、本体液晶ディスプレイに表示を切り替えてください。 

詳細について「 4 章□■回表示を切り替える」 


^テレビまたはか部ディスプレイを取りはずしたときに、 
W 画面び表示されなくなつた 


@►テレビまたはが部ディスプレイを接続してください。 

テレビまたは外部ディスプレイを主ディスプレイに指定して拡張表示の設定をした場 
合に、ス U —プや休止状態のとさにテレビまたは外部ディスプレイを取りはずすと、 
ス U —プや休止状態から復帰したとさに画面び表示されないことびあります。 

テレビまたは外部デイスプレイの取りはずしは、ス U — プや休止状態のとさに行わな 
いでください。 
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且日 &A 集 




画面び薄暗く、よく見えない 


©►@ +臣司キーを押して、本体液晶ディスプレイ（画面）の輝度を明るくして 
ください*1。 

@ + @キーを巧すと、逆に、本体液晶ディスプレイの輝度は暗くなります。 

*1 この設定は、テレビと外部ディスプレイには反映されません。 

©► 本体液晶ディスプレイの輝度がほく設定されている可能性があります。 

[電源オプション]には、本体液晶ディスプレイの輝度を落として消費電力を節約する 
機能びあります。この機能で画面の明るさレベルを下げると、画面び暗くなります。 
詳しくは、[電源オプション]のヘルプを参照してください。 

巧の手順で設定を変更してください。>1 

① [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をク U ックする 

② [|&システムとセキュ U ティ] 一 ['■;# 電源オプション]をク U ックする 

③ 利用する電源プランを選択し、[プラン設定の変更]をク U ックする 

④ [プランの明るさを調整]を設定する 

[バッテ U 駆動]と[電源に接続]をそれぞれ設定してください。 

⑥[変更の保存]ボタンをク U ックする 

*1 この設定は、テレビと外部ディスプレイには反映されません。 
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—术—卜 


ポインターが輪のおをしている巧にキーを巧してち反応びない 


システムび処理中の可能性びあります。 

ポインターび輪の形（勺）をしている間は、システムび処理をしている状態のため、 
キーボードやタッチパッドなどの操作を受け付けないとさびあります。システムの処 
理び終わるまで待ってか日操作してください。 




ボードか6文さを入力しているとをに力ーソルびとんでしまラ 


©►文字を入力しているときに誤ってタッチパッドに軸れると、力ーソルがとんだ 
り、アクティブウィンドウが切り替わってしまうことがあります。 

次の手順でタッチパッドを無効に切り替えてください。 

① キーを 巧す 

[タッチパッド]のカードび表示されます。 

② 画キー対甲したまま回キーを巧し直し、撫細アイコンび大きい状態で指をは 
なす 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 
















且日 St A 集 


—ボードに巧み物をこぼしてしまつた 


@►飲み物など液体がこぼれて内部に入ると、感電、本体の故障、作成データの消 
失などのおそれがあります。 

ちし、液体びパソコン内部に入ったとさは、ただちに電源を切り、 AC アダプターとバッ 
テ U —パックを取りはずして、東芝 PC あんしんサポートにご相談ください。 


タッチパッド/7ウス 


* マウスは、別売りです。 


クリックしてち反応がない 


システムび処理中の可能性びあります。 

ポインターび輪の形をしている間は、システムび処理をしている状態のため、 
タッチパッド、マウス、キーボードなどの操作を受け付けないとさびあります。シス 
テムの処理び終わるまで待ってか日操作してください。 


マウスが正しく接続されていない可能性があります。 

マウスとパソコン本体び正しく接続されていないと、マウスの操作はでさません。マ 
ウスのプラグを正しく接続してください。 



タッチパッドのみ操作を受け付けない場合、 タッチ!い ドび無効に設定されて 
いる可能性があります。 

次の手順でタッチパッドを有効に切り替えてください。 

①丙の+ (7 引キーを巧す 

[タッチパッド]のカードび表示されます。 

③画キーを巧したまま回キーを巧し直し、苗細アイコンび大きい状態で指をは 
なす 


ダブルクリックがラま<いかないので、速度を巧更したい 


@►次の手順で、ダブルクリックの速度を調節してください。 

① [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をク U ックする 

② [巧 t 八ードウエアとサウン问一[マウス]をク U ックする 
[マウスのプ□パティ]画面び表示されます。 

③ [ボタン]タブで[ダブルク U ックの速さ]のスライダーバーを左ちにドラッグする 

④ [0 K ] ボタンをク I 」ツクする 
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且日 &A 集 




ポインターの速度を調節したい 


次の手順でポインターの速度を変更してください。 

① [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をク U ックする 

② 八ードウエアとサウン问一[マウス]をク U ックする 
[マウスのプ□パティ]画面び表示されます。 

③ [ポインターオプション]タブで[速度]のスライダーパ'-を左ちにドラッグする 

④ [0 K ] ボタンをク I 」ツクする 




レーザーマウスの反応びおかしい 



©► 光の反射げ正しく認識されていない可能性があります。 

反射しにくい素材の上で使ラと正しくセンサーび働かず、ポインターびラまく動さま 
せん。次のよラな場所では動作び不安定になる場合びあります。 

•光ミ尺のある表面（ガラス、鏡など） 

平5な場所でマウスを操作しているか確認してください。 

マウスは、平日な場所で操作してください。マウスの下にゴミなどびある場合は取り 
除いてください。 


化学式マウスの反応びおかしい 


光の反射が正しく認識されていない可能性があります。 

反射しにくい素材の上で使ラと正しくセンサーび働かず、ポインターびラまく動さま 
せん。巧のよラな場所では動作び不安定になる場合びあります。 

•光ミ尺のある表面（ガラス、研磨した金属、ラミネート、光沢紙、プラスチックなど） 
•画像パターンの変化び非常にかない表面（人工大理石、新品のオフィスデスクなど） 
•画像パターンの方向性び強い表面（正目の木材、立体映像の入ったマウスパッドなど) 

明るめの色のマウスパッドや紙など、光の反射を認識しやすい素材を使ったちのの上 
で使用してください。 

光学式マウスに対応したマウスパッドの使用を推奨します。 

光学式マウスに対応していないちのやマウスパッドの模様によっては、正常に動作し 
ない場合びあります。 


平5な場所でマウスを操作しているか確認してください。 

マウスは、平日な場所で操作してください。マウスの下にゴミなどびある場合は取り 
除いてください。 
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D ] その他 


パソコンの近<にあるテレビやラジオの調子びおかしい 


か 次の操作を行ってください。 

•テレビ、ラジオの室内アンテナの方向を変える 

•テレビ、ラジオに対するパソコン本体の方向を変える 

•パソコン本体をテレビ、ラジオか日離す 

•テレビ、ラジオのコンセントとは別のコンセントを使う 

• コンセントと機器の電源プラグとの間に市販のフィルタを入れる 

• 受信機に屋外アンテナを使ラ 

• 平行フィーダを同軸ケースレに替える 










■付窃 

本製品の機能を使用するにあたってのお願いや技術基準適合などにつ 
いて記しています。 


1ご使用にあたつてのお願い . 114 

2記録メディアについて . 122 

3お客様登録の手続き . 127 

4技術基準適合について . 129 

已各インターフエースの仕様 . 13巨 

巨無線 LAN について . 140 

7 Windows XP モードについて . 1已3 












1 I ごほ用におたつてのお願い 


本書で説明している機能をご使用にあたって、知っておいていたださたいことや守っていただ 
さたいことびあります。巧のお願い事項を、本書の各機能の説明とあわせて必ずお読みください。 


urpc 引越ナビ J について 

I 前のパソコンの動作垣境について _ 

•すべてのパソコンでの動作確認は行っておりません。したびって、すべてのパソコンでの動 
作は保証でさません。 

I 操作にあたって _ 

• ri 章 D - 匪 ■ 起動方法」を参照して、を意制限事項を確認してください。 

• こん包プ□グラムび作成するこん包ファイルを分割される場合、分割されるこん包ファイル 
の大きさは、最大 2 GB となります。 

•「 PC 引越ナビ」びこん包ファイルで同時に移行できるファイル数は、最大己已,000ファイル 
です。 

• こん包プ□グラムか日こん包ファイルを作成するには、作成される予定のこん包ファイルの 
大ささの約 2.3 倍の空さ容量び、保を先の装置に必要です。 


パソコン本な:について I 
I タッチパツドの操作にあたつて 


•タッチパッドを強く巧さえたり、ボールペンなどの先の鋭いちのを使わないでください。タッ 
チパッドび故障するおそれびあります。 
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D ご使用にあたってのお願い 


E ■八ードディスクドライブについて 

I 操作にあたって _ 

• Disk 0 LED び点灯中は、パソコン本体を動かしたりしないでください。八ードディスク 
ドライブび故障したり、データび消失するおそれびあります。 

•八ードディスクに保をしているデータや重要な文書などは、万び一故障び起こったり、変化 
/消失した場合に備えて、定期的に CD / DVD や USB フラッシュメモ U などに保をしてお 
いてください。記憶内容の変化/消失など、八ードディスク、 CD / DVD 、 US 日フラッシュ 
メモ U などに保存した内容の損書については、当社はいっさいその責任を負いませんので、 

あ日かじめご了をください。 

•磁石、スピーカー、テレビ、磁気ブレスレットなど磁気を発するちのの近くに置かないでく 
ださい。記憶内容び変化/消失するおそれびあります。 

•パソコン本体を落とす、ぶつけるなど強い衝撃を与えないでください。八ードディスクの磁 
性面に傷び付いて、使えなくなることびあります。磁性面に付いた傷の修理はできません。 


MM CD や DVD にごいて 


I CD/DVD の操作にあたつて _ 

• ディスクトレイ内のレンズおよびその周辺に触れないでください。ドライブの故障の原因に 
なります。 

•ディスクトレイに D び点灯しているときは、イジェクトボタンを巧したり、 C 日/ DVD を 
取り出す操作をしないでください。 CD / DVD び傷ついたり、ドライブび壊れるおそれびあ 
ります。 

•電源び入っているときには、イジェクトホールを巧さないでください。回転中の CD/DVD 
のデータやドライブび壊れるおそれびあります。 

イジェクトホールについてに章巧-团 - CD / DVD が出てこなし嗎合」 

• ドライブのトレイを開けたときに、 CD / DVD び回転している場合には、停止するまで CD 
/ DVD に手を触れないでください。けびのおそれびあります。 

•パソコン本体を持ち運ぶときは、ドライブに CD / DVD び入っていないことを確認してくだ 
さい。入っている場合は取り出してください。 

• CD / DVD をディスクトレイにセツトするときは、無理な力をかけないでください。 

• CD / DVD を正しくディスクトレイにセットしなし^と CD / DVD を傷つけることびあります。 


I DVD-RAM のフオーマツトについて _ 

•フォーマットを行うと、その DVD - RAM に保をされている情報はすべて消去されます。一度 
使用した DVD - RAM をフォーマットする場合はミち意してください。 












D ご使用にあたってのお願い 


^9有線 LAN について 

I LAN ケーブルの使用にあたって _ 

• LAN ケーブルは市販のちのを使用してください。 

• LAN ケーブルをパソコン本体の LAN コネクタに接続した状態で、 LAN ケーブルを引っ張っ 
たり、パソ〕ン本体の移動をしないでください。 LAN コネクタび破損するおそれびあります。 

• LAN インターフエースを使用するとき 、 Gigabit Ethernet り000 BASE - T ) は、エン八 
ンストカテゴ U ( CAT 已 E ) じ(上のケーブルを使用してください。 

Fast 曰 hemet (100 BASE - TX ) カテゴ U 已 （ CAT 已）じ(上のケーブルを使用してく 
ださい。 

Ethernet (:] 0 BASE - T ) は、カテゴ U 3 ( CAT 3) L ソ上のケーブルび使用できます。 


■ a 無線 LAN について 


I 無線 LAN を使用するにあたって 



• 無線 LAN の無線アンテナは、でさるかざり障害物びかなく見通しのさく場所で最ち良好に 
動作します。無線通信の範囲を最大限有効にするには、ディスプレイを開さ、本や分厚い紙 
の束などの障書物でディスプレイを覆わないよラにしてください。 

また、パソコンとの間を金属板で遮へいしたり、無線アンテナの周囲を金属性のケースなど 
で覆わないよラにして < ださい。 

•無線 LAN は無線製品です。各国/地域で適巧される無線規制については、附録0無線 
LAN について」を確認してください。 

•本製品の無線 LAN を使用でさる地域については、「付録巧 - KB 使用でさる国/地域につ 
し、て」を確認してください。 


I 無線 LAN の操作にあたって _ 

• Bluetooth と無線 LAN は同じ無線周波数帯を使用するため、同時に使用すると電波び干渉 
し合い、通信速度の低下やネットワークび切断される場合びあります。接続に支障びある場 
合は、今お使いの日 luetooth 、 無線 LAN のいずれかの使用を中止してください。 

• アドホックネットワーク機能で、設定されているネットワーク名へのネットワーク接続び不 
巧能になる場合びあります。 

この場合、再度ネットワーク接続を可能にするには、同じネットワーク名で接続されていた 
コンピューターすべてに巧して、新たに別のネットワーク名で設定を行ラ必要びあります。 
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D ご使用にあたってのお願い 


B 周辺機器について 

I 周辺機器の取り付け/取りはずしについて _ 

• 取り付け/取りはずしの方法は周辺機器によって違います。4章の各節を読んでか日作業を 
してください。またその際には、巧のことを巧ってください。守日なかった場合、故障する 
おそれびあります。 

. ホットインサーシヨンに対応していない周辺機器を接続する場合は、必ずパソコン本体の 
電源を切ってから作業を行ってください。ホットインサーシヨンとは、電源を入れた状態 
で機器の取り付け/取りはずしを行うことです。 

-適切な温度範囲内、湿度範囲内であってち、結露しないよラに急激な温度変化を与えない 
でください。を場は特にを意してください。 

-ホコ U びかなく、直射日光のあた日ない場所で作業をしてください。 

-極端に温度や湿度の高い/低し觸所では作業しないでください。 

-静電気び発生しやすい環境（乾燥した場所やカーペット敷きの場所など）では作業をしな 
いでください。 

-本書および『取扱説明書』で説明している場所のネジ L ソ外は、取りはずさないでください。 
-作業時に使用するドライバーは、ネジのお、大ささに合ったちのを使用してください。 

-本製品を分解、改造すると、保証やその他のサポートは受け日れません。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続するとさは、コネクタの上下や方向を合わせて 
ください。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続した状態で、接続部分に無理な力を加えないで 
ください。 

I USB 巧応機器の操作にあたつて _ 

• 電源供給を必要とする USB 対応機器を接続する場合は、 US 日対応機器の電源を入れてか日 
パソコン本体に接続してください。 

• USB 対応機器を使巧するには、システム （ OS ) び対応しており、機器巧ドライバーびイン 
ス I -ールされている必要びあります。 

• すべての USB 対応機器の動作確認は行っていません。したびってすべての US 日対応機器の 
動作は保証でさません。 

• USB 対応機器を接続したままス U —プまたは休止状態にすると、復帰後 USB 対応機器び使 
用でさない場合びあります。その場合は、 USB 対応機器を接続し直すか、パソコンを再起 
動してください。 

□取りはずす前に確認しよう 

•取りはずすときは、 US 日対応機器をアプ U ケーシヨンやシステムで使用していないことを 
確認してください。 

• USB フラッシュメモ U や M 0 ドライブなど、記憶装置の USB 対応機器を取りはずす場合は、 
データを消失するおそれびあるため、必ずシステム上で使用停止の手順を行ってください。 









D ご使用にあたってのお願い 


I eSATA 巧応機器の操作にあたって _ 

•ス U -プまたは休止状態でパソコンの eSATA/USB コネクタに eSATA 対応機器を接続し 
ないでください。 eSATA 対応機器を認識でさない場合びあります。 
eSATA 対応機器は、パソコンに電源び入った状態で接続してください。 

I テレビ/外部ディスプレイ接続の操作にあたって _ 

•必ず、 DVD などを再生する前に、表示装置の切り替えを行ってください。再生中は表示装 
置を切り替えないでください。 

•次のよラなとさには、表示装置を切り替えないでください。 

-データの読み出しや書さ込みをしている間 
-通信を行っている間 

• ク□—ン表示にしているときに DVD を再生させると、画像びコマ落ちをすることびありま 
す。この場合は表示解像度を下げるか、ク□ーン表示にせずに]つの表示装置に表示するか、 
あ張表示に設定してください。 

• 拡張表示でテレビまたは外部ディスプレイを主ディスプレイに設定した場合、ス U —プまた 
は休止状態のとさにテレビまたは外部ディスプレイをはずさないでください。ス U —プまた 
は休止状態か日復帰したとさに □ グオン画面び表示されずに、操作びでさなくなることびあ 
ります。 

I ぺッドホンの操作にあたって _ 

•次のよラな場合にはへッドホンを使巧しないでください。雑音び発生する場合びあります。 

-パソコン本体の電源を入れる/切るとさ 
-ヘッドホンの取り付け/取りはずしをするとき 

E ■バッテリ-について 

I バッテリーを充電するにあたって _ 

• ノ（ッテ U - ノ（ックの温度び極端に高いまたはおいと、正常に充電されないことびあります。 
パッテ U - は已〜3已での室温で充電してください。 

社団法人電モ情報技術産業協会の「バッテ U 関連 Q & A 集」にっいて 

http :// it ' jeita ' o 「' jp / pe 「 info / 巳 ommittee / p 仁/ battery/menu ] .htm 


KB Web カメラにごいて 


I Web カメラを使用するにあたって _ 

• Web カメラを太陽に直接向けないでください。 

• Web カメラのレンズ部分に触れたり、強く巧したりしないでください。画質びほ下する原因 
となります。 

レンズ部分び巧れた場合は、眼鏡ふさ（ク U —ナーク□ス）などの柔らかい布でふいてくだ 
さし、。 
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KdCD / DVD にデータのバックアップをとる 
I CD/DVD に書き込む前に _ 

CD / DVD に書き込みを行ラときは、市販のライティングソフトウェアは使用しないでください。 
CD / DVD に書さ込みを行ラとさは、次のを意をよく読んでか日使用してください。 

守らずに使用すると、書さ込みに失敗するおそれびあります。また、ドライブへのショックな 
ど本体異常や、メディアの状態などによっては処理び正常に行えず、書さ込みに失敗すること 
びあります。 

• 書さ込みに失敗した CD / DVD の損書については、当社はいっさいその責任を負いません。 
また、記憶内容の変化-消失など、 CD / DVD に保ちした内容の損書および内容の損失•消 
失により生じる経済的損書といったが生的損書については、当社はいっさいその責任を負い 
ませんので、あ b かじめご了をください。 

• CD / DVD に書さ込むとさには、それぞれの書さ込み速度に対応し、それぞれの規格に準拠 
したメディアを使用してください。また、推奨するメーカーのメディアを使用してください。 

CD/DVD につし、 てに章0 CD や DVD を使う J 

•パ'ッテ U —駆動で使用中に書き込みを行ラと、バッテ U —の消耗などによって書き込みに失 
敗するおそれびあります。必ず AC アダプターを接続してパソコン本体を電源コンセントに 
接続して使巧してください。 

• 書き込みを行うときは、本製品の省電力機能び働かないようにしてください。また、 ス U - プ、 
休止状態、シャットダウンまたは再起動を実行しないでください。 

省電力機能について「已章0省電力の設定をする」 

• 次に示すよラな、ライティングソフトウェアじ(がのソフトウェアは終了させてください。 

-スク I 」 ーンセーバー 
-ウイルスチェックソフト 

-ディスクのアクセスを高速化する常駐型ユーティ U ティ 
-音楽 CD や DVD の再生アプ U ケーション 
. LAN などの通信アプ U ケーション など 

ソフトウェアによっては、動作の不安定やデータの破損の原因となります。 

• SD メモリカード、 USB 接続などの八ードディスクドライブなど、本製品の内蔵八ードディ 
スクじ(外の記憶装置にあるデータを書さ込むとさは、データをいったん本製品の内蔵八ード 
ディスクに保をしてか日書さ込みを行ってください。 

• LAN を経由する場合は、データをいったん本製品の内蔵八ードディスクに保をしてから書さ 
込みを行ってください。 

•「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 は、パケットライトあ式での記録機能は備えていません。 

•「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 を使用して DVD - RAM にデータを書き込むことはできません。 
•本製品に付属している 「 TOSH 旧 A Dis 巳 Creator 」 を使巧して DVD - Video 、 DVD - VR 、 

日 VD - Audio を作成することはできません。 

• 書さ込み可能な DVD をバックアップする場合は、同じ種類の書さ込み可能な DVD メディア 
でないとバックアップできない場合びあります。詳しくは、 「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 の 
ヘルプを参照してください。 

•著作権保護されている DVD - Video を 「 TOSH 旧 A Dis 巳 Creator 」 を使巧してバックアップ 
を作成してち、作成されたメディアで映像を再生することはでさません。 
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•「 TOSH 旧 A Disc creator 」 を使用して CD - ROM 、 CD - R 、 CD - RW か日 DVD - RW 、 

DVD - R 、 DVD + RW 、 DVD + R にバックアップを作成することはできません。 

•「 TOSH 旧 A Dis 巳 Creator 」 をイま巧して DVD - ROM 、 DVD - Video 、 DVD - RW 、 DVD - R 、 
DVD + RW 、 DVD + R か日 CD - R 、 CD - RW へバックアップを作成することはできません。 

•「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 を使用して、ほかのソフトウエアや、家庭用 DVD ビデオレコー 
夕'—でイ乍成した DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD 十 RW 、 DVD 十 R のパ'ツクアップを作成できなし、 
ことびあります。 


I 書を込みを行ラにあたって _ 

•タッチパッドを操作する、ウィンドウを開く、ユーヴーを切り替える、画面の解像度や色数 
の変更など、パソコン本体の操作を行わないでください。 

•パソコン本体に衝撃や振動を与えないでください。 

• 書さ込み中は、周辺機器の取り付け/取りはずしを行わないでください。 

周辺機器について「4章周辺機器を使って機能を広げよう」 

•パソコン本体から携帯電話、およびほかの無線通信装置を離してください。 

•重要なデータについては、書さ込み終了後、必ずデータび正しく書さ込まれたことを確認し 
てください。 

•「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 では、データび正常に書き込まれたことを確認（簡易チェック） 
するよラに設定されています。 

なの手順で確認でさます。 

① [スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] -に D & DVD ア 
プ U ケーシヨン] 一 [Disc Creator ] をク U ックする 

「TOSHIBA Disc Creator 」 の [Startup Menu ] 画面び表示されます。 

② [データ CD / DVD 作成]をク U ックする 

③ メインウインドウで[設定]をク U ックし、[書き込み設定]一[データ CD / DVD 設定] 
をク I 」ツクする 



[データ CD / DVD 設定]画面び表示されます。 

④[データチェック]で[書き込み後にデータをチェックする]びチェックされているか確 
認する 

[簡易チェック]と[詳細チェック]を選択することびできます。 
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ED DVD の再生にあたって 


本項では、 「 DVD 」 と記載している場合、特に書き分けのある場合を除き、日 VD - Video フォー 

マットまたは DVD - VR フォーマットで記録されたディスクを示します。 

•使用する DVD ディスクのタイトルによっては、コマ落ちする場合びあります。 

•家庭用 DVD レコーダーで録画した、フアイナライズされていない DVD はパソコンで再生で 
さない場合びあります。 

• DVD の再生には、 「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 を使用してください 。 [Windows Media 
PlayerJ やその他市販ソフトを使用して DVD を再生すると、表示び乱れたり、再生でさな 
い場合びあります。このようなときは、 「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 を起動し、 DVD を再 
生してください。 

• DVD 再生ソフト 「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 では、 DVD - Video と DVD - VR の再生びで 
きます。 AVCREC および AVCHD フォーマットで書き込まれた DVD、Video CD、Audio 
CD 、 MP 3 の再生はサポートしていません。 

• DVD 再生時は、 AC アダプターの接続をおすすめします。省電力機能び働くと、スムーズな 
再生びできない場合びあります。バッテ U -駆動で再生する場合は電源プランで「高ノ（フォ ー 
マンス」を選択してください。 

• DVD を再生する前に、ほかのアプ U ケーシヨンを終了させてください。また、再生中には 
ほかのアプ U ケーシヨンを起動させたり、不要な操作は行わないでください。 

•「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 の起動中は、ス U - プ、休止状態を実行しないでください。 

•「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 の起動中は、コンピューターの□ック状態に移行する操作 
([^ + E キーまたは臣巧+ @キーを巧す）をしないでください。 

• Re 吕 ion コードは4回まで変更することびできますび、通常は出荷時のままご利巧ください。 
出荷時の状態では、 Region 〕ー ドびに」に設定されておりますので、 Region 〕ー ドび「2」 
または 「 ALU の DVD - Video をご使用ください。 

• テレビまたは外部ディスプレイに表示する場合は、再生する前にあ日かじめ表示装置を切り 
替えてください。 

表示装置の切り替え「4 章ロ テレビの接続」 

• テレビまたはが部ディスプレイ側の解像度や U フレッシュレートび高い場合、 DVD 再生画 
像び正常に表示されないことびあります。その際はいったん再生を終了し、テレビまたは外 
部ディスプレイ側の解像度、 U フレッシュレートや色数を下げてご使用ください。 


その他のを意については、 「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 のヘルプに記載しています。 

「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 のヘルプの起動は、[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ 
□グラム] 一 [TOSHIBA DVD PLAYER ] 一 [TOSH 旧 A DVD PLAYER へ J レプ]をクリツ 
クしてください。 







2 I 記録タディアについて 


記録メディアを使う前に、なの内容をよく読んでください。 


1 


ほえる CD を巧認しよ 


I CD - RW 、 CD - R について/ CD - RW 、 CD - R の使用巧奨メーカー 



• CD - RW 、 CD - R に書き込む際には、なのメーカーのメディアを使巧することを推奨します。 
CD-RW (マルチスピード、 High - Speed ) :;菱化学メディア（株） 

CD-RW (Ultra Speed ) :;菱化学メディア（株） 

CD-R :太陽誘電册)、；菱化学メディア册)、日立マクセル（株） 

これらのメーカーじ(外のメディアを使用すると、ラまく書さ込みびでさない場合びあります。 
•書き込み速度は、使用するメディアによって異なります。 

マルチスピード CD-RW メディア：最大4倍速 
High Speed CD - RW メディア：最大] 0倍速 
Ultra Speed CD - RW メディア：最大24倍速 

(Ultra Speed + CD - RW メディアは使用できません。使巧した場合、データは保証できません。） 
CD - R メディア ：最大24倍速 

撮大の倍速で書き込むためには書き込み速度に対応した CD-R メディアを使用してください。） 

• CD - R に書き込んだデータの消去はできません。 

• CD - RW メディアは書き換え可能なメディアですび、 「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 で書き込 
んだファイルを変更したり、削除したりすることはできません。 

ファイルの変更•削除び必要な場合は、まず CD-RW メディアの消去を行い、改めて必要な 
ファイルだけを書さ込んで<ださい。 

• CD - RW の消去されたデータを復元することはできません。消去の際は、メディアの内容を 
十分に確認してか日行ってください。 

•書さ込み可能なドライブび複数台接続されている際には、書さ込み-消去するメディアを 
セットしたドライブを間違えないよラ十分にを意してください。 

•八ードディスクに不良セクターびあると書さ込みに失敗するおそれびあります。定期的に 
「エラーチェック」でクラスターのチェックを行うことをおすすめします。 

• ドライブの構造上、メディアの傷、巧れ、ホコリ、チ U などにより読み出し/書さ込みびで 
さなくなる場合びあります。データなどを書さ込む際は、メディアの状態をよくご確認くだ 


さし、 
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2 


ほえる DVD を確認しよ 



■ DVD - RAM の種類 

DVD - RAM にはいくつかの種類びあります。本製品のドライブで使用できる DVD - RAM は次 
のとおりです。 

カート U ッジタイプのメディアは、カート U ッジか日取り出してドライブにセットしてくださ 
い。両面ディスクで、読み出し/書さ込みする面を変更するとさは、一度ドライブか日メディ 
アを取り出し、裏返してセットし直してください。 


〇 : 

ま用でさる X :使用でさない 

DVD - RAM の種類 

本製品の対応 

カート U ツジなし 

〇 

カート U ツジタイプ（取り出し不可） 

X 

カート U ツジタイプ（取り出し可能）*2 

〇 


* 1一部の家庭用 DVD ビデオレコーダーでは再生できない場合びあります。 
*22.己6巨、己. 2GB のディスクは使用できません。 


I DVD について / DVD の使用巧奨メーカー _ 

• DVD - RAM . DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD 十 RW 、 DVD 十 R に書さ込む際には、次のメーカー 
のメディアを使用することを推奨します。 

書き込み速度は、使用するメディアによって異なります。 

これらのメーカーじ(外のメディアを使用すると、ラまく書さ込みびでさない場合びあります。 


メディア 

書き & み 
/書さ換え速度 

巧奨 メーカー 

DVD-R 

4倍速 

最大4倍速 

=菱化学メディア（株） 

8倍速、 ] 己倍速 

最大8倍速 

太陽誘電（株)、曰立マクセル（株)、 

=菱化学メディア（株） 

DVD-R DL 

4倍速 

最大4倍速 

=菱化学メディア（株） 

8倍速 

最大6倍速 

=菱化学メディア（株） 

DVD 十 R 

8倍速、 ] 己倍速 

最大8倍速 

太陽誘電（株)、吉菱化学メディア（株） 

DVD+R DL 

2.4 倍速 

最大 2.4 倍速 

=菱化学メディア（株） 

8倍速 

最大6倍速 

=菱化学メディア（株） 

DVD-RW 

4倍速 

最大4倍速 

日本ビクター（株)、吉菱化学メディア（株） 

己倍速 

最大6倍速 

日本ビクター（株)、吉菱化学メディア（株） 

DVD+RW 

4倍速 

最大4倍速 

=菱化学メディア（株） 

8倍速 

最大8倍速 

=菱化学メディア（株） 

DVD-RAM 

3倍速 

最大3倍速 

日立マクセル（株)、パナソニック（株） 

已倍速 

最大5倍速 

日立マクセル（株)、パナソニック（株） 


これらより速い書さ込み倍速に対応したメディアを使巧することはでさません。 
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• DVD - R 、 DVD + R に書さ込んだデータの消去はでさません。 

• DVD - RW 、 DVD+RW メディアは書き換え巧能なメディアですび、 「 TOSH 旧 A Disc 
Creator 」 で書き込んだファイルを変更したり、削除したりすることはできません。 
ファイルの変更.削除び必要な場合は、まず DVD - RW 、 DVD + RW メディアの消去を行い、 
改めて必要なファイルだけを書さ込んで < ださい。 

• DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD + RW の消去されたデータを復元することはできません。消 
去の際は、メディアの内容を十分に確認してか日行ってください。 

•書さ込み可能なドライブび複数台接続されているとさには、書さ込み-消去するメディアを 
セットしたドライブを間違えないよラ十分にを意してください。 

• DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD + RW , DVD 十 R への書さ込みでは、フアイ J レの管 
理領域などち必要になるため、メディアに記載された容量分のデータを書さ込めない場合び 
あります。 

• DVD - RW 、 DVD - R への書き込みでは、 DVD の規格に準拠するため、書き込むデータのサ 
イズび約] GB に満たない場合にはダミーのデータを加えて、最ル] GB のデータに編集して 
書さ込みます。 

このため、実際に書さ込ちラとしたデータびかないにちかかわ日ず、書さ込み完了までに時 
間びかかることびあります。 

•八ードディスクに不良セクターびあると書さ込みに失敗するおそれびあります。定期的に「エ 
ラーチェック」でクラスターのチェックを行うことをおすすめします。 

• ドライブの構造上、メディアの傷、巧れ、ホコリ、チ U などにより読み出し/書さ込みびで 
さなくなる場合びあります。データなどを書さ込むとさは、メディアの状態をよくご確認く 
ださい。 

• DVD - RAM をドライブにセットしたとき、システムび DVD - RAM を認識するまでに多か時 
間びかかります。 

メモ 

• DVD - R は、 DVD-R for General Ve 「2 .日規格に準拠したディアを使用してください。 

• DVD - RW は、 DVD-RW Verl . l または Verl .2 規格に準拠した:>< ディアを使用してください。 

• DVD - RAM は、 DVD-RAM Ver 2.0、 Ver 2.1、 Ver 2.2 規格に準拠したディアを使用してくださし、 
•市販の DVD - R には業務用ディア（わ「 Authoring ) と一般用ディア （for General ) があります。 

業務用 X ディアはパソコンのドライブでは書を込みすることがでさません。 

一般用 X ディア （for General ) を使用してください。 

•市販の DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD + RW 、 DVD+R には 「for Data 」 と 「for Video 」 の 
2 種類があります。映像を保存する場合や家庭用 DVD ビデオレコーダーとの互換性を重視ずる場合は 
[for Video ] を使用してください。 

•作成した DVD は、一部の家庭用 DVD ビデオレコーダーやパソコンでは再生でをないことちあります。 







0 記録メディアについて 


gj [メディアカードをほう前に 


■■メディアカードの操作にあたって 

•ブリッジメディア □ LED び点灯中は、電源を切ったり、メディアカードを取り出したり、 
パソコン本体を動かしたりしないでください。データやメディアカードび壊れるおそれびあ 
ります。 

• メディアカードは無理な力を加えず、静かに挿入してください。正しくセットされていない 
場合、パソコンの動作び不安定になったり、メディアカードび壊れるおそれびあります。 

•スリープ中は、メディアカードを取り出さないでください。データび消失するおそれびあり 
9 〇 

•メディアカードのコネクタ部分（金色の部分）には触れないでください。静電気で壊れるお 
それびあります。 

• メディアカードを取り出す場合は、必ずシステム上で使用停止の手順を行ってください 。デー 
夕び消失したり、メディアカードび壊れるおそれびあります。 

•パソコン本体を持ち運ぶときは、必ずブ U ッジメディアス□ットか日メディアカードを取り 
出してください。ブ U ッジメディアス□ットやメディアカードび破損するおそれびあります。 


OSD メモリカードを使う前に 


•ブリツジメディアス□ツトに min 旧 D メモ U 力ードをセツトするときは、必ず SD メモ U 力一 
ドサイズの min 旧 D メモ U カード用のアダプターを装着した状態で行ってください。 
microSD メモ U 力ードをセツトするときは、必ず SD メモ U 力ードサイズの microSD メモ 
リカード用のアダプターを装着した状態で行ってください。 min 旧 D メモリカードサイズの 
microSD メモ U 力ード用のアダプターは使用できません。 

• ブ U ツジメディアス□ツトか日 min 倍 D メモリカード/ microSD メモ U 力ードを取りはず 
すときは、必ず min 旧 D メモ U 力ードまたは microSD メモリカード用のアダプターに装着 
したままの状態で行ってください。 

•すべての SD メモ U 力ードの動作確認は行っていません。したびって、すべての SD メモ U 



カードの動作保証はでさません。 


• SD メモ U 力ードは、 SDMI の取り決めに従って、デジタル音楽データの不正なコピーや再 
生を防ぐための著作権保護技術を搭載しています。 

そのため、ほかのノ（ソコンなどで取り込んだデータび著作権保護されている場合は、本製品 
で〕ピ ー 、再生することはできません。 SDMI とは Secure Digital Music Initiative の略で、 
デジタル音楽データの著作権を守るための技術仕様をみめるための団体のことです。 

• 著作権保護技術 CPRM を使用するには、著作権保護技術 CPRM に対応しているアプ U ケー 
シヨンび必要です。 

•あなたび記録したちのは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利ちに無断で使 
用でさません。 

• SD メモ U 力ードは、デジタル音楽データの不正なコピーや再生を防ぐ SDMI に準拠したデー 
夕を取り扱ラことびでさます。メモ U の一部を管理データ領域として使用するため、使用で 
さるメモ U 容量は表示の容量よりかなくなっています。 
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0 記録メディアについて 


匪■メモリースティックを使う前に 

•本製品は、メモ U - スティックデュオ/メモ U - スティック PRO デュオには対応していま 
せん。 

•本製品は、著作権保護技術 MagicGate には対応していません。本製品では、著作権保護を 
必要としないデータの読み出し/書さ込みのみでさます。 

•すべてのメモ U - スティックの動作確認は行っていません。したびって、すべてのメモ U - 
スティックの動作は保証でさません。 

• メモ U - スティックの詳しい使いかたなどについては『メモ U - スティックに付属の説明書』 
を確認してください。 


■■マルチメディアカードを使う前に 

•すべてのマルチメディアカードの動作確認は行っていません。したびって、すべてのマルチ 
メディアカードの動作は保証でさません。 

• マルチメディアカードの詳しい使いかたなどについては『マルチメディアカードに付属の説 
明書』を確認してください。 


Q [記録メディアの廃棄-譲渡について 



記録メディア （ CD 、 DVD 、 USB フラッシュメモ U、SD メモ U 力ードなど）を廃棄-譲ミ度す 
る際には、書き込まれたデータび流出しないよラ、適切な方法で消去することをおすすめします。 
初期化、削除、消去などの操作などを行ってち、データの復元ツールで再生でさる場合ちあり 
ますので、十分ご確認ください。 

データ消去のための専用ソフトや、メディア専用のシュレッダーち販売されています。 
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3 I おさな登録の手続を 


パソコンやアプ U ケーシヨンを使用するとさは、自分び製品の正規の使巧ち（ユーヴー）であ 
ることを製品の製造元へ連絡します。これを「お客様登録」または「ユーヴー登録」といいます。 
お客様登録は、パソコン本体、使用するアプ I 」ケーシヨンごとに行い、方法はそれぞれ異なります。 
お客様登録を行わなくてち、パソコンやアプ U ケーシヨンを使用でさますび、お問い合わせを 
いただくとさにお客様番号（「ユーヴーの」など、名称は製品によって異なります）び必要な 
場合や、お客様登録をしているかたへは製品に関する大切な情報をお届けする場合びあります 
ので、使い始めるとさに済ませておくことをおすすめします。 


まち ID ( TID ) お客様登録のおすすめ 


東芝では、お客様へのサービス•サポートのご提供の充実をはかるために東芝の （ TID ) のご 
登録をおすすめしております。 

サービス内容は、『東芝 PC サポートのご案内』を確認してください。 

詳しくは、次のアドレス「東芝の （ TID ) とは？」をご覧ください。 
https://「oom ] 048. jp / onetoone / info / about _ ticl.htnn 

I 登録方法 _ 

お客様の環境に応じて、登録方法を還択でさます。 

■方法！-[ま芝お客様登録]アイコンからのご登録方法 

インターネットに接続後、登録用のホームページに簡単にアクセスでさます。 

■方法2 -インターネットからのご登録ち法 

インターネットに接続後、 URL を入力して登録用のホームページにアクセスしていたださます。 
登録用ホームぺージ： http://rooml 048 .jp 


商品の追加登録は「方法1」または「方法2」で行います。 
ここでは、「方法]」を紹介します。 









Q お客様登録の手続さ 


mm [まミお客様登録]アイコンからのご登録方法 

インターネット接続の設定やインターネットプ□バイダーとの契約をしてある場合に、[東芝お 
客様登録]アイコンか日 TID 登録を行ラ方法を説明します。インターネットに接続しているあ 
いだの通信料金やプ□バイダー使用料などの費用はお客様負担となりますので、あ日かじめご 
了承ください。 

封メモ 

• インスI-―ルしているウイルスチェックソフトの設をによって、インターネット接続を確認する画面び 
表示される場合びあります。インターネット接続を許可ずる項目を選択し、操作を進めてください。 
•初めて 「Internet Explorer」 を起動したときは、 fiGoogleJ の設定画面び表ホされる場合びあります。 
画面に従って操作してください。 



デスクトップ上の[東芝お客様登録]アイコン（@)を夕'ブルクリッ 
クする 

[「お客様登録」のお願い]画面び表示されます。 

L ソ降は、画面の指示に従って操作してください。 












4 I 巧術甚準適をにごいて 


■瞬時電圧低下について 


この装置は、社団法人電モ情報技術産業協会の定めたパーソナルコンピューターの瞬時 
電圧低下対策のガイドラインを満足しております。しかし、ガイドラインの基準を上回る 
瞬時電圧低下に巧しては、不都合を生じることびあります。 


■高調波対策について 

JIS C 61000-3-2 適合品 

本装置は、高調波電流規格 JIS C 61000-3-2 に適合しています。 


■電波障害自主規制について 


この装置は、クラス日情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的と 
していますび、この装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障 
害を引き起こすことびあります。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをして下さい。 


VCCI - 己 


「7 章 已 - 因 ] -Q バソコンの近くにあるテレビやラジオの調モがおかしい J 


■ FFCC information 」 について 

FCC notice "Declaration of Conformity Information " 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, 
pursuant to Part 15 of the FCC rules. These limits are designed to provide reasonable protection 
against harmful interference in a residential installation. This equipment generates, uses and can 
radiate radio frequency energy and, if not installed and used in accordance with the instructions, 
it may cause harmful interference to radio communications. However, there is no guarantee 
that interference will not occur in a particular installation. If this equipment does cause harmful 
interference to radio or television reception, which can be determined by turning the equipment 
off and on, the user is encouraged to try to correct the interference by one or more of the 
following measures: 

• Reorient or relocate the receiving antenna. 

• Increase the separation between the equipment and receiver. 

• Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which the receiver is 
connected. 

• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 








D 技術基準適合について 


WARNING : Only peripherals complying with the FCC rules class B limits may be attached to 
this equipment. Operation with non-compliant peripherals or peripherals not recommended by 
TOSHIBA is Likely to result in interference to radio and TV reception. Shielded cables must be 
used between the external devices and the computer's external monitor ports，Universal Serial 
Bus(USB 2.0)ports, eSATA/USB combo port and microphone jack. Changes or modifications 
made to this equipment ， not expressly approved by TOSHIBA or parties authorized by TOSHIBA 
could void the user’s authority to operate the equipment. 

FCC conditions 

This device complies with Part 15 of the tCC Rules. 

Operation is subject to the following two conditions: 

1. This device may not cause harmful interference. 

2. This device must accept any interference received, including interference that may cause 
undesired operation. 

Contact 

Address : TOSHIBA America Information Systems, Inc. 

9740 Irvine Boulevard 
Irvine, California 92618-1697 
Telephone : (949) 583-3000 

■ EU Declaration of Conformity について 


This product is carrying the CE-Mark in accordance with the related European Directives. 
Responsible for CE-Marking is TOSHIBA Europe GmbH, Hammfelddamm 8, 41460 Neuss, 
Germany. The complete and official EU Declaration of Conformity can be found on TOSHIBA，s 
web site 

http://epps.toshiba-teg.com on the Internet. 





D 技術基準適合について 


CE compliance 

This product is labelled with the 〔じ Mark in accordance with the related じ uropean Directives, 
notably Electromagnetic Compatibility Directive 2004/108/EC for the notebook and the 
electronic accessories including the supplied power adapter, the Radio Equipment and 
Telecommunications Terminal Equipment Directive 1999/5/EC in case of implemented 
telecommunication accessories and the Low Voltage Directive 2006/95/EC for the supplied 
power adapter. Furthermore the product complies with the Ecodesign Directive 2009/125/EC 
(ErP) and its related implementing measures. 

This product and the original options are designed to observe the related EMC (Electromagnetic 
Compatibility) and safety standards. However, TOSHIBA cannot guarantee that this product still 
observes these EMC standards if options or cables not produced by TOSHIBA are connected or 
implemented. In this case the persons who have connected/implemented those options/cables 
have to provide assurance that the system (PC plus options/cables) still fulfils the required 
standards. To avoid general EMC problems, the following guidance should be noted: 

■ Only CE marked options should be connected/implemented 

■ Only best shielded cables should be connected 

Working environment 

This product was designed to fulfil the EMC (Electromagnetic Compatibility) requirements to 
be observed for so-called "Residential, commercial and light industry environments". TOSHIBA 
do not approve the use of this product i 打 working environments other than the above mentioned 
"Residential, commercial and light industry environments". 

For example, the following environments are not approved: 

■ Industrial Environments (e.g. environments where a mains voltage of 380 V three-phase is 
used) 

■ Medical Environments 

■ Automotive Environments 

■ Aircraft Environments 

Any consequences resulting from the use of this product in working environments that are not 
approved are not the responsibility of TOSHIBA. 

The consequences of the use of this product in 打 o 打 - approved working environments may be: 

■ Interference with other devices or machines in the near surrounding area. 

■ Malfunction of, or data loss from, this product caused by disturbances generated by other 
devices or machines in the near surrounding area. 

Therefore TOSHIBA strongly recommend that the electromagnetic compatibility of this product 
should be suitably tested in all 打 on-approved working environments before use. In the case of 
automobiles or aircraft, the manufacturer or airline respectively should be asked for permission 
before use of this product. 

Furthermore, for general safety reasons, the use of this product in environments with explosive 
atmospheres is not permitted. 





D 技術基準適合について 


HITACHI LG DVD スーパーマルチ ドライブ GT 30 N 
(DVD スーパーマルチ ドライブ DVD ±R 2層式メディア対応) 
ま全にお使いいただくために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 

また、お読みになったあとは、必ず保管してください。 


A 注局 

1. 本装置はレーヴーシステムを使用しています。 

本装置の定格銘板には、ち記の表示びされてい 
ます。 

本装置はヨー□ッパ共通のレーヴー規格 
EN 巨082已 -1 で"クラス1レーヴー機器"に 
分類されています。 

レーザー光を直接被爆することを防ぐために、 

この装置の匡体を開けないでください。 

2. 分解および改造をしないでください。感電の原 
因になります。信頼性、安全性、性能の保証を 
することびでさなくなります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこずこと 
びあります。従って、本装置を使用するシステ 
ムには、これ5の誤りや故障に起因する二次的 
な損失、障害および事故を防止するために、ち 
全性や保全性に関する十分な配慮び必要です。 

本装置の故障、取り出されたデータの誤りによって、人体への危害や物質的損害を誘発 
する可能性があるシステムには、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクび損傷を受けてち保証はいたしません。 

己.ご使用中に異常び生じた場合は、電源を切って、東芝 PC あんしんサポートにご相談く 
ださい。 

^- J 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE 1 


CAUTION 

、 

CLASS 3B VISIBLE AND INVISIBLE 
LASER RADIATION WHEN OPEN. 
AVOID EXPOSURE TO BEAM. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 
LASERSTRALING VED ABNING. 
UNDGA UDS/ETTELSE FOR 
STRALING. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 
LASERSTRALING NAR DEKSEL 
APNES. UNNGA EKSPONERING 

FOR STRALEN. 

WARNING 

KLASS 3B SYNLIG OCH OSYNLIG 
LASERSTRALNING NAR DENNA 

DEL AR OPPNAD. STRALE AR 
FARLIG. 

VARO ! 

KURSSI3B NAKYVAJA 

NAKYMATON AVATTAESSA OLET 
ALTTIINA LASERSATEILYLLE, ALA 

\ 

KATSO SATEESEN. 

ノ 


广 — Location of the required label 






























D 技術基準適合について 


Panasonic DVD スーパーマルチ ドライブ UJ 8 日 0 
(DVD スーパーマルチ ドライブ DVD ±R 2層式メディア対応) 
ま全にお使いいただくために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 

また、お読みになったあとは、必ず保管してください。 


A ま意 


1. 本装置はレーヴーシステムを使用しています。 

本装置の定格銘板には、ち記の表示びされてい 
ます。 

本装置はヨー□ッパ共通のレーヴー規格 
EN 巨082已 -1 で"クラス1レーヴー機器"に 
分類されています。 

レーザー光を直接被爆することを防ぐために、 

この装置の匡体を開けないでください。 

2. 分解および改造をしないでください。感電の原 
因になります。信頼性、安全性、性能の保証を 
することびでさなくなります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこずこと 
びあります。従って、本装置を使用するシステ 
ムには、これ5の誤りや故障に起因する二次的 
な損失、障害および事故を防止するために、ち 
全性や保全性に関する十分な配慮び必要です。 

本装置の故障、取り出されたデータの誤りに 
よって、人体へのを害や物質的損害を誘発する 
可能性びあるシステムには、本装置を使用しな 
いでください。 

4. ご使用のディスクび損傷を受けてを保証はいたしません。 

己.ご使用中に異常び生じた場合は、電源を切って、東芝 PC あんしんサポートにご相談く 
ださい。 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE 1 


、 

ノ 


、 

CAUTION 

CLASS 3B VISIBLE AND INVISIBLE 
LASER RADIATION WHEN OPEN. 
AVOID EXPOSURE TO BEAM. 

ATTENTION 

CLASSE 3B RAYONNEMENT LASER 

V に旧 LE ET INVISIBLE EN CAS 
D'OUVERTURE. 

EXPOSITION DANGEREUSEAU 
FAISCEAU. 

VORSICHT 

KLASSE 3B SICHTBARE 

UND UNSICHTBARE 
LASERSTRAHLUNG, WENN 
ABDECKUNG GEOFFNET. NIGHT 
DEM STRAHLAUSSETZEN. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 
LASERSTRALING VED ABNING. 
UNDGA UDS/ETTELSE FOR 
STRALING. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 
LASERSTRALING NAR DEKSEL 
APNES. UNNGA EKSPONERING 

FOR STRALEN. 

WARNING 

KLASS 3B SYNLIG OCH OSYNLIG 
LASERSTRALNING NAR DENNA 

DEL AR OPPNAD. STRALE AR 
FARLIG. 

VARO ! 

KURSSI3B NAKYVAJA 

NAKYMATON AVATTAESSA OLET 
ALTTIINA LASERSATEILYLLE, ALA 

\ 

KATSO SATEESEN. 

ノ 
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D 技術基準適合について 


Toshiba Samsung Storage Technology 
DVD スーパーマルチ ドライブ TS - L 巨 33 C 
(DVD スーパーマルチ ドライブ DVD ±R 2層式メディア対応) 
を全にお使いいただくために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 

また、お読みになったあとは、必ず保管してください。 


A ま意 

1. 本装置はレーザーシステムを使用しています。 

本装置の定格銘板には、ち記の表示がされています。 

本装置はヨ ー□ッノ 共通のレーザー規格 
EN 6082己-1で"クラス1レーザー機器"に分類 
されています。 

レーザー光を直接被爆することを防ぐために、この装置の霞体を開けないで<ださい。 

2. 分解および改造をしないで<ださい。感電の原因になります。信頼性、安全性、性能の 
保証をすることがでさなくなりまず。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすことびあります。従って、本装置を使用する 
システムには、これらの誤りや故障に起因する二次的な損失、障害および事故を防止す 
るために、安全性や保全性に関する十分な配慮が必要です。本装置の故障、取り出され 
たデータの誤りによって、人体への危害や物質的損害を誘発する可能性びあるシステム 
には、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクが損傷を受けてち保証はいたしません。 

己.ご使用中に異常が生じた場合は、電源を切って、東芝 PC あんしんサポートにご相談く 
ださい。 

(■ N 

DANGER -VISIBLE AND INVISIBLE LASER RADIATION WHEN OPEN, AVOID EXPOSURE TO BEAM, (for 21 CFR) 

CAUTION -CLASS 3B VISIBLE AND INVISIBLE USER RAD 阳 ION WHEN OPEN, AVOID EXPOSURE TO THE BEAM. 

ATTENTION-LASER DE CLASSE3B RAYONNEMENT VISIBLE ET 剛 SI 目 LE, EN CAS D'OUVERTURE, EXPOSITION DANGEREUSE 
DE L'OEILOU DELA PEAU RAYONNEMEMT D 旧 ECT 加 DIFFUS, 

VORSICHT -SIGHT 叫 RE UNO U 服に HTBARE LASERSTRAHLUNG KL 化 SE 3B: WENN ABDECKUNG GEOFFNET, NIGHT DEM 
STRAHLAUSSETZEN, 

ADVARSEL -KLASSE3B SYNLIG OG USYNLIG USERS 城 LING VEDABNING, UNDGA UDS/EHELSE FOR STRAuNG 
ADVARSEL -kusse3bswugo 日 usynlig userstrAling nAr dekselapnes. unngA eksponering for strAlen, 

VARO! -LUOKAN 3B NAKWMJA NAKYMATONAVATTAESSAOLETALTlllNA LASERSATEILYLLE, ALA KATSO SATEESEEN, 

WARNING -SYNLIG 日 CHOSYNU 白 KLASSE3BUSERSTRAlNINGNARDENNADELAr か PNAD,STRAlEARFARUG. 

注意 ホ开晌犯等疲的職あ不可正激元结射;:齡激光龍亂 

ま意 .ここを開くとクラス 3 的巧レ - ヴ - 燃が阿巧レ - た ’- 地拙まず : ビ - ムにきをさ日さなぃこ ^:: 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
APPAREILA LASER DE CLASSE 1 
LASER SCHUTZ KLASSE 1 
PRODUKT 

NACH EN 60825-1:1994/A2:2001 


/— Location of the required label 



PRODUCT IS CERTIFIED BY THE 
MANUFACTURER TO COMPLY 
WITH DHHSRULE 21 CFR 
CHAPTER 1, SUBCHAPTER J 
APPLICABLE AT THE DATE OF 
MANUFACTURE. 

Toshiba Samsung Storage Technology 
Korea Corporation 
14F Digital empire H, 486 Sin-dong, 
Youngtong-gu, Suwon-si, Gyeonggi-do, 
Korea, 443-734 





























D 技術基準適合について 


TEAC DVD スーパーマルチ ドライブ DV - W 28 S-V 
(DVD スーパーマルチ ドライブ DVD ±R 2層式メディア対応) 
ま全にお使いいただくために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 

また、お読みになったあとは、必ず保管してください。 


A ま意 


1. 本装置はレーザーシステムを使用して 
います。 

本装置の定格銘板には、ち記の表示び 
されていまず。 

本装置はヨー□ッノ く共通のレーヴー規 
格 EN 己082己-1で"クラス1レーザー 
機器"に分類されています。 

レーザー光を直接被爆することを防ぐ 
ために、この装置の匡体を開けないで 
ください。 

2. 分解および改造をしないでください。 

感電の原因になりまず。信頼性、を全性、 

性能の保証をすることびでさなくなり 
ます。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすことびあります。従って、本装置を使用する 
システムには、これ5の誤りや故障に起因する二次的な損失、障害および事故を防止す 
るために、を全性や保全性に関する十分な配慮び必要でず。本装置の故障、取り出され 
たデータの誤りによって、人体への危害や物質的損害を誘発する可能性びあるシステム 
には、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクび損傷を受けてを保証はいたしません。 

己.ご使用中に異常び生じた場合は、電源を切って、東芝 PC あんしんサポートにご相談く 
ださい。 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE 1 


CAUTION 

、 

CLASS 3B INVISIBLE LASER RADIATION 

WHEN OPEN. AVOID EXPOSURE TO BEAM. 

ATTENTION 

CLASSE 3B RAYONNEMENT LASER INVISIBLE 
EN CAS D’OUVERTURE. 

EXPOSITION DANGEREUSEAU FAISCEAU. 

VORSICHT 

KLASSE 3 己 UNS に HTBARE LASERSTRAHLUNG, 
WENN ABDECKUNG GEOFFNET. 

NIGHT DEM STRAHL AUSSETZEN. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B USYNLIG LASERSTRALING 

VED Abning. undga uds/ettelse for 

STRALEN. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B USYNLIG LASERSTRALING nAr 
DEKSEL ApNES. UNDGA EKSPONERING FOR 
STRALEN. 

WARNING 

KLASS 3B OSYNLIG LASERSTRAlNING NAR 
DENNA DEL AR OPPNAD. STRALEN AR FARLIG. 

VARO ! 

KURSSI3B NAKYMATON AVATTAESSA OLET 
ALTTINA LASERSATEILYLLE. ALA KATSO 

\ 

SATEESEEN. 

ノ 






































5 I るインタ—フエ—スの tt 樣 


■■ HDMI 出力端子 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

TMDS Data 2 十 

TMDS データ （2+) 

□ 

2 

TMDS Data 2 Shield 

TMDS データ （2) シールド 


3 

TMDS Data 2- 

TMDS データ（2-) 

□ 

4 

TMDS Data ] 十 

TMDS データ （1 +) 

□ 

5 

TMDS Data ] Shield 

TMDS データ （1) シールド 


6 

TMDS Data 1 - 

TMDS データ （]-) 

□ 

7 

TMDS Data 日十 

TMDS データ （0+) 

□ 

8 

TMDS Data 日 Shield 

TMDS データの）シールド 


9 

TMDS Data 日- 

TMDS データ（0-) 

□ 

10 

TMDS Clock 十 

TMDS ク□ツク （+) 

□ 

11 

TMDS Clock Shield 

TMDS ク□ツクシールド 


12 

TMDS Clock - 

TMDS ク□ツク（一） 

□ 

13 

Reserved 

予約 


14 

Reserved 

予約 


15 

SCL 

SCL データク□ツク信号 

□ 

16 

SDA 

SDA 通信信号 

I/O 

17 

DDC/CEC Ground 

DDC / CEC 信号グランド 


18 

十 曰 V Power 

電源 


19 

Hot Plug Detect 

ホツトプラグデイテクト 

1 

コネクタ図 


1 

9 1 

j -- . 


5 

旨 


信号名 ： 一び ついてい るのは、負論理値の信号です 

信号方向 （ I ) :パソコン本体への入力 
信号方向の）：パソコン本体か日の出力 
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B 各インターフエースの仕様 


LAN インターフエース 


* GigabitEthernet に巧応しているモデル 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

BLDA 十 

送受信データ A (+) 

I/O 

2 

BLDA - 

送受信データ A (—） 

I/O 

3 

巨 l _ DB 十 

送受信データ日 （+) 

I/O 

4 

BLDC 十 

送受信データ C (+) 

I/O 

5 

BLDC - 

送受信データ C (一） 

I/O 

6 

BLDB - 

送受信データ B (—） 

I/O 

7 

巨 l _ DD 十 

送受信データ D (+) 

I/O 

8 

BLDD - 

送受信データ D (—） 

I/O 

コネクタ図 


11111111 

87654321 



信号名 ：一びついているのは、負論理値の信号です 

信号方向 （ I ) :パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体か日の出力 



* GigabitEthernet に巧応していないモデル 


ピンま号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

TX 

送信 データ （十） 

□ 

2 

-TX 

送信 データ （一） 

□ 

3 

RX 

受信 データ （+) 

1 

4 

Unused 

未使用 


5 

Unused 

未使巧 


6 

-RX 

受信 データ （一) 

1 

7 

Unused 

未使用 


8 

Unused 

未使用 


コネクタ図 


11111111 

87654321 



信号名 ：一びついているのは、負論理値の信号です 

信号方向 （ I ) :パソコン本体への入力 
信号方向の）：パソコン本体か日の出力 
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各インターフエースの仕様 


KB RGB インターフエース 



信号名 ：一びついているのは、負論理値の信号です 

信号方向 （ I ) :パソコン本体への入力 
信号方向の）：パソコン本体か日の出力 































B 各インターフエースの仕様 


KM USB インターフエース 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

VBUS 

+ 曰 V 


2 

D - 

マイナス データ 

I/O 

3 

D 十 

プラス データ 

I/O 

4 

GND 

信号グランド 



コネクタ図 



信号名 ：一びついているのは、負論理値の信号です 

信号方向 （ I ) :パソコン本体への入力 
信号方向の）：パソコン本体か日の出力 

gMeSATA/USB インターフ王ース 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

S 1 

GND 

グランド 


S 2 

A 十 

eSATA プラスデータ 

□ 

S 3 

A - 

eSATA マイナスデータ 

□ 

S 4 

GND 

グランド 


S 曰 

巨- 

eSATA マイナスデータ 

1 

S 6 

B 十 

eSATA プラスデータ 

1 

S 7 

GND 

グランド 


U 1 

VBUS 

+ 曰 V 


U 2 

D - 

US 日マイナスデータ 

I/O 

U 3 

D 十 

US 日プラスデータ 

I/O 

U 4 

GND 

信号グランド 


コネクタ図 






ゴ S - 

巧戸ぅ巧巧 仁 

F ~~ 1 1 


1 

fnnnfmTT^ 

r 

- U 

II II II II 1 II II II 

U 1 U 2 U 3 U 4 

K S n 15 S 





信号名 ：一びついているのは、負論理値の信号です 

信号方向 （ I ) :パソコン本体への入力 
信号方向の）：パソコン本体か日の出力 














































































if 緑 LAN にごいて 



* 無線 LAN モデルのみ 


■■無線 LAN の概要 


本製品には、 IEEE 802.1 la . IEEE 802.1 lb . IEEE 802.1 1 g . IEEE 802'1] n のすベて、 
ちしくはその一部に準拠した無線 LAN モジュールび内蔵されています。巧の機能をサポートし 
ています。 


•周波数チャネル還択 
• マルチチャネル間の□一 S ング 
•パワーマネージメント 

本書では、内蔵された無線 LAN モジュールの種類によって説明び異なる項目びあります。 
使用しているパソコンに内蔵された無線 LAN モジュールの種類の確認については、「3章 D - 
[3]- n 無線 LAN モジュールの確認」をご覧ください。 
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O 無線 LAN について 


B お線特性 

無線 LAN の無線特性は、製品を購入した国/地域、購入した製品の種類により異なる場合びあ 
ります。 

多くの場合、無線通信は使用する国/地域の無線規制の巧象になります。無線ネットワーク機器 
は、無線免許の必要ない已 GHz 帯および 2.4 GHz 帯で動作するよラに設計されていますび、国 
/地域の無線規制により無線ネットワーク機器の使用に多くの制限び課される場合びあります。 


無線周波数帯 

IEEE 802.1 la , 

IEEE 802.1 In 

已 GHz (已]已 0- 已 3 已〇 MHz 、 おぶび 
已470-已72已 MHz ) 

IEEE 802.1 lb , 
IEEE 802.1 Ig , 
IEEE 802.1 In 

2.4 GHz (2400-2483 MHZ ) 

変調方式 

IEEE 802.1 la , 
IEEE 802.1 Ig 

直交周波数分割多重ち式 

□ FDM - BPSK , OFDM - QPSK ，0 FDM -1 6 QAM ， 

□ FDM -64 QAM 

IEEE 802.1 lb 

直接拡散ち式 

DSSS - CCK , DSSS - DQPSK . DSSS-DBPSK 

IEEE 802.1 In 

直交周波数分割多重方式 （ OFDM 方式）， 

空間多重方式 （ MIMO 方式） 


無線機器の通信範囲と転送レートには相関関係びあります。無線通信の転送レートびほいほど、 
通信範囲は広くなります。 

於 t メモ 

• アンテナの近くに金属面や高密度の固体びあると、無線デバイスの通信範囲に影響を及ぼすことびあり 
まず。 

• 無線信号の伝送路上に無線信号を吸収または反射し得る’’障害物’’びある場合ち、通信範囲に霞響を与 
えます。 
















O 無線 LAN について 


mm ヴポートする周波数ち域 


無線 LAN びサポートする已 GHz 帯および 2.4 GHz 帯のチャネルは、国/地域で適用される無 
線規制によって異なる場合びあります（表「無線 IEEE 802.1 1チャネルセット」参照)。 


■無線 IEEE 802 .1 1チャネルセット 
• 己 GHz 帯：己1己 0- 己3己 OMHz 33ぶび、己470-己7吕己 MHz 
( IEEE 802.1 la . IEEE 802 .1 1 n の場合） 

幻メモ _ 

• 已 GHz 帯無線 LAN は電波法令により屋外で使用することはでさません。 



チャネル ID 

周波数 


36 

5180 

W 52 

40 

5200 

44 

5220 


48 

5240 


52 

5260 

W 53 

56 

5280 

60 

5300 


64 

5320 


100 

5500 


104 

5520 


108 

5540 


112 

5560 


116 

5580 

W 56 

120 

5600 


124 

5620 


128 

5640 


132 

5660 


136 

5680 


140 

5700 



アクセスポイント側のチャネル （ W 已 2/ W 已 3/ W 已己）に合わせて、そのチヤネルに自動的に設 
定されます。 
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O 無線 LAN について 


• 吕 .4 GHz 帯：吕400-吕 483 MHz ( IEEE 802.1 Ib / g 、 IEEE 802.1 In の場合) 


チャネル ID 

周波数 

1 

2412 

2 

2417 

3 

2422 

4 

2427 

5 

2432 

6 

2437 

7 

2442 

8 

2447 

9 

2452 

10 

24已7り 

11 

2462 

12 

2467 

13 

2472 


*1 購入時に、アドホックモード接続時に使用するチヤネルとして設定されているチヤネルです。 




















O 無線 LAN について 


E ■本製品を曰本でお使いの場合のごを意 

曰本では、本製品を第二世代ル電カデータ通信システムに位置付けており、その使用周波数帯 
は 2.400 MHz 〜2.483.已 MHz です。この周波数帯は、移動体識別装置（移動体識別用構内無 
線局及び移動体識別用特定ル電力無線局）の使用周波数帯2.427 MHz 〜 2.470.75 MHz と重 
複しています。 

已 GHz 帯無線 LAN は電波法令により屋外で使用することはでさません。 


■ステッカー 

本製品を日本国内にてご使用の際には、本製品に付属されている次のステッカーをパソコン本 
体に貼り付けて < ださい。 




■ 現品ま / J 、 


この機器の使用周波数帯は 2.4GHz 帯です。この周波数では電 
モレンジ等の産業 - 科学 - 医療機器のほか、他の同種無線局、エ 
場の製造ライン等で使用されている免許を要ずる移動体識別用の 
構内無線局、免許を要しない特定ル電力無線局、アマチュア無線 
局等化ソ下 r 他の無線局」と略ず）が運用されていまず。 

1. この機器を使用する前に、近くで「他の無線局」が運用されて 
し ) ないことを確認してください。 

2. 万一、この機器と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した 
場合には、速やかにこの機器の使用チャンネルを変更するか、 
使用場所を変えるか、又は機器の運用を停止（電波の発射を停 
止）してください。 

3. その他、電波干渉の事例が発生した場合など何かお困りのこと 
が起きたとさは、まち PC あんしんヴポートへお問い合わせくだ 
さい。 



本製品には、なに示す現品表示び記載されています。 


①⑤③④ 


2.4DS/0F4 





① 2.4 

② DS 

③ OF 

④ 4 

⑥ ■ ■ ■ 


2, 400 MHz 帯を使用する無線設備を表す。 

変調ち式び DS - SS 方式であることを示す。 

変調方式び OFDM 方式であることを示す。 

想定される与干渉距離び 40 m 下であることを示す。 

2, 400 MHz 〜2,483.已 MHz の全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を 
回避可能であることを意味する。 
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O 無線 LAN について 


■ J 曰 TA □ゴ表記について 


IEEE 802.11 b/g/n 


IEEE 802.11 a/n 


W52 W53 W56 


已 GHz 帯無線 LAN は、 W 已 2/ W 已 3/ W 已己チャネルをサポートしています。 
* RTL 8188 CE b/g/n モジュール、 RTL 8191 SE b/ 旨 /n モジ:!ールはのぞく 


■東ち PC あんしんサポート 

東芝 PC あんしんサポートの連絡先は、『東芝 PC サポートのご案内』を参照してください。 


B 機器認証表示について 


本製品には、電気通信事業法に基づくル電カデータ通信システムの無線局として、認証を受け 
た無線設備を内蔵しています。したびって、本製品を使用するとさに無線局の免許は必要あり 
ません。 


■ Intel a / b / g / n - WiMAX モジュールの場合 

無線設備名： 622 ANXHMW 
株式会社ディーエスピーリサーチ 
言忍言正番号: 00908已己003 

■ RTL 8188 CE b / g / n モジュールの場合 

無線設備名： RTL 8188 CE 
電気通信端末機器審査協会 
認証番号 : m 0-007 已 00] 

■ RTL 8191 SE b / g / n モジュールの場合 

無線設備名： RTL 8191 SE 
TELEFICATI 0 N B . V . 

言忍言正番号 : DO 白已 00] 20] 

本製品に組み込まれた無線設備は、本製品（ノートブックコンピューター）に実装して使用す 
ることを前提に、ル電カデータ通信システムの無線局として工事設計の認証を取得しています。 
したびって、組み込まれた無線設備をほかの機器へ流用した場合、電波法の規定に抵触するお 
それびありますので、十分にごを意ください。 

















O 無線 LAN について 


ra お知らせ 

I 無線製品の巧ち運用性 _ 

本製品に内蔵されている無線!- AN モジユールは、 Direct Sequence Spread Spectrum 
( DSSS ) /Orthogonal Frequency Division Multiplexing ( OFDM ) 無線技術を使用する 
あらゆる無線 LAN 製品と相互運巧できるように設計されており、なの規格に準拠しています。 

• Institute of Electrical and Electronics Engineers (米国電気電モ技術者協会）策定の 
IEEE 802.11 Standard on Wireless LANs (Revision a / b / g / n ) (無線 LAN 標準規格(版 
数 a / b / g / n )) 

• Wi-Fi Alliance の定義する Wireless Fidelity ( Wi - Fi ) 認証 
Wi-Fi CERTIFIED □ゴは Wi - 円 Alliance の認定マークです。 


I 健康への影響 _ 

本製品に内蔵されている無線 LAN モジュールは、ほかの無線製品と同様、無線周波の電磁エネ 
ルギーを放出します。しかしその放出エネルギーは、携帯電話などの無線機器と比べるとはる 
かに低いレベルに抑えられています。 

本製品に内蔵されている無線 LAN モジュールの動作は無線周波に関する安全基準と勧告に記載 
のガイドラインにそっており、安全にお使いいただけるちのと東芝では確信しております。こ 
の安全基準および勧告には、学会の共通見解と、多岐にわたる研究報告書を継続的に審査、検 
討している専門家の委員会による審議結果びまとめ日れています。 

ただし周囲の状況や環境によっては、建物の所有ちまたは組織の責任者び Wireless LAN の使 
用を制限する場合びあります。なにその例を示します。 

D •飛行機の中で Wireless LAN 装置を使用する場合 

• ほかの装置類またはサービスへの電波干渉び認め日れるか、有害であると判断される場合 

個々の組織または環境（空港など）において無線機器の使用に関する方針びよくわか日ない場 
合は、 Wireless LAN 装置の電源を入れる前に、個々の組織または施設環境の管理ちに対して、 
本製品の使用可否について確認してください。 

I 規制に関する情き良 _ 

本製品に内蔵されている無線 LAN モジュールのインス I -ールと使巧に際しては、必ず製品付属 
の取扱説明書に記載されている製造元の指示に従ってください。 

本製品は、無線周波基準と安全基準に準拠しています。 
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O 無線 LAN について 


• Canada - Industry Canada (1 C ) 

This device complies with 民 SS 210 of Industry Canada. 

Operation is subject to the following two conditions:(1)this device may not cause interference ， and (2) 
this device must accept any interference, including interference that may cause undesired operation of this 
device. 

The term "IC" before the equipment certincation number only signifies that the Industry Canada technical 
specifications were met. 

• USA - Federal Communications Commission ( FCC ) 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, pursuant 
to Part 15 of FCC Rules. These limits are designed to provide reasonable protection against harmful 
interference in a residential installation. This equipment generates, uses, and can radiate radio frequency 
energy. If not installed and used in accordance with the instructions, it may cause harmful interference 
to radio communications. However, there is no guarantee that interference will not occur in a particular 
installation. 

If this equipment does cause harmful interference to radio or television reception, which can be 
determined by tuning the equipment off and on, the user is encouraged to try and correct the interference 
by one or more of the following measures: 

• Reorient or relocate the receiving antenna. 

• Increase the separation between the equipment and the receiver. 

• Connect the equipment to outlet on a circuit different from that to which the receiver is connected. 

• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 

TOSHIBA is not responsible for any radio or television interference caused by unauthorized modincation 
of the devices included with this the Wireless LAN, or the substitution or attachment of connecting caoles 
and equipment other than specified by TOSHIBA. 

The correction or interference caused by such unauthorized modification, substitution or attachment will 
be the responsibility of the user. 

Caution : Exposure to Radio Frequency Radiation . 

The radiated output power of the Wireless LAN is far below the FCC radio frequency exposure limits. 
Nevertheless, the Wireless LAN shall be used in such a manner that the potential for human contact 
during normal operation is minimized. 

In the usual operating configuration, the distance between the antenna and the user should not be less than 
20cm. Please refer to the PC user’s manual for the details regarding antenna location. 

The installer of this radio equipment must ensure that the antenna is located or pointed such that it does 
not emit RF field in excess of Health Canada limits for the general population; consult Safety Code 6, 
obtainable from Health Canada’s website 
www.hc-sc .gc .ca/ 








O 無線 LAN について 


参 Europe 


Restrictions for Use of 2.4GHz Frequencies in European Community Countries 

Belgie/ 

For private usage outside buildings across public grounds over less than 300m no special 

Belgique: 

registration with IBPT/BIPT is required. Registration to IBPT/BIPT is required for private 
usage outside buildings across public grounds over more than 300m. For registration and 
license please contact IBPT/BIPT\ 


Voor prive-gebruik buiten gebouw over pubiieKe groud over afstand kleiner dan 300m 
geen registratie bij BIPT/IBPT nodig; voor gebruik over afstand groter dan 300 m is wel 
registratie bij BIPT/IBPT nodig. Voor registratie of licentie kunt u contact opnemen met 

BIPT. 


Dans le cas d'une utilisation privee, a I'exterieur d'un batiment, au-dessus d'un espace public, 
aucun enregistrement n'est necessaire pour une distance de moins de 300m. Pour une 
distance superieure a 300m un enregistrement aupres de I'lBPT est requise. Pour les 
enregistrements et licences, veuillez contacter I'lBPT. 

Deutschland: 

License required for outdoor installations. Check with reseller for procedure to follow. 


Anmeldung im Outdoor-Bereich notwendig, aber nicht genehmigungspflichtig. Bitte mit 
Handler die Vorgehensweise abstimmen. 

France: 

Restricted frequency band: only channels 1 to 7 (2400 MHz and 2454 MHz respectively) 
may be used outdoors in France. 


Bande de frequence restreinte : seuls les canaux 1-7 (2400 et 2454 MHz respectivement) 
doivent etre utilises endroits exterieur en France. Vous pouvez contacter I'Autorite de 
Regulation des Telecommuniations (http://www.art-telecom.fr) pour la procedure a suivre. 

Italia; 

License required for indoor use. Use with outdoor installations not allowed. 


E'necessaria la concessione mmisteriale anche per I'uso intemo. 

Verificare con i rivenditori la procedura da seguire. 

Nederland 

License required for outdoor installations. Check with reseller for procedure to follow. 


Licentie verplicht voor gebruik met buitenantennes. Neem contact op met verkoper voor 
juiste procedure. 

To remain in 

conformance with European spectrum usage laws for Wireless LAN operation, the above 


2.4GHz channel limitations apply for outdoor usage. The user should use the Wireless LAN utility to 
check the current channel of operation. If operation is occurring outside of the allowable frequencies for 
outdoor use, as listed above, the user must contact the applicable national spectrum regulator to request a 
license for outdoor operation. 


















O 無線 LAN について 


参 Taiwan 

Article 12 

"Without permission granted by tne NCC, anv company, enterprise, or user is not allowed to change 
frequency, enhance transmitting power or alter original characteristic as well as performance to an 
approved low power radio-frequency devices. 

Article 14 

The low power radio-frequency devices shall not influence aircraft security and interfere legal 
communications; 

If found, the user shall cease operating immediately until no interference is achieved. 

The said legal communications means radio communications is operated in compliance with the 
Telecommunications Act. 

The low power radio-frequency devices must be susceptible with the interference from legal 
communications or ISM radio wave radiated devices. 
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O 無線 LAN について 


MM 使用でまる国/地域について 



• 本製品は、次にあげる国/地域の無線規格を取得しております。これらの国/化域し U がでは使用 
でさません。 


■ Intel a / b / g / n-WiMAX モジュール 


曰本 
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•無線 LAN と WiMAX は同時に使用できません。 

• 802.1] a および802.1 ] n モードではアドホック通信は使用できません。 

•アドホック通信でのピアツーピア接続は、 Chi 〜 Chi ] で使用できます。 

•インフラストラクチャ通信でのアクセスポイントへの接続は、 Chi 〜 Chi 3, Ch 36, 
Ch 40, Ch 44, Ch 48, Ch 已 2, Ch 已己， Ch 己 0, Ch 己 4, Chi 00, Chi 04, Chi 08, 
Chi 12, Chi 16, Chi 20, Chi 24, Chi 28, Chl 32, Chi 36, Ch ]40 でイま用で 
さます。 


















O 無線 LAN について 


■ RTL8188CE b/g/n モジュール 


アイスランド 

ガーナ 

ス1」ランカ 

ノルウェー 

ポルトガル 

アイルランド 

カヴフスタン 

ス□バキア 

バーレーン 

香港 

アゼルバイジャン 

カタール 

ス□ベニア 

パキスタン 

マヶドニア 

アメリカ合衆国 

カナダ 

セネガル 

パナ7 

7ルタ 

アラブ首長国連邦 

韓国 

セルビア 

パプアニューギニア 

7レーシア 

アルゼンチン 

カンボジア 

夕斗 

パラグアイ 

南アフリカ 

イギリス 

キプ□ス 

台湾 

八ンガ1」一 

メキシコ 

イタ1」ア 

ギリシャ 

チェコ 

フィ1」ピン 

モヴンビーク 

ィンド 

キルギスタン 

中国 

フィンランド 

モナつ 

インドネシア 

グアテマラ 

チュニジア 

プエルト1」コ 

モンテネグロ 

ウクライナ 

クゥェート 

チ1」 

ブラジル 

ヨルダン 

ウルグアイ 

ク□アチア 

デンマーク 

フランス 

ラトビア 

エクアドル 

ケニア 

ドイツ 

ブルガリア 

1」トアニア 

エジプト 

コスタリカ 

ドミニヵ 

ベトナム 

IJ ヒテンシュタイン 

エストニア 

つ□ンビア 

トルコ 

ベネズエラ 

ルーマニア 

エルサル八'ドル 

サウジアラビア 

ナイジエ リア 

ペルー 

ルクセンブルク 

オーストラリア 

シンガポール 

ナ写ビア 

ベルギー 

レソト 

オーストリア 

スイス 

ニカラグア 

ポーランド 

レパノン 

オマーン 

スウェーデン 

曰本 

欣ニア’ヘルツ I ゴビナ 


オランダ 

スペイン 

ニュ ージー ランド 

ボ1」ビア 
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• 802. 11 n モードではアドホック通信は使用できません。 

•アドホック通信でのピアツーピア接続は、 Chi - Chi 1で使巧できます。 
• インフラストラクチャ通信は、 Chi 〜 Chi 3で使用できます。 






























O 無線 LAN について 


■ RTL8191SE b/g/n モジュール 


アイスランド 

オマーン 

ジンバブエ 

曰本 

欣ニア’ヘルジ I ゴけ 

アイルランド 

オランダ 

スイス 

ニュ ージー ランド 

ボ1」ビア 

アゼルバイジャン 

ガーナ 

スウェーデン 

ノルウェー 

ポルトガル 

アメリカ合衆国 

カヴフスタン 

スペイン 

バーレーン 

香港 

アラブ首長国連邦 

カタール 

ス1」ランカ 

パキスタン 

マヶドニア 

アルゼンチン 

カナダ 

ス□バキア 

パナ7 

7ルタ 

アルバ'ニア 

韓国 

ス□ベニア 

パプアニューギニア 

7レーシア 

イギリス 

カンボジア 

セネガル 

パラグアイ 

南アフリカ 

イタ1」ア 

キプ□ス 

セルビア 

八ンガ1」 一 

メキシコ 

インド 

ギリシャ 

タィ 

フィ1」ピン 

モヴンビーク 

インドネシア 

キルギスタン 

台湾 

フィンランド 

モナつ 

ウクライナ 

グアテマラ 

チェコ 

プエルト1」コ 

ヨルダン 

ウルグアイ 

クウェート 

中国 

フランス 

ラトビア 

エクアドル 

ク□アチア 

チ1」 

ブルガリア 

1」トアニア 

エジプト 

ケニア 

デンマーク 

ベトナム 

IJ ヒテンシュタイン 

エストニア 

コスタリカ 

ドィツ 

ベネズエラ 

ルーマニア 

エルサルパドル 

つ□ンビア 

ドミニヵ 

ペルー 

ルクセンブルク 

オーストラリア 

サウジアラビア 

トルコ 

ベルギー 

レソト 

オーストリア 

シンガポール 

ニカラグア 

ポーランド 

レバノン 
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• 802.11 n モードではアドホック通信は使用できません。 

•アドホック通信でのピアツーピア接続は、 Chi - Chi 1で使用できます。 
• インフラストラクチャ通信は、 Ch ] 〜 Ch ] 3で使用できます。 



























7 I Windows XP モードについて 


Windows 7 Professional では、仮想的に Windows XP 環境を実現するための 「Windows 
XP モード」び用意されています。 

「Windows XP モード」を実行するには、巧にように操作してください。 


KB インストール方法 



[スタート]ボタン（@)一 [すべて①プ□グラム]一[アプリケーシヨ 
ン①再インス!ル]をクリックする 


比ットアップ画面へ]をクリックする 

アプ U ケーションやドライバーのセットアップメニュー画面び表示されます。 

[ Windows 関連]タブをクリックし、画面左側の 「Windows XP 
Mode 」 をクリックする 

画面の;ッセージに従って 、 「Windows Virtual PC 」 と 「Windows XP Mode 」 を 
インストールしてください。 


B 起動方法 

I [スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [Windows 
Virtual PC ] 一 [Virtual Windwos XP ] をクリックする 

Windows XP モードび起動します。 

初回起動時にはセットアップび必要です。画面のメッセージに従ってセットアップを 
行ってください。 









